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　マロネイ郊外、オーラで迷彩めいさいをつけた魔法コテージのリビング。

　おれとヘレネーは二人でそこにいた。

「しばらくはここを拠点にするということになるのでしょうか？」

「ああ。おれが絡からんでることとデルフィナが動いていたこと。この二点が向こうにバレたから、おれの屋敷もデルフィナの商会も使えなくなった」

　だからここに移動した。

　出し入れが自由な魔法コテージ。

　魔剣エレノア以上の力がなければ見破れない不可視の迷彩オーラ。

　この組み合わせなら絶対安全といえる。

「カケル様」

「なんだ？」

「それでもおおよその目星を付けて、強力な戦略級範囲魔法陣を放ってこられたら危険です」

「……なるほど。完璧かんぺきじゃなかったか」

　頷うなずく。

　ヘレネーの指摘通りだ。

　この組み合わせは移動が簡単、かつ、外から見られることはないというところが強みだが、防御力はそこそこレベルでしかない。

　ヘレネーの言う通り、ここ一帯をまとめてなぎ払うような魔法を撃ってこられたら、普通にやられてしまう。

（油断禁物だな）

「気をつける──ありがとう」

「いえ」

　ヘレネーははにかんで微笑んだ。

　そんな彼女を抱き寄せて舌が激しく絡むキスをしてやっていると、部屋のドアの一つが開いて、セレーネが入ってきた。

「あっ……」

　おれがヘレネーを可愛かわいがっているのを目撃して、セレーネは頰を赤らめて俯うつむいた。

　その後、ヘレネーを解放したところでようやく頰を赤らめたまま話しかけてきた。

「ありがとうショウ。お父様を匿かくまってくれて」

「気にするな。お前が父上とやらを超えるまで、死なれたら困るからな」

　セレーネが出てきたドアの向こうには寝たきりのアイギナ国王がいる。

　デルフィナが狙ねらわれるようになって、もうそこに置いておけなくなったから、ここに連れてきたのだ。

　年を食った男になんか興味ないが、セレーネの願いを叶かなえるためにアイギナ国王は生かしておかなきゃならないから、とりあえず現状一番安全なここに連れてきたってわけだ。

「さて、これからどうするか決めるか」

　そう言ってヘレネーに視線を向けた。

　女の顔から、テレシアの双花たる、軍事を得意とする姫の顔に戻ったヘレネーが口を開く。

「テリオス公爵、アンニス公爵、ゲート公爵──いわゆる三公は、大義を手に入れたあと、アイギナを三等分すると、それぞれ兵を進駐しんちゅうさせて、支配を確実なものにしています」

「実効支配というわけか」

「はい」

「それをどうすればいい」

「まず、二つ必要なものがあります。一つは兵力。実効支配されている以上、それを奪い返すのに戦いは避けられません。何をするにしても、相手を叩たたくべき兵力が必要です」

「それはわかる。もう一つは？」

　ヘレネーは無言で扇子を取り出した。

　ちょっと前におれがプレゼントした新しい扇子だ。

　それを使って雅みやびやかに部屋のドアの一つを指すと、深く頷く。

　そこはたった今セレーネが出てきた部屋のドアだった。

「……お父様？　お父様が必要なの？」

「正確には「大義名分」が必要なのです」

「大義名分？」

　首を傾かしげるセレーネ。ちんぷんかんぷんって顔だ。

「……ふむ、ヘレネーが言いたいのはこういうことか？」

　エレノアを軽く握ると、オーラを出して身体に纏まとわせる。

　助け出したとき、運んできたときに見たアイギナ国王の姿をイメージしてみた。

　みるみるオーラがアイギナ国王の姿になっていく。すると、

「お父様!?　じゃなくてショウ……どうしてお父様の姿に？」

「この姿でどうすればいい？」

　驚くセレーネではなく、ヘレネーに尋ねる。

「その姿で戦場に出られればいいのですわ。三公摂政は、国王が政まつりごとを執り行えないときにのみ正統性を持ちます。逆に言えば、国王が動くことができればその正統性は瓦解がかいします」

「なるほど」

「ただし──あくまでアイギナ国王の姿で居続ける必要がありますから、そうしている間、カケル様は戦えません。どうしても本陣の置物にならざるを得ませんわ」

「……そうか」

　ヘレネーと見つめ合い、頷うなずき合った。

　だが、実はヘレネーが心配するようなことはない。

　このオーラは他人に掛けることもできるからだ。

　実際、情報を探るために潜入したとき、ヘレネーにも掛けてやった。

　そして、掛けたあとであれば、おれがある程度離れていても見た目は維持される。

　だからこれを使ったからといって、おれが戦えなくなるなんてことはない。

　それでも、事情を知っているヘレネーがそう言ったのは、セレーネ本人に戦わせるためだ。

　自然な流れで、おれが戦えない──セレーネ自身が踏ん張らざるを得ない形にしたわけだ。

「つまり、こうすればいいのか。国王は神み輿こしに乗って担がれる。王女は先陣を切って戦う」

「はい。それが最も正統性が得られる形になります。この方法がうまくいけば、戦後すんなりとセレーネ様に権力を──総理王大臣としての権力を移行させることができるでしょう」

「わかった」

　おれは頷き、セレーネに確認する。

「それでいいか」

「うん、いいと思う」

　セレーネも即答した。

　明るく、迷いなく。

　水を向ける直前まで唸りながら眉まゆをしかめていたことからも、話をよく理解していないのは丸わかりだが、それでも彼女は「いい」と言った。

　わからないことはわかる人間に任せる。救いを求める。

　彼女はそれを忠実に実行に移そうとしている。

　今はそれでいい。

　と、今度はヘレネーに聞いた。

「マロネイを起点にするとして、まずはどこから攻めるつもりだ？」

「ハニアです」

「即答か。なぜだ」

「マロネイから進軍した場合、そこが最も地形の制限を受け、率いる者の武勇と突破力が物を言う戦場だからです」

　扇子を両手で持って口元を隠し、ちらっとセレーネを見る。

　やるなヘレネー。

　どうやら彼女は、初戦を使ってセレーネに自信を植えつけようとしているようだった。
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　今から百年前、ハニアの戦いというものがあった。

　戦いは侵略戦争の最中に起きた。

　当時のアイギナ王国は他国の侵略を受け、連戦連敗を喫きっし、敗色濃厚の状態だった。

　このままでは国が滅ぶと判断した当時の国王は、領土の半分を差し出すという条件で停戦の交渉を始めた。

　その間も敵の侵攻は止まらなかったが、王は非抵抗、あくまで服従の姿勢を見せることで、停戦の交渉を進めた。

　それに抗あらがったのが当時の第一王子だ。

　負け続けている状況で停戦の交渉をしても意味がないと主張して、更なる抗戦を唱えた。

　だが、国王はそれを認めなかった。

　王子の意見はことごとく却下され、やがて全すべての軍事権限を剝奪はくだつされた。

　仕方なく王子は従った──表面上は。

　国王の命令に従って一度は軍から手を引いたが、一方で直属の部下二百人を連れ「散歩」に出掛けた。

　散歩の先はハニア。敵軍百万が迫っている場所だ。

　ハニアは山道と湖によって挟まれた極端に狭い地形で、大軍が展開するには不向きだった。

　その地形を最大限に活用して、王子は百万の敵兵を殲滅せんめつした！

　たった二百人で百万を殲滅した戦いは「ハニアの戦い」と呼ばれ、歴史の一ページに刻まれた。

　そしてこのハニアの戦いで敵国は兵力を大きく消耗し、それが遠因となってアイギナは息を吹き返すと、やがて戦争に勝ったという。

　それ以来「ハニアの戦い」は、劣勢を覆くつがえした合戦の代名詞になった。

　個々の武勇が大きく戦況を左右するその場所を初戦に使って、セレーネに自信をつけさせてやろうというのがヘレネーの考えだった。
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　セレーネ・ミ・アイギナは剣を振るった。

　二百名の兵を先導して、剣を振るって突進した。

　率いる、ではない。先導して、である。

　彼女は他人を率いる能力を持ち合わせていない。

　できるのは、ただ個人の武勇で突進を続けること。

　だから今の彼女は二百人の兵を率いているというより、二百一人の先頭として敵に特攻している、それだけの存在だった。

　敵はハニアから出てきた迎撃部隊が千人ほど。セレーネらの実に五倍だ。

　だが、セレーネは劣勢に臆おくしなかった。まったく恐れずに突進を続けた。

　かの「ハニアの戦い」になぞらえて、それと同数の二百という伝説的な数字──に賭けたわけでは決してない。

　セレーネは未いまだに無知の領域にいる。

　この国の歴史上最大の栄光である「ハニアの戦い」のことも、まだろくに知らない。

　にもかかわらず、セレーネを安心させているのは背中にいる存在。

　二百人の兵士よりも更に背後にいる、神み輿こしに乗せられている男。

　アイギナ国王の御旗を四方に掲げ、その姿をこれでもかと強調しているしわくちゃの老人。

　もちろんアイギナ国王本人ではない。

　彼女が未だに「ショウ」と呼び続けている魔剣使い、結ゆう城きカケルだ。

　ショウがそこにいてくれる。見てくれている。

　そのことがセレーネに勇気を与えた。あらゆる恐怖から彼女を守った。

　彼女は未だに無知の領域にいる。

　今の自分を突き動かしている気持ちの正体が、一般的に「恋」と呼ばれていることを彼女はまだ知らない。

　それでも、その効果は遥はるか強く出ていた。

　セレーネは突進した。

　二百一人の中の誰だれよりも勇猛果敢ゆうもうかかんに突進して、誰よりも多く兵を斬きった。

　セレーネはナナから教わった基本の突き、斬り、払いを繰り返して敵を斬った。斬り続けた。

　最初は学んだ行動をきっちり再現していたが、それでも疲労が蓄積していくとともに動きが鈍り、少しずつ形が崩れていった。

　それがあるラインを超えたとき、彼女の動きは変わった。

　人間の身体は一定のラインまで疲労が溜たまると、最も自然で理想的な動きをするようになる。

　彼女のそれは、まぶたの裏に強く焼き付けられている動き。

　夢にまで出てくる程の動き。

　そうして、動きは変わった。

　血風が、舞った。
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　神輿の上から戦場を見た。

　セレーネは奮戦している。

　二百と千では五倍の開きがあるが、狭い地形で同時に展開できる面の数はほとんど同じ。

　ヘレネーがここを選んだのは大正解だったな。

　大正解、なんだが。

「なんだか……あの動き」

（くく、愛されているな）

「あれ、やっぱりおれの動きを真似まねてるのか」

（スピードもパワーもだいぶ劣っているが、動きだけを見ればうり二つだな）

　エレノアのお墨付きを得た。

　そう。

　最初は教科書通りガチガチに動いていたたが、途中からおれそっくりの動きになった。

　剣を振るって戦う姿は本当におれそっくりだ。

　そんな自分そっくりの動きを見せられるのは複雑だが──

（よほど強い想おもいでなければあそこまで再現できまい）

　そう思うと面白おもしろくもあった。
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　カケルの動きをするようになったセレーネはますます突破力を上げた。

　が、その一方で彼女が先導している兵たちがついてこられなくなった。

　負傷する者、倒れる者。

　二百人いた兵で満足に戦える者は五割を切った。

「姫様、兵が疲れ切っております。一時撤退するべきではないかと──」

　若い兵の一人、部隊長クラスの男がセレーネに進言した。

　セレーネはそれに即答する。

「わかった！　どうすればいいの？」

「え？」

「撤退するのは賛成。でもその方法がわからないの。あたしはどうすればいい？」

　真っ正面の敵兵を斬きり伏せ、更に踏み込もうとするのを堪こらえるセレーネ。

　進言した兵は驚いた。彼は二百人の中で昔のセレーネを知っている数少ない男だ。

　進言したとして、それが受け入れられるとは思っていなかったし、アドバイスを求められることなどもっと予想していなかった。

「どうしたの？　あたしはこのまま進めばいい？　それとも引いた方がいい？」

「え？　あ、いえ！　では撤退の銅ど鑼らを鳴らします。向こう側の方が損害が大きいですので、こちらが引きあげれば向こうも引くはずです」

「うん、じゃあお願い」

「はっ」

　兵がセレーネの命令を伝達した。

　撤退用の銅鑼がジャンジャンジャンと鳴らされ、両軍はそれぞれ撤退を開始した。
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　夜、ハニア郊外。

　野営陣地の兵たちに守られた魔法コテージの中で、おれはセレーネと向き合っていた。

「……あ、あたしの戦い方、どうだった？」

「ああ、初うい陣じんにしては──いや、普通によくやった」

「本当!?」

「兵の練度は向こうが上だったが、なのに損害も向こうが上だった。お前がそうさせたんだ」

「そ、そうなんだ」

（引き際も鮮やかだった。軍気が揺れ始めてから撤退を決断するまでの速さは目を見張るものがある。優勢下でああまで即断で撤退を決断できる者は、我の記憶の中でもなかなかない）

「──だ、そうだ」

　エレノアの評価がかなり高かったから、それをそのままセレーネに伝えてやった。

「だって、わからなかったから」

「うん？」

「兵が疲れてるから撤退した方がいい、って言われたけど、疲れてるかどうかなんてわからなかった。わからなかったから言う通りにしただけ……ショウに言われた通り」

「そうか」

（極端から極端へ行く娘だな。面白おもしろい）

　エレノアが本気で楽しんでいるのが伝わってきた。

　同感だ。面白いな、セレーネ。

「変われば変わるもんだ」

「え？　な、何が？」

「いやこっちの話だ」

　さて、これからどうするか。

　魔法コテージの中、リビングに置かれたサンドテーブル。

　魔力を注そそいで作ったハニアまわりのジオラマは同時に双方の戦力も映し出していた。

　今日優勢だったからある程度削れたが、このままだと落とすまでにまだ時間がかかりそうだ。

（カケルー）

　天井てんじょうをすり抜けて、メイド幽霊のタニアとペギーが降りてきた。

　セレーネが撤退したあと、彼女には斥せっ候こうに行ってもらっていた。

「どうだった」

（カケルの言う通り、向こうはハニアに籠こもるつもりっぽいよ）

「やっぱりか」

（どうする？　長期戦になると増援が来て挟み撃ちにされるぞ。狭い地形で挟み撃ちにされたら致命的だ）

「そうされる前にカタをつけてやればいい」

（貴様が代わりにやるのか？）

「いや、それじゃ意味がない」

　今回はセレーネに自信をつけさせるための戦いだ。

　おれが出張りすぎたんじゃ意味がなくなってしまう。

　それに、おれももっと見たいと思うようになってきたところだった。

　無意識におれの動きをするようになったセレーネの戦い方を。

（ならどうする）

「セレーネ」

「うん、何？」

「明日も突撃してもらうぞ」

「うん！　今日と同じでいいの？」

「そうだな……いや」

　おれは口の端をつり上げた。

「明日はおれが一撃を加えたあとに突撃だ」





☆






　翌朝、再び進軍するセレーネと兵士たち。

　一晩休ませ、応急処置をして、九割程度の人数は再び戦えるようになった。

　が、今度は敵が出てこない。

「ハニアの戦い」のあと、ハニアは要塞化された。

　彼かの王子のときと同じように、英雄が寡か兵へいを率いてここを出発点にしたとき、敵に逆襲できるよう要塞化されたのだ。

　一種のプロパガンダだとヘレネーは言った。

　たとえ国がどうにかなっても、ここさえ健在ならば、神話、伝説を信じる国民は希望を持ち続けられる。その思いを維持するために要塞化が施ほどこされた。

　昨日はあっさり打って出た兵は、今日は要塞に籠もった。

（くく、見るからに堅城といった感じだな）

「そうだな」

（で、どうするのだ）

「お前を投げる」

（──ふぇ？）

　意外だったのか、エレノアが素すっ頓狂とんきょうな声を上げた。

「何日か前に言ったよな。ポンポンポンポン投げるなって。それに、投げるならせめて全力で投げろって」

（あ、ああ。確かにそう言ったが──）

「だから、全力でお前を投げる」

　言いながら合図を送った。

　合図に合わせてセレーネと兵士たちが空間を空けた。

　そして、おれとハニア要塞の間に障害物がなくなった。

　エレノアを逆手に持つ。

　投とう擲てきの姿勢を取る。

　息を吸って……カッと目を見開く。

「はあああああ！」

　オーラを出して、エレノアに纏まとわせた。

　魔剣が姿を変える。

　人ほどの大剣が更に大きく──元の十倍近い巨大さに姿を変えた。

（お、おい、貴様、まさか──）

　気合一いっ閃せん。

　トラックぐらい大きく膨れあがったエレノアを、空に向かって投げつけた。

　うなりをあげて飛んでいく巨大エレノア。

　それが──あれほど堅かった要塞を貫いた。

　耳をつんざく爆音。

　兵士たちが七転八倒するほどの地響き。

　それらが全すべて止んだあと、要塞にはぽっかり穴が空いていた。

　まるでミサイルを撃ち込まれたかのような、巨大な穴。

「な、なんという……」

「バケモノだ……」

「す、すごい！」

　兵士たちが驚嘆した。

　ポカーンと、おれと作った穴とを見比べた。

　そんな中、一人だけ驚かず、即座に動く者がいた。

　セレーネ・ミ・アイギナ。

　彼女だけは止まらず、打ち合わせ通りおれが一撃を加えたあとすぐに突撃を始めた。

　面白い子だ。
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　何回目かの突撃のあと、ハニアは陥落した。

　エレノアの一撃でぽっかり穴を空けられたハニアは要塞としての機能をなくし、そこからはただの白兵戦になった。

　兵力の差はまだあったが、セレーネによる突撃の勢いは完全にそれを上回った。

　穴の空いたハニアになだれ込んだ段階で、向こうは完全に戦意を喪失して、総崩れの潰走かいそう状態になった。

　降伏した一部の兵士を除き、他ほかは競うようにハニアから撤退していった。

　それに対してセレーネは追撃を仕掛けようとした。

　突撃。

　突撃。

　とにかく突撃。

　まるでそれしかできないと言わんばかりに、セレーネはただ忠実にそれだけを実行していた。

「追うなセレーネ！」

　大声を出して彼女を呼び止めた。

　７７７倍の声。戦場の中でもよく通って彼女の耳に届いた。

　セレーネがピタッ、と止まった。

　乗っていた神み輿こしを降りて、彼女の前に立つ。

　纏まとっていたオーラを外し、アイギナ国王から自分の姿に戻る。

「よくやった。ここまででいい」

「もう追わなくていいの？」

「ある程度は逃がして伝令役にさせる。見たままのことを、この部隊はアイギナ国王が率いているってことを伝えさせるためにな」

「うん、わかった」

　セレーネは素直に頷うなずいた。ちょっと前とは正反対な素直さだ。

　彼女は剣を納めた。ふう、と息を吐いた。

　肉体の疲労と、緊張の糸が切れたからか、セレーネがふらつく。

　倒れそうになった彼女をとっさに抱き留めた。

「ありがとう──あっ」

　セレーネは慌てておれを押しのけた。

　一旦いったん腕の中から抜け出したが、結局ふらついてまたおれに抱き留められてしまう。

「どうした」

「だって、ショウのそこは……あの人のものだから」

「うん？」

　あの人って誰だれだ？

　……ああ、ヘレネーか。

　セレーネはおれをショウと呼ぶ。

　彼女の前に現れたとき、オーラで変装していたからだ。

　そのときはヘレネーを横に抱いて、魔剣を振るっていた。

　そうか、セレーネはそれに見とれてたっけ。

　それを理解したおれは、抱き留める腕に力を込めてもう一度言った。

「よくやった」

「……うん」

　セレーネは頰ほおを染めて、今度こそそっと俯うつむいた。

　そして、遠慮がちにおれの胸におでこを当ててきた。

　可愛かわいいな。もう少しねぎらってやろうか──と思っていたら。

　セレーネの身体がふっ……と脱力した。

　糸の切れた人形のようにくずおれた。
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　ぎゅっと支えて顔を覗のぞき込む。

　まぶたが落ちて寝息を立てていた。

「疲れたんだな……よくやった」

　ねぎらってやるのはまた今度だな。

　おれは彼女を抱いたまま魔法コテージを取り出す。

　そうして中で彼女を休ませた。

　外に出ると、一人の兵士が待っていた。

　男の兵士だが、見覚えがある。

　おれはその兵士に掛けていたオーラを解いた。

　男の兵士が女の姿に変わる。

　奴隷兵部隊、第二小隊長、ネオラ・コメネナ。

　おれは彼女にオーラを纏わせると、姿を変えさせて、セレーネのそばに潜り込ませていた。

「ご苦労。よくやった」

「あれでよかったんですか？」

「遠くからだが、全部見えていた。よく言いつけ通り敵兵をセレーネの前に集めてくれた」

「はい……」

　ネオラは俯き加減に、しかし嬉うれしそうに答えた。

　セレーネに自信をつけさせるためには、できるだけ彼女に分厚い壁を突破させる必要がある。

　しかも、決して弱体化させていない壁をだ。

　おれやナナ、それか、他の誰かできる女にやらせて、予あらかじめ弱体化させた敵をセレーネの前に並べるのはたやすい。おれの奴隷兵たちの兵士レベルならいくらでも手加減できる。

　だが、それじゃあまり意味がない。

　無傷の敵兵をできるだけ多く並べるのが肝心なのだ。

　そこでネオラだ。

　彼女は不思議な技を持っている。

　相手の力と勢いを利用し、好きな方向に誘導する技だ。

　おれでさえ、初見のときいいようにバランスを崩された。

　今回はそれを利用することにした。

　ネオラを変装させて、セレーネのそばに潜り込ませた。

　そしてその技を使わせて、敵兵を誘導すると、無傷のままセレーネの前に送りこませた。

　送って送って送りこませまくった。

　セレーネの前に敵兵が絶えず敵兵がやってくるように、送らせ続けた。

　セレーネはそんな思惑に気付くことなく、ひたすら送られてくる敵兵を斬きりまくった。

　自分の実力で普通に蹴散らすより、遥はるかに分厚い敵の壁を突破した。

　おれは何も手を貸しちゃいない。それも余計嬉しかった。

　嬉しさがそのまま高揚感に繫つながった。

　おれは近くにいる兵士に命令を下す。

　奴隷兵でもおれの女でもない、ただの兵士に、デルフィナとの連絡、それにハニアの占拠を進めるよう命じた。

　そして、ネオラの方を振り向く。

「ネオラ、疲れたか」

「いえ、大丈夫です」

「そうか、ならもう一仕事頼めるか」

「はい！　なんでも！」

　ネオラは奴隷兵がよくする、背筋を伸ばして踵かかとを揃そろえる軍隊式な返事をした。

「そっちじゃない、おれの相手だ」

「カケル様の……あっ……」

　ネオラは言葉の意味に気づいて、ぽっと頰を染めた。

「いい子だ」

　そんなネオラの膝ひざ裏うらに腕を回して抱き上げると、魔法コテージの別の部屋に連れ込んだ。

　最高の働きをしてくれた彼女を、骨の髄までとろかせるほど、ベッドの上で可愛がった。
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　夜、ハニア郊外。

　地面に突き刺さっていたエレノアを引き抜いた。

　最終的にエレノアが到達した場所は、ハニアから一キロも離れていた。

　あの投とう擲てきでハニアの要塞を貫き、勢い余って更に一キロも先に飛んだようだ。

（遅いぞ。我を放って何をしていた）

「ネオラを可愛がってた」

（貴様が過保護なのかスパルタなのかよくわからん）

「さあな、おれにもわからん。だが、今回の件で改めてよくわかったことがある」

（なんだ）

「セレーネも絶対にいい女になるってことだ」

（……ふん。それなら、我も予言しておこう）

「うん？」

（貴様と貴様の女どもがいなくなったあとのこの世は地獄だ。黄金時代のあとには、決まって反動が来るものだ）

　そういうものなのか？

「まあそんなことはどうでもいい。今は目の前のことだ」

（そうか、目の前のことか）

　おれは正面を見た。

　闇やみ夜よの中、地平線の向こう。微かすかに砂煙が巻き起こっているのが見える。

「やっぱり夜襲を掛けてきたな」

（当然だな。こっちの数を知れば、戦力を立て直しての逆襲は至極当然）

「数は」

（三千あるかないかってところか。ああ、ついでに言っておくと、迎撃されることも織り込み済みの夜襲だなあれは……そんな気がする）

「そうか」

　エレノアを構える。

　面白おもしろい。それなりの準備を整えた三千の敵か。

　普通なら、一度奪ったあとに即奪い返されることもあるだろうが。

　残念だったな。ここは通さん。

（うむ、今わかったぞ。貴様はやはり過保護だ）

「……」

（女二人の安寧のために、単身で三千の兵に立ち向かうのだからな）

　楽しげに言い放つエレノアにデコピンした。

　その通りかもしれんが、それをこいつに言われるのは癪しゃくだ。

「嫌か？」

（いいや？　我を全力で振るってくれるのなら文句はない）

「安い女だなお前」

（くくく、その通り。我は貴様にとって安い女よ）

　更に楽しげに笑うエレノア。

　こいつもいい女だな。本人には言わないが。

　柄つかを握り締めて、深呼吸する。

　カッ、と目を見開き、真っ正面の敵を見据える。

「いくぞ」

（うむ）

　ハニアの戦い、二回戦。

　エレノアが大満足するような戦いは、誰知れず、夜のうちに終わって。

　セレーネも、ネオラも。

　女たちは次の戦いのために、ゆっくり身体を休ませることができたのだった。
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　アイギナ国王軍、セレーネ隊。

　もともと二百人だったのが、ハニアの負傷兵から動ける人間を吸収したことで、結果として五百人近くの規模になっていた。

　セレーネは今度はその五百人を率いて出撃した。

　相手は三公爵のうちの一人。テリオス公爵の旗印を掲げた二千人。

　兵力差は四倍。穴の空いた要塞に攻め入るには妥当な数だ。

　ハニアを取り返そうとする敵に対し、セレーネは真っ向から迎え撃った。

　先陣を切って突撃するセレーネ。

　傍そばにつけているネオラが敵兵をコントロールしてセレーネの前に集めるから、自然と彼女の前に屍しかばねの山が積み上がる。

　それをおれは今日も神み輿こしの上から眺めていた。

（そろそろ変わるぞ）

「……」

　エレノアが指摘した直後、またセレーネの動きが変わった。

　何度も練習を繰り返して身につけた、教科書通りの型にはまった動きから、脱力した彼女が一番理想的だと思う動きに。

　おれと、全く同じ動きに。

　遠目に見ているとそこにもう一人自分がいると錯覚するくらい、似た動きだった。

　セレーネの動きが変わってから程なくして。

（士気が上がったな）

「ああ」

　セレーネの動きが変わったことで、兵の士気がものすごい勢いで上がった。

　中央のセレーネだけではなく、兵たちも相手を圧倒し始めた。

　おれとエレノアは神輿の上で完全に観戦モードになっていた。

（そういえば）

「ん？」

（捕らえた負傷兵の一部が彼女のことをどう呼んでいるか知っているか？）

「セレーネのことを？　どう呼んでるんだ？」

（魔王のしもべ、だ）

　エレノアはいつものように楽しげに、くつくつ喉のどの奥から出てくるような笑い声を頭の中に響かせた。

「魔王のしもべ？　なんだそりゃ」

（貴様と戦場で遭遇したことのある人間から広まった呼び名らしいぞ？）

「おれとそっくりだから魔王のしもべ？　……おれは魔王ってことか？」

（くく、嫌か？）

「いや。けど魔王って。いつの間にかとんでもない進化をしたもんだな、おれも」

（一人で三千人を残らず殲滅せんめつするような人間には至極妥当な二つ名だ。魔剣を持っているならなおのことそうなる）

「ふーん？」

（まあ貴様の二つ名は〝魔剣使い〟が浸透しているから、それ自体はこの先も変わらんかもしれんが──くくく、気の毒に。あの娘の二つ名も魔王のしもべで固定されることだろうな？）

「あとで本人に教えてやろう。素直に喜びそうだ」

（しかし……本当に変われば変わるものだな）

「うん？」

（ほんの少し前までワガママ放題の小娘だったのに、今ではもういっぱしの剣士だ）

「もともと素質があったんだ」

（運もあった）

「ああ。それに本人の意志の強さもあった。そのことが一番大きい」

（あとはきっちり自信をつけさせるだけだな）

　核心を突いてくるエレノア。その通りだ。

　壊滅的な打撃を受けて潰走かいそうを始めたテリオス軍を眺めながら、おれはまったく同感だと思ったのだった。
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　魔法コテージの中に、おれとヘレネーとセレーネがいた。

　嫋たおやかな空気を纏い、穏やかな表情を浮かべるヘレネー。

　それとは対照的に、自信なさげに小さくなっておどおどするセレーネ。

　昔のワガママさがなくなったのはいいが、逆にここまで自信をなくされても困る。

　何かうまい方法はないかと考えながら、ヘレネーの話を聞いていた。

「アイギナ国王が逆賊を討うつため立ち上がった。その兵を率いるのはセレーネ姫である。この二つの噂うわさがアイギナ全土に広まっています。立ち上がったのが王族ということで三公摂政の大義名分が消えてしまい、三侯爵についた兵たちが激しく動揺しているようです」

「ってことは、そろそろ戦いは終わりそうか？」

「いえ、三公爵たちは、立ち上がった国王と王女が偽にせ者ものであると主張しているようです」

「なるほどな。最後まで抗あらがうつもりか」

「あいつらはお父様が偽者だって確信してるから」

「ふむ」

　実際のところ、アイギナ国王はまだ生きている。

　だが実質もう死んでいるようなものだ。

　治る見込みがないどころか、意識を取り戻す見込みさえない。

　オルティアに聞いたが、もとよりそういう病気で、最早誰だれにもどうしようもないらしい。

　それを、三人の公爵は皆知っている。

　だから、戦場に現れた国王が偽者だということもわかる。

「それでも、彼らが何をどう主張しようと、王都にアイギス国王──」

　ヘレネーがおれをちらっと見る。

「──が戻り、バルコニーから民に姿を見せればどうでしょう？　それで全すべてが終わります」

「そうだな……王都？」

「どうかしましたか、カケル様？」

「……」

　何か引っかかる。

　王都と聞いて何か思い出しそうだった。

　首をひねってそれが何なのかを考える。

（我の協力が必要か？）

「魔剣が忘れ物を思い出すのに役に立つか！　いや──魔剣？」

「カケル様？」

「ヘレネー、イリスのことを覚えてるか」

「イリス？」

「魔剣クシフォスの件だ」

「はい。元は一つでしたが、二つに分かれた魔剣。メルクーリとアイギナがそれぞれ半分ずつ所有しているあれのことですね？」

「そうだ。あれは今どこにある？」

「確か、国王の後宮にありますわ」

「なるほど。王の後宮はどこだ？」

　今度はセレーネに尋ねる。

「それなら知ってる。お父様のハーレムでしょ？　最後にあったのは『夏の宮殿』だよ」

「あそこか……」

　前に行ったことのある場所だ。

　よし、行こう。

　夏の宮殿へ、クシフォスを取りに。

「クシフォスをどうなさるのですか？」

「取りにいってセレーネに持たせる。今のあいつなら似合うだろ」

　ヘレネーはハッとした。

　魔王のしもべという二つ名を知っているような反応だ。

　そして一度深く頷くと、真剣な表情で告げる。

「賛成です。魔剣とはいえ、クシフォスはアイギナの国宝。戦場で兵を率いる王女が持てば、ますます王族の象徴になりましょう」

「ふむ、そこまでは考えてなかった」

　おれが考えていたのは、クシフォスが、魔王のしもべというセレーネの二つ名にふさわしい道具だということだけだった。

　言われてみれば象徴としてもかなり強力だ。

　ますます取ってこないといけないな。

「あの……ショウ」

「うん？」

「バカのあたしでもこれだけはわかる。クシフォスは危ないよ？　クシフォスは人の心を乗っ取るって聞いた。だから、あたしなんかじゃとても──」

「いや。今のお前ならできる」

「え？　でも……」

「セレーネ」

　名前を呼んで、まっすぐ綺麗な瞳を覗のぞき込む。

　セレーネは息を呑のんだ。

　思わず身をすくめた。

　そんな彼女に、もう一度おれは言った。

　強く、有無を言わせない口調で言い放った。

「お前を信じる、おれを信じろ」

　それを聞いたセレーネはめいっぱい大きく目を見開くと、やがておずおずと頷うなずいたのだった。







[image: ]




　セレーネが兵とともに出撃していくのを、今度は丘の上から見送った。

　ハニアを出て向かうのは、アンフィスという名前の街。

　要塞・ハニアに糧りょう秣まつや物資を補給するためにある街で、街自体にこれといった特色はないが、ハニアと繫つながる道がやたらと整備されているのが特徴だ。

「さて、おれたちも行くか」

（うむ）

　ワープの羽根を取り出して、一度行ったことのある場所へと飛ぶ。

　王都レティム、『夏の宮殿』。

　前にセレーネとヘレネーの二人と来たことのある場所だ。

「ひゃ！　だ、誰だれ──」

　宮殿の中庭に到着するなり出くわしたメイドの首筋をトンと叩たたいた。

　すぐにメイドは気を失ってくずおれる。

　それをそのまま抱き留めて、草むらの中に隠した。

（なぜそんなところに隠す。あとでお持ち帰りでもするのか？）

「この子が倒れてるのが見つかったら騒ぎになるだろ？　クシフォスを見つけるまでは無用な騒ぎを起こしたくない」

（なるほどな）

　真っ当な答えに頷くエレノア。

　それからおれはすぐにオーラを出して自分を覆おおった。

　まわりから全く見えなくなるオーラ。迷めい彩さい塗装のようなものだ。

　これを纏まとっている限り、エレノアと同等かそれ以上の力がなければ決して正体を見破れなくなる──つまり実質誰にも見られなくなるってことだ。

「今思ったんだが」

（うむ？）

「これ、ひかりには見破れるのか？」

（今から嫁に出したあとこっそり覗きに行く算段でもしてるのか、オトーサン？）

　軽口を叩くエレノアにデコピンした。

「そんな話じゃないだろ」

（くく。案ずるな、ひかりが我の域に到達するまでにあと百年は掛かるだろう）

　そっちは別に心配してない……こともないが。

　そうか、見破れるまで百年か。

　一応覚えておくことにしよう。

　それは一旦いったん脇わきに置いて──そろそろ行くとするか。

「エレノア、クシフォスの場所は？　感じとれるんだろ？」

（さっきからやっているが、見つからん。封印の中にあるか、それとも、もうここにないかのどっちかだろう）

「その二つのうちのどっちなのか、確認することはできないのか？」

（……我に力を貸せ）

「力を？」

（例の、貴様の力を貸し出すヤツだ）

「ああ、あれか。いいぞ、何の力を貸し出せばいい？」

（視力だ）

「視えるのか？」

　ちょっとだけ驚いた。それに面白おもしろかった。

「エレノアに視力を貸し出す」

『魔剣エレノアに視力を貸し出します。残り59分59秒』

　貸し出した途端、自分の視力が落ちたのをはっきりと感じる。

　７７７倍の視力から、元の世界にいたときと同じ、人並みの視力に戻った。

（見つけた）

「早いな、どこだ？」

　尋ねると、頭の中に地図が流れ込んできた。

　宮殿の中の地図。

　ここから少しばかり離れた宮殿の奥に、目的の物はあるらしい。

　早速おれはそこに向かった。

　迷彩オーラを纏い、途中でメイドや兵士たちとすれ違いながら、一直線に目的地に向かっていく。

（それにしても）

「ん？」

（シラクーザのときといい、貴様はまだるっこしいことをするな。今回のように我を……我とひかりを持って要所に飛び込み剣を振るえば、それだけで戦は終わるものを）

「それじゃセレーネのためにならないだろ」

（だからそれがまだるっこしいというのだ）

　それはおれも思う。

　そんな風にエレノアと他た愛あいのない世間話をしながら、どんどん奥へと進んでいく。

『夏の宮殿』の奥も奥。

　いくら騒いでも外に音が漏れないような奥深いエリアを進む。

　途中から人ひと気けが全くなくなって、ひんやりと淀よどんだ空気が漂うようになった。

（宮殿というより、まるで牢獄だな）

「ここにイリスを嫁がせなくてよかったよ」

（そうだな。あの明るい娘にここは似あわん）

　更にそこから奥に進むと、今度は巨大な門の前にやってきた。

　やたらと重厚な、アイギナ王国の紋章が彫られている門だ。

「ここか……」

　門に手を触れると、バチッ、っと火花が散った。

（封印されていると言ったはずだぞ？）

「悪い、忘れてた。どうすればいい？」

（我を使って叩けばいい。但し全力でな）

　それほどの封印が──？　と思いかけたけど、そうじゃないことに気づいた。

　エレノアと深いところで繫がってるから、エレノアの気持ちが何となくわかってしまう。

　封印破りにかこつけて、ただ全力で振るわれることを望んでいるだけだ、こいつは。

　あの夜、シラクーザの戦いで一緒に星空を見てから、エレノアはこんな風に全力で振るわれることを望むことが多くなった。

　もちろんそうすることに異論はない。

　だからおれはエレノアを抜き放ち、構えた。

「いくぞ」

（うむ）

　踏み込んで、門の真っ正面からエレノアを振り下ろす。

　途中で結界に阻まれるようなちょっとした抵抗を感じたが、おれとエレノアの全力の前にあっさり消し飛んだ。

　重厚な壁にちょうど一人分の穴が空く。

　中に入ると祭壇があった。

　かつてメルクーリで見たような祭壇が。

　祭壇の上に一振りの剣が置かれている。

　目的の魔剣、クシフォスだ。

「あったな」

（で、どうする）

「その前にやらなきゃいけないことがあるみたいだ」

　クシフォスが置かれた祭壇の後ろに石像がいた。

　人間の倍はある、クシフォスによく似た剣を持った石像だ。

　そいつが動き出した。

　目を赤く光らせると、おれを睨にらみつけてくる。

　──番人、ってことか。

「全力でいくぞ」

　エレノアの刀身が波を打った。

　それほどの相手か？　という軽口が聞こえたような気がした。

　直接言われてはいない。声として聞こえたわけでもない。

　それでも何のことはない。さっき感じたのと同じことだ。

　おれもエレノアもなんとなく理解し合って言葉を呑のみ込んでいることにおかしさを覚えつつ、目の前の動く石像に向かって飛び込む。

　エレノアを叩きつける！

　手応えはあった。

　石像は縦に真っ二つになった。

「この程度か」

（では、ないようだな）

「再生するのか」

　真っ二つになった石像。

　起き上がると、その切断面がくっついた。

　何事もなかったかのように完璧かんぺきに、元通りくっついた。

（くく、相当の再生力だな）

　ドン！

　石像が石の剣を振り下ろした。

　地面が爆発ばくはつしたかのように割れる。

「おまけにパワーもあるみたいだ」

（強敵だな）

「強敵っぽいな」

　言いながらちっとも強敵だと思っていない、おれとエレノアの軽いノリ。

　そのまま魔剣を乱舞して、石像をみじん切りにした。

　粉々になって地面に散らばる石像。

　それはしかしすぐにまた動き出すと、集まって、元に戻った。

「なんかこんなの、どこかにいたような気がするな」

（谷の主のことか？）

「ああオリクトか。そうだな、そいつに似てる」

　オリクダイト採掘の谷に棲すんでいる石のモンスター、オリクト。

　たぶん不死身で、どんなに砕いても再生してしまうヤツだ。

　エレノアで更に叩く。今度は十字斬ぎりで四分割にしてみた。

　それでも石像は再生する。

　四つになったものがまたくっつく。

　一見、元通り再生したが──

「再生速度がさっきに比べて落ちているな」

（速度だけ取ってみても、オリクトほどタフではなかったな）

「だったらやることは一つだ」

　石像を砕く。

　再生した。また砕く。

　再生したのを、何度も念入りに砕く。

　再生する度に速度が落ちていく石像。

　最初は十秒程度で完璧に再生していたが、一分掛かるようになって、次第に五分掛かるようになって。

　やがて、十分待っても再生しなくなった。

　ようやく全く動かなくなった石像──だった石の欠片かけらを見下ろすおれとエレノア。

　これで番人は片付いた。

　次はクシフォスだ。

　クシフォスは脈打っていた。

　かつてメルクーリにあったものと同じ脈動だ。

（で、どうするのだ？）

「レティムを出たときのことを覚えているか？」

（国王を連れ出したときのことか？）

「そうだ。あのときと同じことをする」

（あのときと？　……あっ）

　思い出したか。

　そう、あのときのおれは全力以上、更に全力を出してエレノアからオーラを引き出すと、王都全域に拡散した。

　その副作用でエレノアは幼児化した。

（あれをまたやるのか──）

「ああ。あれをクシフォスにやる。お前の力でマウンティングするんだ」

（……ほう？）

　さっきまで慌てて──赤面する勢いで慌てていたエレノアが、急に楽しそうになった。

（我がクシフォスを洗脳するというわけか。今度は国王でなく）

「そういうことだ」

（いいだろう、やってみるがいい）

　エレノアにそう促され、魔剣を手に持ったままクシフォスに近づく。

　脈動が強くなった。刀身が放つ光に禍々まがまがしさが増した。

　こいつはたいそうな魔剣らしい。

　だが──エレノアには、おれたちには遠く及およばない。

　オーラを出した。

　オーラでクシフォスを包み込んだ。

　抵抗を感じた。

　構わず押さえつけた。

　暴あばれる犬を頭から力任せに押さえつける感覚で。

　暴れ回るクシフォスをエレノアのオーラで侵食していく。

　結果、最後に現れたのは、まっさらで従順な子供のようなクシフォスの人格だった。
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　クシフォスを握ってみる。

　ドクン──

　今までに比べるとかなり弱いが、確かな脈動が感じられた。

　折せっ檻かんされて怯おびえている子供のような、そんな気配が伝わってきた。

　この状態なら、セレーネに渡しても問題はないだろう。

（呆あきれて物も言えんわ）

「どうした」

（我には劣るとはいえ、曲がりなりにも魔剣の域にいるヤツをこんな風にしてしまうとはな）

「今まで同じことができた奴やつはいなかったのか？」

（いるものか）

「お前は？　過去にこんな風にされたことはないのか？」

（今まで我を扱えた人間はただの一人としていなかった）

　なるほど。今までは全部人間の方がエレノアに操あやつられてた、って意味か。

（貴様といると飽きぬよ。次から次へと新しいものを見せてくれるのだからな）

「もう少ししたら、また何か別の新しいものを見せてやるさ」

（うむ？　ああ、限定くじのことか？）

　頷うなずく。

　何か大きいことを成し遂げたとき、決まって出てくる「限定くじ引き券」でだけ引けるくじ。

　それが出てきたとき、たぶんまた何か面白いことがあるだろう。

　エレノアから、楽しみにしているという感情が伝わってきた。

　おれも少しだけ楽しみになった。
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　一旦いったんハニアに飛んでから、アンフィスに向かった。

　無数の足跡、行軍の跡を追い掛けていくと、両軍が交戦している地点に到着した。

「うん？　押されてるのか」

　視力をエレノアに貸し出したままだから、自然に手をかざして遠くを見渡す形になる。

（双方撤退していくところだな。痛み分けという感じだろう）

「そうか」

　おれはその場で立ち止まった。

　しばらくすると引き返してきた王国軍の先頭がやってきて、おれの前で止まった。

「ショウ！」

　一番前にいたのはセレーネだった。

　見た感じ、大して返り血も浴びていない。疲れてもいないみたいだ。

　そこが逆に気になって、聞いてみた。

「随分撤退するタイミングが早かったんだな」

「うん、この人が──」

　セレーネが横にいた兵士を指差した。

　一目でわかる。オーラで見た目を変えてセレーネのそばに置いておいたネオラだ。

「──深追いはよくない。このタイミングで一旦引いた方がいいって言ったから」

「怪我けがとかは？」

「ないよ」

「なのにあっさり引いたのか？」

「だって、あたしには正しいか正しくないか判断できないから」

　セレーネはけろっとそう言った。

　自分に判断できないから、それができる人間の意見を聞く。

　お腹が減ったらご飯を食べるのは当然でしょ？　といったくらい、その判断を当たり前のことだと感じているのが伝わってくる。

　おれはちらっとネオラを見た。

「鮮やかな引き際でした」

　感心したように頷く。

　進言してすぐ兵を引いたってことか。

（素直だな）

「素直すぎて逆に怖くなるくらいだ」

「怖い？」

　セレーネがきょとんとした。

　本人はわかってないみたいだが、今はいい。

　それより──とクシフォスを取り出して、セレーネの前に差し出した。

「これ──鎮国の聖剣クシフォス」

「聖剣？」

（アイギナにとってはという意味だ）

「そうか。とにかく取ってきた。お前が使え」

「うん、わかった」

　セレーネはあっさりクシフォスを受け取った。

　拍子抜けした。

　ああ……今のセレーネはこうなのか。

（くく、この先が楽しみだ）

　この先が楽しみというより、今まさに楽しんでいるエレノアにデコピンした。

　そして改めてセレーネに言う。

「これからはずっとそれを使え。国王もいる。鎮国？　の聖剣を持った王女だっている。大義は完全にこっちのものだ」

　前もって考えておいた、セレーネがぐずったときに説得するための言い訳だ。

　必要なくなったけど、一応言っておいた。

「そういうことね！　うん、わかった！　ありがとうショウ！」

　セレーネはクシフォスを握ってじっと見つめた。

　クシフォスの刀身がセレーネを持ち主と認めたかのように赤く脈動する。

　それを見たまわりの兵士たち（ネオラを除く）が「おお」とざわめいた。

　兵士たちもアイギナの人間だ。クシフォスが特別な存在なんだろう。

「……大丈夫。いじめないよ」

「クシフォスと会話したのか？」

「うん。いい子にしてるからもういじめないで、って言ってきたんだ」

「それであっさりいじめないよって返したのか……」

　おれは少し考えてセレーネに言った。

「セレーネ、わかってると思うが、今のクシフォスは子供だ」

「うん」

「子供だから、言うことを聞かなかったら躾しつけろ」

「躾けるの？」

　セレーネがおれとクシフォスを交互に見比べた。

　躾けるか、それともいじめないか。どっちを聞き入れるか迷ってる顔だ。

　セレーネはしばらく迷っていたが、やがて顔を上げると、まっすぐおれを見て。

「わかった、ショウの言う通りにするね」

　笑顔でそう言い切った。

　クシフォスの刀身が波打つ。見るからに焦あせってる感じ。

「ショウは……やっぱりすごい人。クシフォスって、あたしでも知ってるくらいすごい剣で、ものすごい封印で守られてるのに、あっさり取ってくるんだもん」

　一方で、そのクシフォスを持ったセレーネはますますおれに熱い視線を向けるようになったのだった。
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　クシフォスを手に入れたセレーネにもう一度出撃を提案した。

　再出撃したセレーネはクシフォスを思う存分に振るった。

　ネオラがかき集めた敵兵のほとんどは、セレーネが振るうクシフォスを見るなりぎょっとして、直後に斬きり伏せられてしまった。

　セレーネ姫がクシフォスをその手に持って現れた。

　その情報はたちまち敵軍に広まり、合わせて敵の士気が目に見えて下がった。

　交戦から一時間も経たたないうちに総崩れになって、敗走を始めるようになった。

（くく、残念だったな。あの娘が疲れる前に勝負がついて。クシフォスを持って貴様の動きをしたあの娘が見たかったなあ）

　軽口を言うエレノアにデコピンする。

　セレーネとクシフォス。

　おれが与えた力は予想外の完勝を彼女にもたらした。

　そしてそれは、ここから始まる快進撃の第一歩だった。
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　出撃前、おれは久しぶりにセレーネに稽古をつけてやった。

　兵が見ている前で彼女を動き回らせるように稽古をつけた。

　セレーネの息が上がって、動きが変わる体力切れちょっと前でやめた。

「よし、ここまでだ。あとは出撃するまで休んでていいぞ」

「はあ……はあ……わかった」

　ふらふらのセレーネは変身しているネオラに支えられると、少し離れた場所に腰を下ろした。

　それを見ていたおれのところに、ヘレネーがそっと近づいてきた。

「あんな感じでよかったのか？」

「はい。出撃前にほどよく体力を削そいでおきたかったので。さすがカケル様、いい塩梅あんばいです」

「それはいいんだが、どうして先にセレーネの体力を削けずっておくんだ？」

「セレーネ殿下は、有名になりました」

　ヘレネーは扇子を持ったままセレーネに視線を向けると、静かに語り始める。

「魔王のしもべ、聖剣の戦姫。どちらにせよ、有名になりました。そういう人間が戦場に出た場合、二種類の反応があると予想されます」

「一つは？」

「畏怖いふ。カケル様が最もよくご存じの反応です」

　頷うなずく。確かにそういう反応はよく目にする。

「ふむ、それでもう一つは？」

「功名心。その者を討うち名を上げようというものです。ロポギスの守将、トト・サイサリスは功名心の強い男。また、剣の腕に自負がある男と聞いています」

「なるほど。怯おびえるよりもまず喜々としてセレーネに突っ込んできそうなタイプだな。だが、だとしたら逆にセレーネの体力を減らすのは危険じゃないのか？」

　ヘレネーはその疑問には直接答えず、静かに手を伸ばすと、持っていた扇子で遠方を指した。

「あちらのヤコレ谷に敵から吸収した兵で新編した魔道士隊を隠しておきます。セレーネ殿下には一度交戦していただき、敗走したように見せかけて谷へと誘い込んでいただきます」

「誘い込んだところに集中砲火をぶちかますってことか」

　深く頷くヘレネー。

「セレーネ殿下は不器用な方です。撤退すべしと進言すれば素直に従うと思いますが、細かい演技は期待できないでしょう。とはいえ元気なまま撤退したのでは怪しまれます」

「それで先に体力を削っておいたってことか」

「はい。わたくしのところに届く情報によりますと、殿下の名前とともにその戦闘スタイルも広まりつつあります。疲労が蓄積されると動きが変わることも」

「疲れたら動きが変わることも筒抜けか……まぁセレーネの場合、動きが変わるのは悪いことばかりじゃないんだけどな」

「殿下の動きが変わったら疲れた合図。敵にはそれだけが伝わっていれば申し分ありません。あとは疲労したように見せかけて撤退。誘い込んで魔道士隊による一斉射撃。最後にカケル様が持つ魔法の玉で殿下を回復させて逆襲を仕掛ければ、ここでの戦いは終わりです」

「わかった。それでいこう」

　おれはネオラを呼びつけた。

　ヘレネーから聞いた作戦を丸ごと伝えて、セレーネには教えないよう口止めしつつ、異次元倉庫から魔法の玉を取り出して渡しておく。

　そうしてネオラがセレーネの元に駆けていくのを見送った。

　こういう作戦をやるのは極めて珍しい。

　今までならおれ中心に、力ずくで突破すればよかったからだ。

　だが、今回はセレーネをメインにしたから、色々回りくどく手を尽くす必要があった。

　もともとセレーネに自信をつけるためにやろうとしたことだったが、瓢ひょう簞たんから駒こまが出て、テレシアの双花が一人、軍師ヘレネーが輝くところを見ることができたのは僥倖ぎょうこうだった。
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　嬉うれしい誤算ってヤツだ。

　そんな軍師ヘレネーが更におれに言う。

「もう一つだけ、カケル様にしかできないことをお願いしたいのですが──」

「なんだ、言ってみろ」

　扇子を両手で持ち、婉えん然ぜんと微笑むヘレネーは、ますます輝いて見えた。
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　両軍が激突した。

　聖剣の戦姫率いるセレーネ隊と、ロポギスの守将、メテオラ公爵の部下、トト・サイサリス率いるメテオラ軍。

　兵力比は１：３。

　相変わらずセレーネは数の上では劣る戦いをしていた。

　それでも、序盤、ネオラの補助がついたセレーネの突破力が遺憾なく発揮され、数的不利を帳消しにする互角の戦いを繰り広げた。

　だが、互角だったのはトトが登場するまで。

　トトは最前線に出るなりクシフォスを見つけると、セレーネに襲いかかってきた。

　カケルとの稽古に加え、それまでの戦いで消耗していたセレーネの動きが変わる。

　練習で身につけた型にはまった動きから、カケルを生き写しにしたような動きになる。

　トトは笑みを浮かべた。

　彼は疲労したセレーネは動きが変わるという情報を既にキャッチしていた。

　ネオラはセレーネに即座に撤退するよう提案した。

　セレーネはいつものようにノータイムでその提案を受け入れ、速やかに撤退を始める。

　それをトトは喜び勇んで追いかけた。

　すっかりヘレネーの狙ねらい通りヤコレの谷へと誘い込まれたトトとメテオラ軍は、そこで崖の上から魔道士隊の斉射を浴びた。

　空から降ふり注そそぐファイヤーボールの雨あられ。

　ファイヤーボールは初歩の魔法だが、連射性に優れるので魔道士隊では最も用いられている。

　それまで勝ちを確信していたにもかかわらず、突然ファイヤーボールの連発を喰くらったメテオラ軍は混乱した。

　トトは悪態をつきながら事態の収拾に追われた。

　そこに体力を全回復したセレーネ隊が襲いかかる。逆襲が始まる。

　魔法の玉で回復したセレーネは一気にメテオラ軍に襲いかかった。

　勢いは完全にセレーネ隊が上回り、メテオラ軍は更に混乱を極きわめると、潰かい走そうを始めた。

　最後尾から狭いヤコレの谷の出口に殺到し、押し合いながらそこから逃げだそうと試みる。

　それを、魔剣使いが崖の上から見下ろしていた。





☆






「やるぞ」

（またあれをやるのか）

「なんだ、嫌なのか？」

（全力でやるなら文句は言わん）

「そうか」

　その言葉に、おれはエレノアを逆手に持ち替えた。

　半身になって弓引く体勢で右腕にオーラと力を込める。

　そしてエレノアを投げた。

　メテオラ軍が殺到するヤコレの谷の出口に向かって投げつけた。

　山が震えて、敵味方関係なく悲鳴が飛び交ったあと。

　谷の出口にクレーター、いや崖ができた。

　全力で投げつけたエレノアが地面を抉えぐり、底が見えないほどの崖を作り出した。

　それを見てヘレネーの言葉を思い出す。

『橋があれば落として閉じ込めたいところですが、あいにくそういうものがない地形なので、カケル様に作って頂きたいのです。土砂崩れなどを起こして道を塞ふさぐだけでも構いません』

　突如谷の出口にできた底の見えない崖。

　おれはヘレネーの期待通りにできたことに満足した。

　その間、戦場は完全に止まっていた。

　敵味方関係なく、いきなりの地形変動に驚き、あぜんとし、その手がほとんど止まっていた。

　止まっていなかったのは、やはり、ただの一人だけ。

　ただ言われるまま「これしかできない」と思ったことをひたすらする、セレーネだけだった。

　彼女だけは突撃を続けていた。

　敵味方入り乱れる戦場でたった一人。

　その姿はおれが回収したエレノアに、

（やはり大物になるな、あの娘）

　楽しげにそう言わせたのだった。

　そして閉じ込められたメテオラ軍は全数が殲滅せんめつ、または鹵ろ獲かくされて。

　セレーネはますます戦場でその名を上げたのだった。
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　カランバ王国、王都メテオラ。

　王宮の謁えっ見けんの間で、女王リカは玉座についていた。

　そして、その正面には一人の中年男が傅かしずいていた。

　身なりがよく、上品な物腰の男だ。

　リカは家紋のすかし印が入った手紙を最後まで読んでから、男に話しかけた。

「つまり、アンニス公爵は我が国の兵を借りたい、と」

「端的に申し上げれば、その通りです」

「そう。ところで一つ聞きたいことがあるわ」

　玉座の上からリカは居丈高に言い放った。

　秀麗にして怜れい悧りな美貌、聡明さをうかがわせる眼光。

　以前から兼ね備えていたものの、近頃そこに威厳まで備わってきたと、専もっぱらの評判だった。

　アイギナ王国公爵、アンニスの使者としてやってきた男は、その姿にわずかに気圧けおされた。

　彼の名はモリス。

　アンニスの部下として様々な交渉の場に出ているベテランだが、それでも、わずかにリカに気圧されてしまった。

「あなたたちの敵軍を率いているのは、アイギナ国王だという話があるのだけど？」

「あれは偽にせ者ものでございます。アイギナ国王は不治の病に冒おかされた身。ソロンの奇跡でなんとか命を繫つないでおりますが、大司教によれば意識の回復は絶望と。故にあれが何者なのかはわかりませんが、真まっ赤かな偽者であることだけは明白な事実」

「そう。では民はそのことをどう捉とらえているの？」

「うっ……」

　モリスは言葉を詰まらせた。

　言葉は短かったが、リカの問いはモリスの急所を突いた。

「今まであなたたちは国王の病の真相を民に教えていなかったのでしょう？」

「それはあくまで第一に国の安定を思えばこそで……」

「国王が表に出てきてから後出しで「実はこれまで国王は病で床に臥ふしていた、だから、兵を率いている国王は偽者だ」と発表したとして、果たして民はそれを素直に受け入れるの？」

「そ、それは……」

「それに」

　リカは真顔で続けた。

　威厳──女王リカの持つプレッシャーが一層強まった。

「戦場を駆け兵を率いているのはセレーネ王女本人とも聞いた。その王女が手にしているのはアイギナ護国の宝、聖剣クシフォスとも。この二つも偽者、あるいは偽物ということ？」

「え、ええ……」

「アイギナの聖剣のことを知る人間は多い。それに、クシフォスは実物を目まの当あたりにすれば人に本物だと納得させる存在感があると聞く。もし本物の王女が本物の聖剣を手に戦っているのだとしたら、その王女が守ろうとする国王も、また本物ということにはならないの？」

　あえて「民にとって」と言わなかったリカ。

　こうした場においては、主語を省いた方が言葉の力が増すことがある。

　リカはそれをよく知っている。だから今回もあえてそうした。

　やり込められたモリスは、何と言えばいいかわからなかった。

　結局、このあとの主導権はリカが握ることになった。

「やむを得ない三公摂政発動とはいえ、事の始まりはテリオス公爵だとも聞いた。他ほかの二人は騙だまされたという噂うわささえある」

「──え？」

　モリスは目を見開くほどに驚いた。

　そんなことはない。

　彼はアンニスの腹心だから知っている。

　三公摂政は、テリオス、アンニス、ゲートの三人が共同して謀はかったもので、決してテリオス一人が始めたものではない。

「そして今、国王軍と交戦しているのも、テリオス公爵の手勢だけだと聞く」

「そ、それは……そうです」

「今の流れだと民は国王軍に味方するはず。国王が本物である限り三公摂政に正統性はない。もしアンニス公爵がテニオス公爵に騙されているなら、今が引き返す最後の機会では？」

「……それは私の一存では決めかねます」

「そうね、そう思うわ。だからあなたは帰ってこのことをそのままアンニス公爵に話すといい。もし必要なら、騙されたアンニス公爵のために、わたしが国王軍の誤解を解いてもいい」

「陛下が？　我らがアンニス公爵のために？」

「テリオス公爵に騙されてしまったなら仕方ない。アンニス公爵も被害者ということでしょう。それにセレーネ王女とは付き合いがある。個人的な付き合いが」

　リカが言うと、モリスの表情は険しくなった。

　リカは暗にこう言っているのだ。

　セレーネとわたしは繫がっているぞ、と。

　その上で、今手を引くのなら協力をする、ということも。

「……たいそうありがたいお申し出ですが、少しお時間を頂きたく。我が主に伝えます故」

「わかった。でもできるだけ早い方がいい。完全に劣勢になってから降くだったのでは責任の追及から免れることはできなくなる。降るのなら優勢、最悪でもまだ互角のうち」

「承知しております」

「ちなみに」

　モリスの言い訳を途中で遮さえぎるリカ。

「今ならアンニス公爵の公爵位は保証できる。次男に男爵位を与える用意もある。個人的にはそう聞いている」

「そこまで──ああいえ、なんでもありません」

　モリスの口から悲鳴のような声が上がった。

「わかりました。すぐに戻って公爵に伝えます」

「それと」

「え？」

　まだ何か？　という顔をするモリス。

　リカはわずかに口調を和やわらげて言った。

「アンニス公爵の三女アリスはとても聡明な娘だと聞いているわ。その子をわたしが預かってもいい」

「は、はあ……」

「もちろん人質なんかじゃない。これはセレーネ王女も既に内諾していることなのだけど──薔ば薇らの園の名前、あなたも聞いたことくらいあるわよね？」

「なんと……」

　絶句するモリス。

　一般的に、王族・貴族同士で娘をやりとりする目的は、人質か、純粋に姻戚としてお互いの家の繫がりを強化するかの二つしかない。

　人質としてでないのなら、アンニス公爵家はカランバ王国と太いパイプを持つことになる。

　本来アイギナの貴族であるアンニスがカランバと直接繫がるのは問題があるが、女王と王女、トップ同士が決めたことなら咎とがめられることはない。

　そして、リカの言う「薔薇の園」。

　カランバ女王のハーレムは貴族の間で有名だ。

　リカがその「薔薇の園」に賢い女をかき集めていることはもっぱらの噂だった。

　爵位の保証のみならず、更なる爵位の確約、そして女王との繫がり。

　アンニスからすれば、このまま兵を借りても勝てるかどうかわからない戦に賭けるよりも、この提案に飛びついた方がいいのは火を見るより明らかだ。

　飴あめと鞭むちを同時に使いこなし、相手に事実上選択肢が一つしかないよう仕向ける。

　それをして、それができるのは、カランバ女王、リカ・カランバその人である。





☆






　シラクーザ王国、王都アドリア。

　王宮の中庭にある、迎賓館・プロス亭。

　きらびやかな王宮の中にあってちぐはぐさを隠せない庶民的な小料理屋、という造りの建物。

　がらんとした店の中で、ゲート公爵の使者カリサルが一つの席に座っていた。

　そこに、エプロンに頭巾という看板娘姿のフィオナが料理を運んできた。

「お待たせしました。山ウシの焼きめしです。この店一番のオススメですよ」

「……これは何の冗談だ？」

「あれ？　山ウシはお嫌いでした？　野菜の方がお好きですか？」

「違う、そうではない。私は迎賓館で女王陛下と直々に会食できると聞いてここに来たのだ。にもかかわらず、なぜこんな貧相な店に招かれねばならないのかと聞いているのだ」

「あいにくですが、ここがその迎賓館なんです。プロス亭とも言いますけど」

「全く何の冗談だか。これだから平民の出が治める国というのは……」

「あはは」

　それを聞いたフィオナが屈託くったくなく笑った。

「ところでお客さん、この国に何をしに来られたんですか？」

「お前のような一介の町娘に話せるようなことじゃない」

「そんな堅いことを言わなくてもいいじゃないですか。あ、お客さん、お酒とか好きですか？　教えてくれたらプロス亭自慢のいいお酒を出してあげますよ？」

「いい酒だと？」

「はい。こう見えてここはちゃんとした迎賓館ですから。料理は女王様も召し上がりますし、ちゃんといい食材を使っているんです。もちろんお酒も。例えばあれ……なんだっけ、発酵と蒸留を四回も繰り返したお酒とか？」

「四回だと!?」

「すごい代物らしいですよ？　国賓を迎えるときにしか出さないそうですが。興味あります？」

「……ま、まあ少しくらいもらっておくか」

「はーい。マリ、あれ出して、あれ」

　フィオナが呼びかけると、店の奥からマリが出てきた。

　いかにも高そうな瓶びんを持ち、親指くらいの小さなグラスを置くと、そこに酒を注そそいだ。

　瞬く間に酒の芳醇な香りが店の中に充満する。

　酒好きならこの時点で心身ともにくらくらするほどの芳香だ。

「ささ、お客様。どうぞどうぞ！」

「う、うむ……」

　カリサルは軽く咳払せきばらいすると、いかにも仕方なさそうな顔をして酒に口をつけた。

「どうですか？」

「ま、まあまあだな」

　そう言うカリサルだが、顔は正直だった。

　美酒に身も心も酔いしれたようで、目尻がだらしなく下がってきていた。

「それじゃ、約束ですよ？　何しに来られたか教えてください。ちょっとでいいですから」

「そうだな……まあ所詮しょせん町娘には関係ない話だ、少しぐらいいいだろ。今回ここに来たのは、おれの主人のゲート公爵がアイギナ王国国王陛下と接触を望んでいるからだ」

「え？　アイギナ王国の国王様とですか？　何のために？」

「今の戦いを円満に収めるためだ。どんな事情か知らんが、向こうに国王陛下が立った以上、正統性は向こうに移ってしまった。もうこっちに民がつくことはない。勝つことは不可能だ」

「なるほどそっか。でも、そうだとして、どうしてシラクーザの女王にお会いになるの？」

「いや、これ以上は言え──」

「まあまあ。せっかく開けたんだし、もっともっと呑んでよ！」

　フィオナはカリサルのグラスに更に酒を注いだ。

　看板娘の酌。国賓用の美酒。

　それはカリサルを饒舌じょうぜつにさせるのに充分だった。

　カリサルはグイグイ呑み干すと、上機嫌になって続けた。

「お前は知らんかもしれんが、この国の女王は魔剣使いと繫がってるからな。だから女王陛下に謁見して、魔剣使いと繫いでもらうのだ。少しでも戦いを有利に終わらせるためにな」

「ふむふむ」

「ここだけの話だが、そもそも最近民の前に現れた国王は、魔剣使いが裏で糸を引いた偽者という噂だ。奴は本物も連れ去ったからな……噂の信憑性だと？　王女殿下が魔剣使いそっくりの剣術を使われているのがその証拠だろう？」

「そかそか。でも、どうしてシラクーザ？　えっと──」

　フィオナは頭の中で一度人間関係を整理した。

　表に出ている、はっきり見えている人間関係を。

「相談するならメルクーリの王様でもよかったんじゃないですか？　ほら、メルクーリの新しい硬貨には魔剣使いさんの顔が使われてるでしょ？」

「メルクーリはムリだ。あの国のトップはここシラクーザと違って完全な王族。隙すきがない」

「なるほど、隙がないんですか……」

「そうだ。その点シラクーザの女王はご落らく胤いんだ。民間で生まれ育った娘となれば、隙だらけでおそらく思い通りに動かすのも容易なはず。間違いなくこっちの方がやりやすい」

「ふうん、シラクーザの女王様は隙だらけなんだ？」

　あくまでニコニコ顔を崩さないフィオナ。

　一方、マリはちょっと苦笑いしていた。

「まあ話はそんなところだ。ほら、いいからもっと注いでくれ」

「はいはーい」

「ああガサツなお前はもういい。そっちのおとなしい娘。お前が注いでくれ」

「へ？　わたしですか？」

「そうだ。早くこっちに来い」

「わ、わかりました」

　マリが瓶を受け取って、カリサルのグラスに注ぐ──瞬間、彼に手首を捕まれた。

「お前──料理屋で働く町娘にしては可愛かわいいじゃないか」

「あ、ありがとうございます」

「今夜どうだ？　こんな店で働くのが馬鹿らしくなるくらいカネを出してやるぞ？」

「え、その、あの……」

「ふふ、綺麗な手だ。料理屋で働いてると思えないほどすべすべだな？」

　カリサルがマリの手の甲を撫なでた。

　撫でていると、ふと、ごつ、というその手に相応ふさわしくない感触がした。

　カリサルの手が、マリが親指につけている指輪に触れたのだ。

「なんだこれは。なんで親指に指輪──親指!?」

　愕がく然ぜんとするカリサル。

　みるみるうちに顔から血の気が引いていく。

　権力を象徴する親指の指輪。

　その指輪に刻まれたシラクーザの紋章。

　マリはそれをつけていた。

　そして、もちろんフィオナも。

　カリサルは二人の指輪に気づいて──その正体にも気づいた。

　すっかり酔いが醒めたカリサルは、泡を吹いて卒倒してしまったのだった。





☆






　夜の魔法コテージ、主寝室の中。

　ベッドの上には三人の女がいた。

　薬指に指輪をつけたフィオナとマリは、裸のまま手を取り合って眠っていた。

　全身にキスマークがつくくらいさんざん可愛がった結果、疲れて寝入ってしまったのだ。

　もう一人はリカ。

　彼女も全裸のまま、おれの腕の中で甘えていた。

　リカ、フィオナ、マリ。

　結局三公爵のうち二人を無力化した女王たちを、褒美として可愛がってやったのだ。

「ごめんね、カケル」

「どうした」

「あなたのハーレムに勝手に新しい女の子を入れて」

「お前のハーレムだから気にするな。そもそも見込みがあるから入れたんだろ？」

「うん。アンニス公爵の三女アリス。少し気が強くて父親とそりが合わないみたいだけど、賢い子だって聞いてる。もし戦いが避けられなくても、彼女だけは助けてあげてって言うつもりだった」

「お前が気に入った子なら、おれに謝る必要はない」

「ありがとう。カケルにふさわしい子かどうか、手元に迎えて確かめてみるね」

　答える代わりにリカにキスしてやった。

　唇は柔らかくて、向こうから積極的に絡からんでくる舌はやけどするくらい熱かった。

　キスをしながら考えた。

　政治・外交の王道で、問題を解決しただけではなく、リカは自分の望むものも手に入れた。

　初めて会ったときから賢い女だと思っていたが、最近その賢さがますます増してきたように思える。

　フィオナとマリもすごかった。

　自分たちが持っているもの、やれることを最大限活用して使者をやり込め、優位に立った。

　結果として、彼女たちはアンニスとゲートをテリオスから離反させることに成功した。

　三人ともいい女だ。

　キスが終わると、リカはとろんとした瞳ひとみでおれを見上げてきた。

　同時に、膝ひざに二本の手が置かれた。

　可愛がったあと、疲れ果てて寝入っていたはずのフィオナとマリがいつの間にか起きていて、おれの膝に手を乗せると、こっちもうっとりした目で見つめてきた。

「カケルさん……わたしたち」

「カケルさんのお役に立てました？」

　おれの役に立つとか関係なく──そう言おうと思ったが、無粋だと感じた。

「ああ、役に立った」

　だからそれだけ言うと、フィオナもマリも、リカまでもが笑顔になった。

　大輪の花が咲いたような美しい笑顔に。

　三人のあごを摘まんで、順番にキスをした。

　キスをしたあと、まずはフィオナを押し倒した。

　リカとマリが寄ってきて、フィオナと手を繫ぐと、身体を寄せた。

　三人揃そろって濡ぬれた瞳で、期待するようにおれを見つめる。

　可愛いな、もう！

　可愛い三人の嬌きょう声せいは一晩中やむことはなかった。
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　メリナ・ヴェ・テリオス。

　アイギナ建国に携わったテリオス家の現当主。

　そのテリオス家はかつてお家断絶の危機があり、王家から養子を迎えて存続したという歴史を持っている。

　そのためテリオスはいわばアイギナ王家の血を引いており、本人も王族だと自認していた。

　王家の血を引き公爵位でもあるテリオスは、アイギナ王国の中でもかなり高位の存在だが、権力欲が並外れて強い彼はその地位でもまだ満足していなかった。

　公爵位で満足しない。

　だとしても、その先に目指せるものは限られている。

　テリオスの野心は自然とアイギナの頂点に向けられた。

　野心という名の獣は国王が倒れ、王太子が斃たおれたことで檻おりから解き放たれた。

　テリオスはアンニス、ゲートの二人を巻き込むと、いにしえの制度・三公摂政を持ちだして、政権を奪い取ろうとした。

　更に、奪い取ったあとでアンニス、ゲートの両公爵をそれとなく排除する算段もつけていた。

　念入りな下準備で、彼の静かなるクーデターは成功するはずだった。

　──魔剣使いさえいなければ。





☆






「おのれ！　アンニスもゲートも、この私をコケにしおって！」

　王都レティム。

　権力の中心地、国王の正宮殿である冬の宮殿の一番立派な部屋の中で、テリオスは読み終えた二通の手紙を床に叩たたきつけた。

　それだけでは苛立いらだちが収まらず、投げつけた手紙を何度も何度も踏みつけた。

　権力欲が醜い形で現れた肥満体は、たったそれだけの行動でゼイゼイ息を上げ、彼は顔を真まっ赤かにしてだらだらと大粒の汗をたらすことになった。

　ガチャ。

　そのとき、ドアが開いて一人の男がテリオスの元を訪ねた。

　かつてセレーネを補佐していた男、アブラアムだ。

　彼は今、三公摂政という表向き正当な方法で権力の中枢に入ったテリオスの元で働いていた。

「どうかしたのですか、公爵様」

「どうしたもこうしたもあるか。それを読んでみろ。あの二人……ふざけたマネをしおって！」

　アブラアムは踏みつけられた二通の手紙を静かに拾い上げると、順に読んでいった。

　途中から表情が険しくなったが、それでも冷静に最後まで読み終えた。

「ゲート公爵は病のため、アンニス公爵はご長男に家督を譲られるため、志半ばではあるが、三公摂政を離脱する、ですか……」

「このタイミングで何をふざけたことを！　何が病気だ！　何が息子に家督を譲るだ！　ここまで来て怯ひるむとは、なんたる軟弱さか！」

「お言葉ですが、陛下が向こうに立たれたことも理由かと」

「偽にせ者ものだ！」

「しかし民は完全に陛下を──」

「うるさい！　偽者は偽者だ！」

「……それに、あちら側にはセレーネ殿下もいらっしゃいます」

「わがまま放題の王女が一人いたとして、それがなんだというのだ。三公摂政の方が正統性があるだろう！」


「…………あいにくですが、それらに加えて向こうには聖剣クシフォスもあります」



「あんなもの、今となってはただのカビの生えた鉄塊に過ぎん！」

「……」

　そこまで言うと、アブラアムは口をつぐんだ。

　テリオスにこれ以上何を言っても仕方ない。そう悟ったのだ。

　いや、失望した。見限ったと言った方が正しい。

　逆上し、全すべてを悪あし様ざまに言って、非論理的に否ひ定ていする目の前の男を、アブラアムは見限った。

　もっとも、彼にはそれを顔に出さない程度の分別があった。

　テリオスに対する失望をおくびにも出さず、アブラアムは話を合わせることにした。

「公爵様の仰おっしゃる通り、陛下の偽者やわがまま王女、加えてクシフォスも過去の遺物なれば、国を治める正統性は依然公爵様にございます。さすれば残る問題はただ一つ」

「それはなんだ？」

「敵軍です。これが唯一にして最大の問題です。こうして戦という形になってしまった以上、相手を殲滅せんめつして、その勢力を一掃してしまわなければ終わりません」

「そんなもの！　兵を集めればいいだろう。民に動員を掛けるのだ!!」

「残念ですが──」

　アブラアムは言葉を選んだ。

　少しでも受け入れられそうな、耳障りのよさそうな言葉を選んで口にする。

「民は愚かで、見たものをそのまま信じてしまいます。偽者でもわがままな王女でも、たとえ過去の遺物でも、ここまで組み合わされれば、民はそれを本物としか見なさなくなってしまいます。そのような折、愚か者どもから本物と思しき者に楯突く兵を集めるのは至難の業わざかと」

「そんなことは知らん！　いいから動員しろ。無理にでもかき集めるのだ！」

「……はい」

　テリオスはアブラアムの想像以上にカッカしていて、まったく話が通じなかった。

　そんなテリオスに、アブラアムはますます失望する。

　自分の主君運のなさを嘆きつつも、何とかこの苦境を切り抜ける手段はないかと考えた。

「そうだ、いい方法を思いついたぞ！　これなら兵を借りられる！」

「公爵様、本当でございますか。ぜひその方法をお聞かせください」

「いいだろう。お前は「シナイ」を知っているか？」

「もちろんです。国境にある要衝で、コモトリアと長年──まさか！」

「その通りだ。あれをコモトリアにくれてやる条件で兵を借りるのだ」

「公爵様、考え直してください！　シナイを渡してしまったら、我が国第二の都市、タボルが丸裸になります。更に──」

「黙れ！　このままでは偽者に国を奪われかねんのだぞ！　私の国を守れるのなら、タボルの一つや二つ安いものだ！」

「なっ……」

　さすがのアブラアムも絶句した。

　タボルはアイギナにとって決して敵の手に渡してはならない要衝だ。

　タボルは単なる大都市であるだけではない。

　万が一に備えて王族が逃げ延びることができるよう王都レティムとの間に街道が整備され、王族が逃げ込んだあと、街道ごと砦とりで・要塞化することができる造りになっているのだ。

　逃げ込んだ王族を守るため、構造上レティムからタボルを攻め落とすことは困難だ。

　だが、シナイを渡せばシナイ側からタボルを臨のぞむことができるようになってしまう。

　それは万一の際に、王族の逃げ込んだタボルを、レティムとコモトリア双方から挟撃できる状態にすることに等しい。

　今アイギナとコモトリアと関係が良好だとしても、この先ずっとその関係が続く保証はない。

　そうでなくとも、もしコモトリアにタボルを奪取されたら、この国の領土の半分を献上してしまうことになる。

　アイギナの人間として、それは絶対にあり得ないことだ。

　だから、アブラアムは必死に抵抗、翻意を求め反論を試みたが。

　怒ったテリオスは兵士を呼びつけると、アブラアムを拘束して投獄してしまった。

　そして、アブラアムの一件は氷山の一角だった。

　王国軍が徐々に迫るにつれて、テリオスの元からテリオスに進言できるまともな人間が一人、また一人、消されていくのであった。





☆






　コモトリア王国、王都クラデス。

　きらびやかな大浴場の中央で、おれは真っ裸で椅子いすに座って同じく真っ裸のアウラに身体を洗われていた。

　まわりにはメイドが何人もいる。

　だがそいつらは直接動くことはない。

　アウラがおれを洗うのをフォローしているだけだ。

　その分、アウラは丹精を込めておれの身体を洗っていた。

「どう？　カケル」

「気持ちいいぞ。洗うのうまいな、アウラ」

「普段はメイドに洗ってもらってるんだけど、洗ってもらうのは気持ちがいいから、カケルにしてあげられたらと思って覚えたの」

「そうか、嬉うれしいぞ」

　顔だけ後ろを振り向くと、アウラのあごを摘まんで肩越しに軽めのキスをした。

　大浴場の中、アウラは赤面しつつ、更におれを洗っていく。

　なすがままにされながら、おれはここに来た本題を切り出した。

「お前に頼みがある」

「セレーネの教育以外に？」

「そうだ」

「わかった。何でも言って」

「近いうちにテリオス公爵の使いとやらがこの国に来るはずだ」

「どうしてここに来るとわかるの？」

「消去法だ。メルクーリは硬貨の柄におれの顔を使うほどおれとの関かかわりが前に出過ぎてる。カランバとシラクーザには既に他ほかの二人、アンニスとゲートが接触したからそこも避けるだろ。となると、テリオスが頼ろうとして接触できるのはコモトリアだけだ」

「なるほど、そっか」

「ああ。それでテリオスは九割方、領土の割譲を条件に兵を借りようとするはずだ。あの手のヤツは考えが足りないからな。少しでも頭が回るなら領土より金か女を差し出すべきなんだが、テリオスがそこまで考えられるかは疑問だな」

「それって」

　アウラはごしごし背中を洗いながら楽しげに言った。

「カケルがそうすることしかできなくしたからだよね」

「微妙に違うな。実際に計画を立てて追い込んでいったのはヘレネーだ。おれは今の状況だと、あとはもうそうなるしかないって推測しただけだ」

「そっか」

「ヘレネーが言うには、シナイって場所を条件に兵を借りようとするらしいぞ」

「……それが本当なら、すごい条件を出してくるもんだわ」

　アウラは一瞬おれを洗う手を止めると、真剣な口調で言った。

　そんなにすごい場所なのか、シナイってのは。

「そんなにいい場所なら、兵を貸してシナイをもらうか？」

「その必要はないと思う。カケルはセレーネをハーレムに加えるつもりなんでしょ？」

「ああ、そのために色々やってるところだ」

「だったらコモトリアがもらっても、アイギナのままでも一緒だよ」

「確かにそれもそうか。なら改めて頼む。テリオスの使いとの交渉を適当に引き延ばしてくれ。セレーネにテリオスを討うたせたいんだ」

「わかった。任せて」

　あっさり承諾しつつ、アウラは更にごしごしおれを洗った。

　最初は普通にスポンジを使っていたが、途中からスポンジ代わりに自分の身体で洗い始めた。

　むにむにすべすべしていて、柔らかくて温かい。

　すごく気持ちがいい。

　そのままアウラに洗わせてやった。

　たまに彼女にイタズラを仕掛けた。

　メイドたちが見守る中、大浴場の中でひたすらアウラといちゃいちゃした。

　やがて、むらむらしてきたからそのまま彼女を押し倒した、ちょうどそのとき。

　入り口から別のメイドが入ってきて、アウラのそばに駆けよると、何ごとかを耳打ちした。

　７７７倍の聴力がそれを捉とらえる。

「アイギナ王国から、テリオス公爵の使者を名乗る者が陛下に謁えっ見けんを求めてきています」

　アウラは頷うなずき、報告に来たメイドを下がらせた。

　そしておれに押し倒されたまま、両腕を首に回して、婉えん然ぜんと微笑んだ。

「カケルの予想通りだったよ」

「さっきの依頼、頼めるか？」

「……一つ、お願いを聞いてくれたら」

「なんだ、言ってみろ」

「あそこにいるメイドたち、みんな、働き者のいい子たちなの」

　アウラを組み敷いたまま、メイドたちを見る。

「わたしのあとに、彼女たちも可愛かわいがってあげてくれたら」

「ご褒美におれを使う気か？」

「カケルに引き合わせて可愛がってもらうのって、わたしが与えられる最高のご褒美だから」

「そうか」

　そこまで言われたら、断るわけにはいかないな。

　おれはまずアウラを可愛がってから、メイドたち全員の心を開かせて。

　全員、希望する初めての形にしてやった。





☆






　こうして、テリオスの外堀は全部埋められた。

　この戦いの終わりは近い。
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　快進撃を続ける王国軍は、次々と相手の負傷兵、投降兵を吸収して大きくなっていった。

　もともと同じ国の国民であることに加え、カケルの仕掛けによって国王と聖剣という二つの大義名分を持つに至った軍である。

　兵たちはほとんど何の抵抗もなく、すんなり王国軍へと編入された。

　一部では、交戦する前から白旗を振って降くだる隊などもあったほどだ。

　やがて双方の兵力が逆転した。

　王国軍の兵力が公爵軍を上回った。

　この頃になると、もはやセレーネ隊の奮戦だけで勝敗が決するようなことはなくなった。

　セレーネは変わらず勇戦していたが、戦局はセレーネの成長より早く、坂道を転がり落ちる雪玉のように膨らんで、クライマックスへ向かって突き進んでいった。





☆






「ショウ、ちょっといい？」

　野営陣地、魔法コテージの中。

　ヘレネーに次の戦いの作戦を聞いているときに、セレーネが訪ねてきた。

　ドアを開けて中に入れてやった──が、どうにも様子がおかしい。

　いつになく沈んだ表情をしている。

「どうした」

「あの……その……」

「言いたいことがあるなら遠慮なく言え。ダメなときはダメだって言ってやるから」

「そ、そうね。あのねショウ、ショウがあたしに使ってくれた、あの傷を癒やす玉」

「魔法の玉か」

「うん、それ、一つもらえないかな」

「別にいいが……どこか怪我けがでもしたのか？」

　セレーネを見る。

　特に怪我をしているようには見えない。

　というか、魔法の玉はネオラにも預けてある。セレーネが怪我をしたらネオラが使うはずだ。

　なのに、そうじゃなくて、直接おれに頼みにきた。

　何かあるな。

「つ、使いたい人がいるの。助けたい人が！」

「ふむ」

（どうする？）

　エレノアが聞いてくる。

　おれは考えた。

　魔法の玉くらい別にいくらやってもいいんだが、彼女がこうしておれに頼んでくること自体に興味があった。

「わかった、一つで足りるか？」

「うん！　ありがとうショウ！」

　セレーネは大喜びで──そしてどこかホッとした顔で魔法の玉を受け取ると、魔法コテージを出ていった。

　おれはヘレネーをその場に待たせると、オーラで見えないよう身を隠してセレーネのあとをつけた。

　だいぶ兵が増えた陣地の中を進むセレーネ。

　両手で大事そうに魔法の玉を抱えている。

「姫様！　どこに行かれるのですか？　護衛します！」

「姫様、夜は寒いです。上着を！」

「姫様──」

　進むセレーネ。

　途中で兵たちに次々と話し掛けられた。

　全員が親しげに、そして明らかに尊敬しているような感じで彼女に話し掛けた。

（だいぶ慕われているようだな）

「いいことだ。この先のことを考えれば、兵、それに民に慕われていた方が絶対いい」

（嫉しっ妬とはしないのか？）

「こんなことでいちいち嫉妬してどうする」

（ふむ。そういえば屋敷の近くに住む少年が、ひかりに熱烈な視線を送っているようだが？）

「……あとでそいつの名前と顔を教えろ」

（くくく）

　とエレノアが笑った。

　そのままセレーネのあとをつけていくと、とあるテントに到着した。

　セレーネに続き、一緒にテントの中に入る。

　そこには何人もの負傷兵がいた。

　大半は軽傷で、各々手当てをしてもらっていたが、セレーネはそいつらに軽く声を掛けつつ、一直線にテントの一番奥に向かった。

　テントの奥には見るからにわかる重傷者がいた。

　地面に横たわっているが、胸が不規則に上下していて、息も荒い。

　心配そうに見つめるセレーネのところに軍医がやってきて、頭を下げた。

「姫様」

「彼の具合はどうなの？」

「……」

　軍医は首を振った。だいぶよくないみたいだ。

「姫様がご無事なのです。それだけで身を挺ていした彼は報われるでしょう」

（ふむ、どうやら彼女を庇かばって負傷した兵らしいな）

「そういえば今日、セレーネ隊の撤退が少し遅れたんだったな」

（うむ。今日に限ってセレーネが突出しすぎて、結果的に孤立したようだな）

「なるほど、そのとき庇って怪我したってことか」

（そろそろ彼女の動かし方を改めねばな）

「そうだな」

　セレーネは負傷した兵の元で跪ひざまずいた。

　そして、さっきから家宝の如ごとく大事に抱えていた魔法の玉を兵の胸に押し当てる。

「姫様！　お手が血で汚れます──」

　軍医は止めたが、セレーネは構わず魔法の玉を発動させた。

　癒やしの光が重傷の兵を包み込んでテントの中にあふれた。

　さっき会ったときと違って、弾けるような笑顔を浮かべたセレーネに満足しつつ。

　おれは姿を隠したまま、密ひそかにテントを離れた。
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　翌日。

　王国軍は編成を変えてから出発した。

　昨日までの方針を改め、セレーネ隊が単独で突出しないように、それでいて両軍が交戦したとき「王女と聖剣」が敵軍からしっかり見えるように。

　そう編成を変えてから、次の街に向かって軍を進めた。

　そうして進んでいくセレーネ隊の元に、先行した斥せっ候こうが慌てて飛んできた。

「た、たたたた、大変です姫様！」

「どうしたの？　そんなに慌てて」

「エバルが！　エバルの街が燃えています！」

「えぇっ!?　いったいどういうこと!?」

　驚愕きょうがくするセレーネ。

　彼女は斥候が乗ってきた馬を借りるや否や、すぐにそれを駆ってエバルに向かった。

　決して馬術が得意ではないセレーネだが、それでも無理矢理馬を走らせた。

　半ば暴あばれ馬になった馬に振り落とされそうになりながらも、必死にしがみついて走った。

　そうして辿たどりついた先には、変わり果てたエバルの姿があった。

　街は完全に焼き払われていた。

「そんな……どうしてこんなことに！」

「姫様！」

　変装したネオラと、セレーネ隊の兵士が追いついて声を掛けてきた。

　セレーネはそれに構うことなく、呆然としながら街を駆けずり回った。

　街の規模からは信じられないほど、そこに打ち棄てられていた犠牲者は少なかったが。

　それさえ何を意味するのかわからないまま、セレーネはひたすら街を駆けずり回った。

　やがて、セレーネは辛うじて意識のある一人の男を見つけた。

　刀傷とやけどがひどい。

　聞くまでもなく瀕死の状態だ。

「大丈夫!?　しっかりして！」

「がふっ……」

「何があったの？　ねえ教えて！　エバルに何が起きたの？」

「て、り、おす……」

「テリオス公爵？」

「むりやり……街のみんなを……兵士にする、ため、に……」

「なんてことを！」

「どう、か……みんなを、助けて、く──」

　セレーネに向かって伸ばされた手は、しかしセレーネのところに届くことはなかった。

　途中で力尽きた男の手は、ゆっくり地に向かって落ちた。

　セレーネは男の亡なき骸がらの血走った目をそっと手で閉じてやった。

　再び追いかけてきたネオラとセレーネ隊がそこに合流する。

　彼らに視線をやらないまま、セレーネが呟いた。

「……行くわよ」

「え？」

「行くわよ。追い掛ける。こんな風に……国をこんな風にする奴なんかに──」

「……いけませんセレーネ様」

　ネオラが息絶えた男を見て、まわりを見て、それからもう一度セレーネを見て、止める。

　セレーネの気持ちはわかる。

　痛いほどわかる。

　だが、ネオラはカケルからの命令を受けている。

　セレーネの手綱を握れ、という命令を。

「今でも我々は突出しすぎています。このまま追い掛けるのは危険です。返かえり討うちで全滅する可能性さえあります。セレーネ様についていった兵が全滅する恐れが……！」

「くっ！」

　呻うめくセレーネ。

　彼女は迷った。

　湧き上がる怒りと、ネオラの進言との間で揺れた。

　自分だけだったら──

　それこそカケルと出会う前までの自分だったら、たとえネオラが何と言おうと、セレーネは怒りに身を任せて追いかけていたに違いない。

　だが、今のセレーネはそうではなかった。ギリギリのところで後者が勝った。

　カケルに引き取られ、様々な教育を受け、自分の能力を逆に過小評価しすぎるようになったセレーネは、まわりのアドバイスをよく聞くようになった。

　自分たちが突出しすぎているのはわかる。

　そのために危険な目に遭うかもしれないのもわかる。

　セレーネはすんでのところで一人の兵の姿を思い出した。

　昨日突出しすぎた自分を庇って大怪我を負った若い兵だ。

　ここにいる全員が……あの兵のような姿になるかもしれない。

　ついてきてくれた兵が全員大怪我を──いや、それどころか死ぬかもしれない。

　そこまでのリスクを背負って、セレーネは我を貫けなかった。

「わかった……一旦いったん戻ってショウと合流する」

　まるで血ち反へ吐どを吐くような、喉のどの奥から搾しぼりだされたようなセレーネの声。

　それを聞いたネオラは胸が締め付けられた。

　無理矢理自分を納得させたセレーネ。

　見れば強く嚙かんだ唇と、握り締めた拳こぶしからは赤い血がにじんでいた。

　だが、それでもネオラはセレーネに敵を追わせるわけにはいかない。

　カケルの命令は絶対だ。

　それに、このまま追えばセレーネを危険にさらしてしまうというのも噓ではない。

　無事に守り通せる保証がない以上、彼女はそうさせるわけにはいかなかった。

　そして、セレーネがネオラの制止を受け入れたことでセレーネたちは一旦引き返して本隊に合流することになった──

　が。

　その方針は遵守されることはなかった。

「姫様、追い掛けましょう！」

　方針に異を唱えたのは、他ほかでもない、昨日セレーネを庇って大怪我したあの兵士だった。

「だ、だめだよ。今の話を聞いてなかったの？　みんながあなたみたいに危険に──」

「今追い掛けないと、別の街でもっと犠牲者が出るかもしれません。それに、おれたち、今のセレーネ様のためなら、危険とかへっちゃらです。なあお前ら！」

「「「「おおおおお！」」」」

　兵士たちが声を上げた。

　心が一つになった。

　天地に轟とどろくような咆ほう哮こうだ。

「あなたたち……」

「だから姫様、おれたちに命令してくださいよ。姫様のために──この国を守るために！」

　その言葉に、信じられないといった顔をしたセレーネ。

　どうして自分なんかのためにそう言ってくれるのかと。

　それは彼女がカケルの元に来てからするようになった後ろ向きな思考だったが──

　ついに、彼女は吹っ切れた。

　ネオラに目をやって、溜息交じりに苦笑して両手を挙げる彼女に、視線で謝って。

　そして、まなじりから零こぼれる涙を──怒りと感激の涙を拭ぬぐって、兵たちに宣言した。

「みんな、行こう！　あたしについてきて！」

「「「「おおおおお！」」」」

　天を衝つくほどの軍気は、聖剣王女の更なる羽化を祝っているかのようだった。
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　エバルの一件のあと、テリオス軍は加速度的に戦況を悪化させていった。

　一つの街を燃やし尽くし、住民を無理矢理兵として徴用したという暴挙の噂うわさは、たちまちアイギナ全土に広がり、ただでさえ離れていた民心が決定的に失われた。

　国王軍は行く先々で歓喜の声に迎えられ、無用な戦いを避けられることが増えた。

　それだけでなく、アイギナ王国民として国王と王女のために戦いたい、聖剣クシフォスとともに戦いたい、悪逆非道なテリオスを討うちたい──そんな様々な考えを持った人間が集まって、国王軍の数は雪だるま式に膨らみ上がっていった。

　王都レティムに迫ったときには、既に総兵力五万という威容を誇るようになっていて、逆にテリオス軍は三千にも満たなくなっていた。

　勝敗はもはや誰だれの目にも明らかだった。

　そして、たった一度の総攻撃で。

　アイギナ国王が──正統なる支配者が戻ったことで、残った三千人からも寝返りが続出。

　いざというときは一年以上籠城できると評判だったレティムの門はあっさり開き、国王軍は一斉にレティムの街になだれ込んだのだった。
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「テリオス！」

「来たか、小娘」

　夏の宮殿、謁えっ見けんの間。

　玉座に腰掛けるテリオスは、セレーネが最後に会ったときと違う格好をしていた。

　王冠を被り、マントを身につけ。

　国王にのみ許される格好をして、玉座にふんぞり返っていた。

「そこからどいて！　そこはあんたが座っていい場所じゃない！」

「なら誰が相応ふさわしいというのだ？　まさかあの偽にせ者ものの国王とは言うまいな？」

「くっ」

　セレーネは呻うめいた。

　いくらアイギナ王国の玉座にテリオスが相応しくないとはいえ、確かに偽国王──カケルが相応しいかと問われれば、それも違うと言わざるを得ない。

　セレーネはカケルに憧あこがれている。崇拝していると言ってもいい。

　だが、アイギナ王国のことを愛し、アイギナをよりよくしていくことだけを考える彼女は、カケルをアイギナ王国の国王に据えようとは露ほども思っていなかった。

　ならば──誰が相応しいのか。

「……それでも、絶対あんたじゃない」

　静かに言い放つセレーネ。

　そう、彼ではない。

　テリオスではあり得ない。

「自分の欲と保身のために街を焼き尽くしたあんたなんか、絶対に相応しくない！」

「さすれば誰だ。まさか自分などとも言うまいな？　癇癪かんしゃく持ちのわがまま姫よ！」

　テリオスに直球をぶつけられたセレーネは、それでも真っ正面からそれを受け止める。

「うん、あたし」

「なっ──」

「あたしが──総理王大臣になる」

「ムリだ。お前などには。永遠にな」

「そう。あたしだけなら、無理。だから──みんなに助けてもらうの！」

「何？」

「わからないことは一生懸命勉強する。勉強してもまだわからないことは、わかる人に助けてもらう。あたしは、ただここに座って──」

　セレーネはテリオスを見つめて、迷いのない口調で宣言する。
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「──迷わないでいればいい」

　月と雲と風のない夜。

　レティム攻撃を明日に控えた、魔法コテージの中。

　おれは不安そうな顔をするセレーネにそう言った。

「迷わないで、いる？」

「そうだ。前にも言ったが、力が足りない、わからないと思ったらまわりを頼れ。そうやってちゃんとまわりの意見を聞いて、それを取り入れることができるなら、あとはどーんと構えて、迷わないでいればいい」

「それだけで、いいの……？」

「ああ。エバルの戦いのとき、お前がやりたいことをみんなきちんと理解して、お前についてきてくれただろう？　大事なのはお前が変に我慢したり迷ったりしないことだ。間違ってたらまわりがきっと止めてくれる。だから自分の判断を──自分を支えてくれる人の言葉を信じて迷わずにいろ。お前はただそれだけでいい」

「わかった。でも──」

　俯うつむくセレーネ。まだ浮かない顔をしていた。

　言いたいことはわかったが、それでもって顔だ。

「やるべきことはわかった。でも、あたしダメっ子だから。そもそもちゃんと迷わないでいられるかな？　どかっと真ん中に座って、みんなに目指したい道を示したりできるかな？」

「ふむ。自信がなさすぎるのも考えものだな。それじゃ少しは自信がつく話をしてやろう」

「自信がつく話？」

「そうだ。ヘレネーとイリスを知っているな？」

「うん。二人ともすごい人」

「リカとアウラは？」

「知ってる。こっちもすごい人」

「オルティアとデルフィナは？」

「当然。ものすごくすごい人！」

　挙げた名前はどれも今までセレーネにつけてきた家庭教師たちだ。

　セレーネは挙げられた名前を聞くたびに、瞳ひとみに尊敬の色をよぎらせる。

「いいか。そんなすごい奴らには、たった一つだけ共通点がある」

「え？　それは何？」

　好奇心に身を乗り出すセレーネ。

　その腰に手を回して唇を塞ふさいだ。

　唇をぎゅっと押しつけるキス。

　彼女は驚き、一瞬身体を硬直させた。

　そんなセレーネの耳元で囁く。

「全部、おれの女だ」

「う、うん。それは知ってる──けど」

「今からお前もおれの女だ」

「え!?　えええええ!?　で、でもあたしはそんな──」

「なぁ、あいつらはおれの女だからデキる女なのか、デキる女だからおれの女になったのか、どっちだと思う？」

「それは……みんなデキる女だから──ショウの女になったのかな？」

「違う。両方だ」

「え？」

「両方。つまりお前も今の時点でもう既にデキる女で、おれの女でいる限り、ここからもっと成長して、更にデキるいい女になるってことだ」

「……」

「お前はおれが認めたおれの女だ。あいつらと一緒のな。なのにまだ自分がダメだと思うか？　おれのことが信じられないか？」

　セレーネは一瞬呆けたように動きを止めると、それからプルプル首を振った。

　そしてそのまま弾けるような笑顔で頷く。

「信じる！　あたし……ショウを信じる。ショウを信じて、もう迷わない〝いい女〟になる！」

「いい子だ」

　彼女を抱き寄せてもう一度キスをした。

　今度は脱力して、おれに身体を預けてきた。

「まずは明日だ。見ててやるから、しっかりやってこい」

「うん！」
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　力強いキス。

　それ以上に、力強い言葉。

　カケルの唇から紡つむがれたものを脳のう裏りに浮かべて、セレーネはテリオスをまっすぐ睨にらみつけた。

　クシフォスを抜き放ち、赤く脈動する切っ先を突きつける。

「迷わない？　はっ、言うに事欠いて」

「だったらもう言わない。お前はここで倒す。それだけだから」

「こざかしい。いいだろう、王家剣術指南役でさえ負かした私の剣術を見せてやる」

　テリオスもマントの下から剣を抜いた。

　両者、真っ向から向き合う。

　先に動いたのはセレーネだった。

　そして──動けたのもセレーネだけだった。

　ナナ・カノー直伝の踏み込みと斬ざん撃げきはテリオスのそれを速度でも正確さでも遥はるかに上回り、一撃でテリオスの懐ふところに潜り込むと、腰から横に真っ二つに斬り捨てた。

「な、ば、ばかな……こんな……」

「え？」

　驚愕きょうがくするテリオス。

　そして、当のセレーネも驚愕していた。

「よ、弱い……」

　つぶやくセレーネ。
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　彼女は未いまだにテリオスを斬った実感がなかった。

　ナナ・カノーにその腕を認められた彼女は、剣士としては既に一流、達人の域にいた。

　だが、ナナに褒められた記憶はない。

　だから己の力を過信してはいなかった。

　一方、テリオスは公爵である。

　王家剣術指南役に認められたといっても、そこにはごますりが多分に含まれていた。

　故に己の力を過信した。持ち上げられていた、ただの人間にもかかわらず。

　達人と、ただの人間。

　勝敗は当然の結果になった。

　両断されたテリオスは上半身と下半身が泣き別れて地面に這はいつくばる形になり、聞き取れないような呪じゅ詛その言葉を言えるだけ吐くと、あとはあっさり息絶えた。

「これで、終わった、かな」

　息をついて、クシフォスを納めるセレーネ。

　テリオスは死んだ。

　それを見た他ほかの兵もついには諦め、続々と投降してきた。

　久しぶりに戻ってきた夏の宮殿で、セレーネはようやくこの戦いが終わったことを実感した。

「あとは……ショウに……」

　昨日のことを思い出す。カケルが挙げた女たちの名前を思い出す。

　自分も……彼女たちのようにカケルのものに──

　胸がどきどきした。

　かつてないほど高鳴った。

　そうだ、カケルに会いに行こう。

　彼女がそう思った、そのとき。




　──魔法が彼女めがけて飛んで来た[image: ]




　慌ててクシフォスを抜き放ち、拘束のために放たれた魔法を打ち払う。

　謁見の間にぞろぞろと兵士がなだれ込んできて、あっという間にセレーネを取り囲んだ。

「な、何これ。どういうこと？」

　慌てるセレーネ。

　彼女は突然起きたことに対処できず、頭がパニックになりかけた。

　すると、兵がなだれ込んできた入り口から一人の男が現れた。

　ボロボロの格好。やせこけた頰ほお。

　手首の赤い痕あとはつい先ほどまで鎖で繫つながれていたことを示していた。

　その男は──

「久しぶりです、殿下」

「アブラアム！　どこにいたの？」

「そんなことはどうでもいいのです。私がここに──うっ」

　アブラアムがふらつく。

　そばにいた兵士が慌ててそれを支えた。

　他の兵士も心配そうな表情を浮かべる。

　どうやら彼個人を慕って集った兵士たちのようだった。

　アブラアムは手を上げて兵士を下がらせ、自分の足で立つと、ふらつく足からは想像できないほど強い光を持った眼まな差ざしでセレーネを見た。

「私がここに来たのは、殿下に一つだけお尋ね聞きしたいことがあったからです。いいですか、殿下はこれからこの国を──」

「ごめんなさい！」

　アブラアムが最後まで言い切る前に、セレーネがバッと頭を下げた。

　腰を直角に折るほど、深く頭を下げた。

「──どうされる、へ？」

　いきなりのことに、アブラアムは思わず間抜けな声を漏もらしてしまった。

　まわりの兵士たちも、信じられないものを見るような目でセレーネを見ていた。

「で、殿下？」

「本当にごめんなさい。昔あなたに色々乱暴をしたり、わがまま言ったり。あのときのあたしは何も知らないバカだったの。ううん、今もバカなのは変わらないけど──じゃなくて、だからごめんなさい！」

「えっと……その……」

　アブラアムは困り果てた。

　どうしたらいいのかわからなかった。

　王国軍が城内になだれ込んできたのに合わせ、彼の部下は投獄されたアブラアムを救出した。

　助け出された彼は同時にセレーネがこの王国に戻ってきたことを知った。

　彼は思った。

　もしセレーネが前のセレーネのままだったら、あのわがまま姫のままだったら。

　今度こそ命を賭としてでも止める──殺さなければならない。

　そして、隙すきを窺ってセレーネを包囲したまではよかった。

　だが。

　彼女の反応は、全くの予想外のものだった。

　セレーネは、アブラアムからすると別人に見えるほど変貌へんぼうしていた。

「本当にごめんなさい！」

「……殿下。一つだけ聞かせてください」

　なんとか落ち着きを取り戻したアブラアムが聞く。

「殿下はこれから──この国で何をなさるおつもりですか？」

「総理王大臣になる！」

　それは、彼女がかつてアブラアムに語ったのと同じもの。

　そして、前には語らなかった言葉もアブラアムに告げた。

「総理王大臣になって、お父様がよくしたこの国をもっとよくしたいの！」

「そうですか……」

　言葉はあのときと同じ。

　それでも瞳に宿る光はまったく別のもの。

　アブラアムはセレーネを見つめると、ようやく息を吐いて微笑んだ。

　一歩下がって、そのままセレーネに傅かしずいた。

「かねてよりの数々のご無礼、お許しください。いかなる処分も受け入れます」

「だったらあたしのことも許して。そしてできたらまたあたしに協力して。あたしバカだから、やりたいことはたくさんあるんだけど、どうしたらいいのかわからないの」

「承知いたしました。このアブラアム、全身全霊を込めて尽くします」

　頭を下げるアブラアム。

　同時に、彼を慕う兵たちは武器を下げた。

　今度こそ、戦いは終わったのである。
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　王都レティム、夏の宮殿。

　おれはそこで休んでいた。

　部屋の窓から見える夜の庭は幻想的で──この世界に来てからいろんな王宮に入ったが、ここのが一番綺き麗れいだった。

「まるで空中庭園みたいだな」

（当時の国王はこれを作るのに湯水の如ごとく金を注そそぎ込んだからな）

「湯水の如くって、どれくらいだ？」

（国家予算の半年分だ）

「すごいな、そこまでやるのか。確か王妃のために造ったんだったか？」

（うむ。美しい女だったがいつも仏頂面でな。王は彼女に笑ってほしくて色々やったものだ。そしてこの庭園を造り、ここの景色を見せたとき、女は嫁いできて初めて笑ってみせたのだ）

「王妃の微笑みのために国の予算半年分を掛けたわけか、すごいな」

（それが権力者というものだ）

「そうか」

　最近、エレノアから聞く昔話の内容が随分変わった気がする。

　出会った当初は英雄やら覇は王おうやら、彼女が乗りつぶした男の話ばかりをよくして、とにかくそいつらのことをくさしていた。

　最近はそうじゃなくなって、歴史の裏話、かつて見たちょっと面白おもしろい話をするようになった。

　語っているときの口調も「あいつらホントしょーがねえ奴だったな」って感じになっている。

（……）

　そこでふと黙り込むエレノア。

　過去のことを思い出しているんだろうか。

　おれはもう少し、エレノアの瞳に映るその過去を知りたいと思った。

　が、それは今じゃない。今やるべきことじゃない。

　今は、先約がある。

「ショウ……」

　背後から声がした。

　セレーネの声だ。

　おれは彼女を待っていた。

　レティムに戻り、アイギナ王国を取り戻した。

　戦いは終わった。

　もちろんこのあとにも色々待ち構えてはいるが、とりあえず一息ついた。

　そこで、おれは彼女を抱くことにした。

　言葉だけじゃなく、身体ごとおれの女にすると決めた。

　そう伝えたら、この夏の宮殿で待っていてほしいと言われた。それで待ってたってわけだ。

　やってきたセレーネの方に振り向く。

　彼女は綺麗なドレスを身に纏っていた。

　王女らしい上品さと色っぽさを高いレベルで兼ね備えたドレス。

　露出度はほどよく高く、見せるべきものは見せ、見せるべきでないものは徹底的に隠した、魅力あるデザイン。

　これを見て反応しない奴なんて、誰一人いないに違いない。

　もちろんセレーネは美少女だから、そんなセレーネが着ているからこそというのもある。

　……それは、いいんだが。

「なんでヘレネーがいるんだ？」

　セレーネから一歩下がったところにヘレネーがいた。

　彼女はいつもの姿で、おれがやった扇子を持って苦笑いを浮かべていた。

「あ、あのね。あたし……ショウにこれからだ、だ、だ……抱いてもらうんだけど！」

　恥ずかしさからか、セレーネは思いっきりつかえながら大声で言い放つ。

　それはわかる。

　問題なのはどうしてここにヘレネーがいるかだ。

「あたしショウに喜んでもらいたい。でも、どうしたらショウが喜んでくれるかわからないの。あたしバカだから、多分教わってもすぐには覚えられないし、だから──」

　セレーネはヘレネーの手を摑つかむと、ぎゅっと自分の方に引き寄せる。

「ヘレネーに助けてもらおうと思ったの！」

「わたくしは──」

　ヘレネーはますます苦笑した。

「一度きりの初めて──初夜ですから、二人きりの方がいいと言ったのですが」

「そんなことより、あたしはショウに喜んでほしいの！」

「……ということのようです」

　開いた口が塞ふさがらなかった。

　自分ではわからないこと、自分にはできないことを他人に聞くよう仕込んだのはおれだが、まさかここでこうくるとは思わなかった。

　ヘレネーも言った。

　大事な初夜だから、二人きりの方がいいと。

　それが普通だ。

　だが、それよりもセレーネはおれのためにサポート役をほしがった。

　その気持ちは嬉うれしかった。

　多少ネガティブではあるものの、強気にそう主張するセレーネが愛らしくてたまらなかった。

　だから──

「ヘレネー」

「はい」

「悪いが、外してくれ」

「はい！」

　同じ返事。

　だが、二回目の「はい！」だけとても嬉しそうに返したヘレネー。

　彼女は大慌てで涙ながらに縋すがりつくセレーネに満面の笑顔で「頑張って」とだけ言い残すと、この場から去っていった。

　おれは呆然とそれを見送るセレーネに近づくと、ドレス姿の彼女を抱き寄せる。

「ショウ──んぐっ」

　まずはキス。

　強めのキス。

　微かすかな甘さを感じる唇を強く吸った。

「ショウ……あの、あたしだけじゃ──」

「セレーネ」

　一旦いったん唇を外してまっすぐ見つめる。

　腰に回した腕で更に身体を近く抱き寄せて、キスをしたあとまたすぐ口づけしそうなくらい近い距離から見つめる。

「余計なことはいい。お前はただ一つのことだけ考えてろ」

「……ひ、一つのこと？」

「おれのことだ」

「え？　あ、うん。わかっ──んぐっ！」

　もう一度キスをする。

　今度は唇を割って舌を入れる。

　同時にドレスを脱がして、彼女の身体を撫なであげる。

　なまめかしい嬌きょう声せいが夏の宮殿に響く。

「待って、ん……あたし、ショウのために……あふっ……」

　セレーネは意外に頑固で、それでも自分よりおれに喜んでほしいと訴えかけてきたのだが。

　おれはそれを一切いっさい無視して彼女を抱いた。

　一晩掛けて全力で抱いて、悦楽をすり込んで。

　おれにするでもなく、おれにされるでもなく。

「ショウ！　ショウ！　ショウ[image: ]」

　おれのことしか考えられないようにしてやった。
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　こうして、アイギナ王女のセレーネはおれの女になって。

　おれは、新しい金色のくじ引き券を手に入れたのだった。
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　始まりは商店街のくじ引きだった。

　大当たりを引いて、異世界に行ける権利をもらった。

　そこで更にもう一回大当たりを引いて、全部の能力が７７７倍になって、その力を持って、この世界にやってきた。

　それからいろんな出来事があって、大なり小なり事件も起きたりして。

　それを解決していったらこの世界でもくじを引くことができるようになって、更にいろんなスキルを手に入れることができた。

　中でも大きな事件を解決したり、大きな目標を達成したりすると、特別なくじを引くことができる。

　特別なくじの賞品は普段のくじ引きとは違う、更に効果の大きなものばかりだから、いつも引けるのが楽しみだったりする。

　そうしてアイギナの事件を解決したおれは、今回ゲットできた黄金色のくじ引き券を持って、エレノアとひかりと一緒にくじ引き所にやってきた。

　魔剣であるエレノアはなぜかここでだけ人間の姿になれる。

　ここでだけ娘のひかりと触れあうことができるのだ。

「おかーさんおかーさん。みてみて。ひかり、ちょっとだけ背が伸びたんだよ！」

「ほう、どれどれ……ふむ、確かに少し伸びたかもしれんな」

「でしょー。このままならすぐにおかーさんを抜いちゃうね」

「うむ、頑張って見事我のことを抜いてみろ」

　くじ引き所の中で、人間の姿になった母娘が和わ気き藹あい々あいとしゃべっている。

　ひかりが天真爛漫てんしんらんまんなのはいつものことだが、エレノアも娘を前にデレデレしっぱなしだ。

　これがあの全人類から恐れられている魔剣エレノアだなんてな。

「あの……何回も言うようですけど、ここに変な家族団らんを持ち込まないでください」

　エレノアとひかりのやりとりをを眺めていたおれの背後から、女が声を掛けてきた。

　このくじ引き所のスタッフで、いつも世話になっている人だ。

　おれは振り向き、困り顔の彼女に聞き返した。

「変か？　今回は割と普通の会話だろ」

「どこがですか、ほら──」

　そう言い、エレノアたちを指す。

「この速さで成長するなら、あと百年くらいすれば我を抜くことができるだろうな」

「わーい、じゃあもうすぐだね！」

「普通の母娘は百年スパンでの話はしません」

「はは、そうかもな」

「そうですよ！　それで、くじを引きますか？　今日は特別なくじがありますよ」

「やっぱりあるのか」

「はい。どこかの誰だれかさんが女王、王女両制覇をやってしまわれましたので」

「そっちか！」

　胸元から黄金色のくじ引き券を取り出して見つめる。

　アイギナの事件を解決したからもらえたのかと思ってたけど、微妙に違ってたみたいだ。

「それじゃ、早速引きますか？」

　おれがくじ引き券を眺めているうちに、スタッフがくじ引き機の用意を済ませていた。

　普段とはちょっと違う、ゴージャスな感じのするくじ引き機。

「エレノア、ひかり。くじを引くぞ」

「うむ、わかった」

「わーい。行こ、おかーさん！」

　ひかりはエレノアの手を引くと、繫いだ手を振りながらやってきた。

　家族団らんを持ち込むな、と言いつつも、スタッフはくじ引き機の前にいつものように踏み台を用意してくれた。

　このスタッフ、ツンデレの気があるんだよな。

　エレノアとひかりはその台に上って、丁度いい高さのくじ引き機に手を掛けた。

「おとーさん、今日は何回？」

「一回だ」

「このくじの中身はなんだ？」

　エレノアがスタッフに聞く。

　さっきまでひかりに見せていたデレデレな母親の顔とは違い、知的で年季の入ったしっかりした態度。

「全部大当たりです。賞品も、普段は絶対出ないとんでもないものばかりですよ」

「ふむ。ならその賞品とやらを具体的に……いつもの如ごとく秘密主義か？」

「はい、すみません」

「まあいい、引けばわかる」

　エレノアはひかりと一緒にくじ引き機を回した。

　ガラガラガラ……ポトッ。

　出てきたのは金色の玉。

　ガランガランガラン、とスタッフがハンドベルを鳴らした。

「おめでとうございます。大当たりです！」

「何が当たったんだ？」

「〝素敵な冒険ペアチケット〟です」

「素敵な冒険？　なんか曖昧あいまいだな」

「ペアチケットなのは、いかにもくじ引きらしいけどな」

　スタッフが持ってきたチケットのようなものを受け取る。

「素敵な冒険か……」

　チケットを眺めて、おれはどうしようかと考えた。
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　くじ引き所から屋敷に戻ると、そこから街に出て冒険者ギルドにやってきた。

　ドアを開けて中に入る。

　何人も冒険者がいて、一斉にこっちに視線を向けてきた。

　尊敬やら畏怖いふやら。中にはライバル心剝むき出しのヤツもいる。

　そういうのを全部無視して、目当ての人物を探した。

「カケルさん！」

　こっちが見つける前に向こうから声を掛けてきた。

　魔法の杖つえを持ち、魔女のとんがり帽子を被った、いかにもな外見の魔法使い。

　イオ・アコス。

　出会ったときは半人前だったが、今やＳランクの冒険者として、誰からも一目置かれている有名人だ。

「お久しぶりですカケルさん」

「ああ」

「ご活躍……お聞きしました」

　イオは声を抑えて囁ささやいた。

　アイギナの件は表向きおれが積極的に関かかわったように見せてないから、イオはわざわざこうしたのだ。

「今日はどうされたんですか？」

「誘いにきた」

「誘いに……ですか？」

「フィオナの結婚式のとき約束しただろ？」

「あっ……」

　イオはハッとした。

　どうやら思い出したみたいだ。

　あのときおれはイオに「お前も結婚式を挙げたいか？」と聞いた。

　イオは、結婚式は別にいいから、おれと冒険に出たいって答えた。

　だから、どこかに冒険に行くときは必ず誘う──と約束していた。

「覚えていてくれたんですか？」

「約束したからな」

「カケルさん……」

　目を潤ませるイオ。

　こうしておれは、くじ引きで手に入れた〝素敵な冒険ペアチケット〟を使って行く冒険に、イオを連れていくことにしたのだった。
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　イオを連れて一旦いったん屋敷に戻ってきた。

　庭に立ってひかりを呼ぶ。

「ひかり、魔剣になってくれ」

「うん！」

　やってきたひかりは素直に魔剣の姿になった。

　エレノアとひかり、二振りの魔剣。

「今回の冒険にはひかりちゃんも連れていくんですか？」

　横からイオがそう聞いてきた。

　おれはイオにペアチケットを見せながら答える。

「ペアチケットだけに、人間は二人までだろうが、エレノアとひかりはどうかと思ってな」

「なるほど。確かに魔剣の状態なら、人数の制限にひっかからないかもしれないですね」

「ああ。それじゃ準備もできたし、行くとするか」

　おれはペアチケットを取り出して使った。

　チケットが光り出す。

　庭にあふれんばかりの光を放つペアチケット。

　同時に、頭の中に声が聞こえた。

　エレノアのものとは違う性質の声。

　声は、使用者の名前を教えろと言ってきた。

「結城カケル、それにイオ・アコスだ」

　そう答えると、光はおれとイオを包み込んだ。

　その光は明るさを増し、最後にはまわりが何も見えなくなるくらいまぶしくなった。
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　気がついたら見たことのない場所にいた。

　思わずまわりを見回す。

　近くに崖がけがあって、崖下に海が見えた。

　火曜サスペンス劇場のクライマックスに出てくるような、荒れ狂う海だ。

「カケルさん！」

　イオもすぐそばにいた。

「どうやらはぐれなかったようだな」

「はい！　エレノアさんにひかりちゃんもいるみたいです」

「ああ。お前の魔法の杖もな」

　ここはまでは狙ねらい通り。

　人でなく「武器」扱いなら人数制限に引っかかることもなく連れていけるだろうと思って、ひかりを魔剣の姿にしておいたが、それは大当たりで、ひかりも無事一緒に連れてこられた。

　それはよかったのだが。

「ここはどこだ？」

「さあ……どこでしょう？」

「〝素敵な冒険〟って触れ込みだったが、今のところどう見ても素敵には見えないぞ」

「少し歩いてみましょうか。何かわかるかもしれないですし」

「そうだな──」

（おとーさん！）

　ひかりの警告が脳のう裏りに響く。

　そしてすぐに殺気が迫るのを感じた。

　とっさにエレノアを抜いて迎撃した。

　ガキーン！

　金属音が轟とどろき、衝撃波が辺りをなぎ払う。

　イオは「キャッ！」と悲鳴を上げて尻餅しりもちをついてしまった。

　いきなりなんだ──と思ったおれは、襲ってきた奴を見て目を疑った。

　もっと正確に言うと、襲ってきた人間が持っていた武器を見て、目を疑った。

「……エレノア？」

　若い男が持っている黒い大剣。

　それはおれが普段持っているものと全く同じ。

　もちろん見た目だけじゃない。放っている存在感もエレノアそのものだった。

　間違いない。あれもエレノアだ。

　……どういうことだ？

（ロドトス……？）

　おれの疑問に答えたのはエレノアだった。

　ロドトス。

　それは何度も彼女の口から聞いた、かつて彼女を持っていた覇は王おうの名前。

　そしてたった今その覇王ロドトスとやらが持っているのも、紛まぎれもないエレノア。

　状況的に、可能性は一つしかない。

「……過去、か」

　触れ込み通り素敵な冒険になりそうだ。

　そんな気がした。
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　ロドトスが肉薄してくる。

　振り下ろされるエレノアをエレノアで受け止める。

「オ前ハ……何者ダ」

「お前こそ、覇王はおうだか何だか知らんが随分覇王らしくないしゃべり方だな。覇王を名乗るなら、せめて少しくらい覇王らしくしやがれ！」

　エレノアごとロドトスを押し返す。

　だが、今度は何もない空中を蹴けって戻ってきた。

　再度肉薄するロドトスは、直前で屈み込むような姿勢になると、懐ふところに潜り込んで死角から抉えぐるような一撃を放ってきた。

　それをまたエレノアで受ける。

　手のひらがビリリとしびれた。

　パワーを受け流しつつ一回転すると、弧を描いて斬きりつける。

　三度、ロドトスの持つエレノアが真っ向から飛んできた。

　エレノア同士、激しく打ち合う。

　黒い火花が飛び散り、地面を焼いていった。

「なるほど。このパワーは確かに覇王級だな！」

（この頃の我は力がピークだったのだ。あくまでパワーだけの話だがな）

　やや真剣味がでてきたエレノアの口調。

　おれも気を引き締めると、本気でロドトスと戦った。

　確かに、向こうのエレノアの方がパワーが上だった。

　本人が自己申告するように、たぶんこの頃がエレノアのピークなんだろう。

　魔剣の力だけで見れば、こっちの三割増しは堅い。

　ロドトス本人も強い。

　だけでなく、手数が多く、剣捌さばきも鋭い。

　並みの剣を持っていても、ナナと互角なほど強い。

　そんな奴がエレノアを持っている。端的に言って強敵だ。

　ロドトスと戦っているうちに、おれもヤツもギアが上がっていった。

　ヤツが残像を残しておれの背後に回って斬りつければ、おれもお返しにとスピードを上げて斬ざん撃げきを叩たたき込こむ。

　力ずくで地中に埋まるように叩き込まれれば、こっちも逆に空中高く打ち上げたあと、空に追いついて激しく地面に叩きつけ返してやる。

　剣を交わしている間、まわりの地形がどんどん変わっていった。

　岩は砕かれ、木々は黒い炎に燃やされ、もともと平原だった大地には、隕石が落ちたような大きなクレーターがボコボコ穿うがたれた。

　風ふう光こう明めい媚びだった場所が、みるみるうちに見るも無む惨ざんな地獄へと変わっていった。

「ふっ……」

「何ガオカシイ」

「いや。オリビアと戦ったとき以来だと思ってな。こんなにやり合えたのは」

「……」

　おれは手を止めた。

　エレノアを持ったロドトス。

　間違いなく強い。

　今まで戦ったどの相手よりも強い。

　どんな軍勢よりも、どんな魔物よりも、どの人間よりも。

　そして──レッドドラゴンよりも。

　周囲の環境を完全に破壊しながらやり合った戦いは、全くの互角といってよかった。

「ソイツヲ置イテユケ。話ヲ聞カセテモラウ」

「それはこっちのセリフだ」

　向こうのエレノアにも話を聞きたい。

　純粋に興味本位で。

　それを叶えるために──

「ひかり、行くぞ」

（うん！　ひかり待ってた。がんばるね！）

　おれはひかりを抜いた。

　おれとエレノアの娘、結ゆう城きひかり。

　母親そっくりなもう一振りの魔剣、ひかり。

　抜いて、エレノアとともに構えた。

　二振りの魔剣、全力の構え。

　それを見たロドトスがわずかに顔色を変えた。

「……何ダソレハ」

「今にわかる」

　第二ラウンド。

　魔剣の母娘とともにロドトスに肉薄する。

　互いにエレノアのみのときはほぼ互角だったが、ひかりを持ち出した時点で均衡が崩れた。

　おれが徐々にロドトスを押していった。

　パワーもスピードも反応もロドトスを上回って、五回に一度の割合でクリーンヒットを叩き込めるようになった。

　それを繰り返してダメージを蓄積させていく。

　すると当然の如く、更に力の差が開いていった。

　このままならすぐに──

「ウオオオオオ！」

　怒声とともにロドトスが大きく跳とんで下がった。

　そのまま自分の手のひらにエレノアを貫通させると、自らの血をエレノアに吸わせた。

　次の瞬間、エレノアから巨大な黒い玉が踊り出た。

　ロドトスの頭上に浮かび上がったそれは直径二十メートルはあった。

　頭上に浮かぶ玉を一瞥もせず、エレノアを構え直して振り下ろすロドトス。

　それに対応するかのように、巨大な黒い玉がおれめがけて飛んできた。

「こんなもの！」

（待て！）

（おとーさん、イオお姉ちゃんが！）

「──！」

　二人の声で思い出す。

　そうだ、イオを連れてきていたんだ。

　さっきからイオの姿を見てなかったが──いた！

　ロドトスとの戦いの最中。

　まるで地獄のような惨状さんじょうを呈ていしていた大地の隅すみで、イオはへたり込んでいた。

　すぐに駆けつけて、イオを庇かばうようにして前に立つ。

　そこに黒い玉が追いかけてきた。

　エレノアとひかりを構える。

「やれるか？」

（貴様次第だ）

「丸投げどうも！」

　魔剣のオーラを出す。イオごと包み込む。

　パワー全開で防御する。

　黒い玉がぶつかる。

　目の前が真っ暗になった。

　瞬間、全身にかつてないほどの衝撃が走る。

　身体の芯しんを突き抜けていくような重い衝撃。

　それに耐えきると、今度はまわりの空気が圧縮され、一斉に全身を押しつぶそうとするような圧迫感を加えてきた。

　広げたオーラごと全部押しつぶそうとする感覚。


「こんな──……ものッ！」



　ヘソの下辺りに力を溜ためて、一気に放出。

　パン！

　破裂音とともにようやく黒い玉が弾けた。

　それがまわりに飛び散って、飛び散った液体が地面や岩や木々までも溶かしていく。

　不意に視界が晴れた。

　そこにロドトスはおらず、代わりにガイコツやゾンビの大軍の姿があった。

「死霊の軍勢か！」

（懐かしいな）

　足止めのつもりか、それともおれをやったあとの後始末用にか。

　意図はわからないが、ロドトスが置いていった置き土産なのは間違いない。

　ざっと二百体はいたが、そいつらはサクッと瞬殺した。

　死霊の軍勢を片付けたあと、エレノアとひかりを納めて、イオの方を向く。

　まだへたりこんだままの彼女に、優しく手を差し伸べた。

「大丈夫か」

「う、うん……」

　焦点の合わないような目をしたイオが、何とか頭を上下させてこくこく頷く。

「どこにも怪我けがはないようだな」

　ちょっとほっとした。

　久しぶりの戦いに熱くなりすぎて、途中イオのことを忘れてしまっていたのは完全におれの失態だ。

　反省しないとな。

　そのイオはふらつきながらおれの手を取って立ち上がったが、身体はまだ震えていた。

「どうした、やっぱりどこか怪我したのか？」

「う、ううん。違うんです、違くて……」

　言いながらも震え続けるイオ。

　視線が泳ぐ。

　その視線がおれの腰に下げたエレノアで止まった。またイオがびくっとした。

（ふむ、我を見てそうなるか。ロドトスに怯おびえているのだな）

「さっきの男が怖いのか」

「……うん」

「そうか」

　ロドトスに怯えるイオを抱き寄せた。

　あごを摘まんで俯うつむき気味になった顔を上げると、何も言わずキスをする。

　唇を押し当てるだけのキス。

　三秒にも満たない短いキス。

「……カケルさん？」

「これでもまだ怖いか？」

「え、あ……そっか。カケルさんがいるんだ」

　イオがおれにしがみつく。

　その体勢のまま小さく頷うなずくと、ぎゅっと拳こぶしを握った。

　そして、顔を上げる。

　いつもの彼女、明るい笑顔が戻った。

「ありがとうカケルさん。もう大丈夫」

「そうか」

「でも、あれって一体何者だったんでしょう。エレノアさん……みたいなものを持ってましたけど」

「あれもエレノアだ。ちなみにヤツの名前はロドトス。かつての覇王らしいぞ？」

「あっ、ロドトスだったんですか……やっぱりカケルさんすごいなあ。ロドトスと同じくらい強い……ってえええええ!?」

　一呼吸遅れて、自分の口にした言葉のおかしさに気づいて声を上げるイオ。

　その顔が可愛かわいくて、説明する前にとりあえずもう一回キスをしてやったのだった。
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　エレノアにロドトスのことを聞く。

「あれは本物のロドトスだったんだな？」

（うむ。間違いなく本物だ）

「なら、あのエレノアも本物か？」

（戦おののけ。あれが我の全盛期よ。見た感じヤツロドトスは既に堕おちていたから、天下を取らせてやったあとだな）

　エレノアは楽しげに言った。

　とにかく両方とも本物だってことか。

「ってことはここは……何年くらい前だ？」

（さあ）

「さあ、って」

（長く生きすぎたのだ。そんな細かいことをいちいち覚えてられん）

　こいつ、開き直りやがった。

「あの、ロドトスでしたら四百年くらい前の人ですよ」

　イオが代わりに答えた。

「そうなのか？」

「はい。歴史書にも載ってますから、確かだと思います」

「なるほど、四百年前か……」

「ひょっとしてカケルさん、さっきのロドトスって……本当に本物だったんですか!?」

「ああ、状況から見るとそうなるな」

「いったいどうしてそんな……」

「〝素敵な冒険ペアチケット〟だ。どうやらおれたちはチケットの効果で、四百年前に素敵な冒険に来たらしい」

「ふむふむ。四百年前に素敵な冒険──って、ええええええ!?」

　それを聞いてまた盛大に驚くイオ。

「どうやらそういうことだ」

　金色のくじ引き券でゲットした素敵な冒険ペアチケットで飛ばされたのは、遥はるか四百年前の世界だった。

　こりゃ確かに素敵な冒険になりそうだ。
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　ひかりを人間の姿に戻しつつ、持っていたアイテムを確認した。

　魔剣エレノアはこの手にある。

　ひかりもいるし、ひかりは魔剣の姿にもなれる。

　異次元倉庫も開けたし、魔法コテージも出せた。

　持っているアイテムの中で唯一不都合があるのは、ワープの羽根だけだった。

「これだけは使えないな」

「飛べないんですか？」

「ああ。ロイゼーンにもメテオラにもレティムにも、というか、ありとあらゆるところに飛べない」

「おとーさんの羽根、こわれちゃったの？」

「いや。どうやらそういうわけでもないらしい」

　ひかりとイオから少し距離を取って、羽根を使ってみた。

　すると一瞬で二人の前に移動することができた。

　一度行ったことのあるところに瞬間移動できる、ワープの羽根。

　この場では使えるから、羽根そのものが壊れているわけではないようだ。

　時間移動をした影響で「行ったことのある場所」がリセットされた状態になったらしい。

「こわれてなくてよかったね」

「ああ……そうだな」

　笑顔でそう言うひかりの丸い頭を優しく撫なでつつ、これからどうしようかと考える。

「──ふっ」

「カケルさん？」

「いや、つい昔のことを思い出してしまってな」

　何もわからない、限られた情報の中で少し頭を悩ませていると。

　くじを引いてこの世界に来た直後のことを思い出した。

　ヘレネーを助けて、街を目指して、色々がむしゃらにやっていたときのことを。

　今はそのときと同じだ。

　ワープの羽根じゃないが、とにかく色々なものがある程度リセットされた状態と言える。

　もちろん完全にリセットされたわけじゃない。魔剣もある。アイテムも残ってる。

　仲間だっている。

　そんな状況での再スタート。

　強くてニューゲーム状態で、新鮮な気分だ。

　結局、おれたちはまずこの時代の街を探してみることにして歩き出した。

「そういえば、あいつはなんで襲ってきたんだ？」

（ロドトスのことか？　我も知らぬ）

「向こうにもお前がいたのに、覚えてないのか？」

（貴様と出会ったことなど記憶にない。そもそも覚えていたらひかりのことを忘れるものか）

「むっ」

　確かにそれはその通りだ。

　ひかりが生まれたとき、エレノアは驚いていた。

　過去──それこそさっきの戦いで既にひかりと出会っていたとしたら、記憶があるはずだから、ひかりが生まれたときに驚かなかったはずだ。

「そもそもあれだけ派手にロドトスと戦ったんだから、もしお前に記憶が残ってるなら、今日のことも少しくらい覚えてるはずだよな」

（うむ）

「謎なぞが一つ増えたな」

（女とはミステリアスなものだ）

　調子のいいことを言うエレノアにデコピンしてやった。
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　二時間くらい歩いたところで、ようやく小さな村に辿たどりついた。

　全くの郊外から、畑が続くあぜ道に入り、やがて辿りついたのはのどかな農村だった。

「なんだか人ひと気けがないように見えますね」

「いや、ちゃんといるぞ。みんな奥の方に集まってるみたいだ」

「みんな揃って奥に集まってるってことですか？　お祭りでもしてるのかな？」

「わからん。とにかく行ってみよう」

　イオとひかりと一緒に村に入ると、人の気配が感じられる場所まで進む。

　やってきたのは村の広場。

　そこには読み取れた気配通り大勢の人々が集まっていた。

　人々の中心には一人の老婆がいた。

　老婆は地べたに座って、自分の前に置いた水晶玉に手をかざしていた。

　その水晶玉の向こうに村民らしい別の男がいて、老婆と水晶玉を期待と怯おびえの入り交じったような目で見つめている。

「十日後、南へ旅立たれよ」

「十日後に、南ですか？」

「そうだ。そこでの出会いがお主ぬしの人生を変える。七が吉で三が凶。よいか、七が吉で三が凶じゃ」

「ありがとうございます！」

　言葉を聞いた男は膝ひざをついて老婆に頭を下げた。

「ねえねえおとーさん、あれってなに？」

「どうやら占いみたいだな」

　イオに視線をやると、彼女も小さく頷うなずいた。

　冒険者である彼女はこの手の人間をよく見ているはずだ。

「本物か？」

「わからないです。お金を取ってないから、詐さ欺ぎとかじゃないとは思うんですけど」

「ふむ、そうだな」

　おれたちはしばらく人の輪の外から様子を見守った。老婆や村人の話に耳を傾けた。

「まさかアカンサ様がいらっしゃるとは」

「お前よかったな、観みてもらえて」

「ああ。十日後か……頑張るぞ」

　しばらくそこで様子を見たり話を聞いたりしていてわかったのは、どうやら誰だれでも観てもらえるわけじゃないらしいってことだ。

　老婆は一人観終えるごとに畏敬いけいの目で見る村人たちを見回すと、その中から次に観る相手を指名していた。

　そして何人か観たあとで。

「お主ぬし。最後はお主じゃ」

　と、一人の女の子を指差した。

　村民から女の子に向けて羨望せんぼうとため息が注がれる。

　指差された女の子は慌てて老婆の前に立った。

　老婆は女の子を見つめると、またこれまでと同じように水晶玉に手をかざした。

「……辛く、苦しい、永劫えいごうに等しい地獄の苦しみがお主を待っている」

「え──!?」

　突然の物言いに女の子が言葉を失う。

　理由はわからないが、村民のこの老婆に対する信頼は信仰と同じくらいのレベルだった。

　その老婆からそんな言葉を掛けられたとなれば、ある意味死刑宣告を受けるのと同じだ。

「乗り越えよ。その先に一筋の光明がある。吉が一で凶が九。よいか、吉が一で凶が九だ」

「そんな……」

　絶句する女の子。

「違うな」

　おれは咄嗟とっさに横から口を挟んだ。

　村民の視線が一斉にこっちを向いた。

　戸惑いと──憤怒ふんぬ。

　そんな視線を不躾ぶしつけにおれに向けてきた。

　イオとひかりがたじろぐ中、おれは気にせず、人垣を割って入って老婆と少女の元に向かう。

「違うとはどういうことじゃ？」

「前半は合ってる。だが後半は間違ってる。だからそう言ったまでだ」

「ほう……？」

「辛く、苦しい、永劫のような地獄の苦しみ。確かにその通りだ。乗り越えた先に光明がある。そこも全く以もってそうだ」

　そう老婆に言ってから、少女を見た。

　知ってる顔だ。

　まさかここで見るとは思ってなかったが。

「吉が十で凶はゼロ。彼女の運命は最初からそう決まってる」

　そこにいたのは、愛らしい顔をした小柄な少女。

　タニア・チチアキス。

　死霊の軍勢の代わりにエレノアの使い魔になる未来を持つ少女だった。
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「お前は何者だ！」

「アカンサ様に失礼だぞ！」

「今すぐ非礼を詫わびろ!!」

　一瞬静まり返ったあと、村人たちが一斉におれをバッシングし始めた。

　やっぱりというか、よっぽどこのアカンサっていう老婆を尊敬してるんだな。

　ありとあらゆる罵ば声せいが飛んできたから、イオとひかりが怯おびえておれの服をぎゅっと摑つかんだ。

　エレノアは何も言わないが、面白おもしろがっていることだけは伝わってきた。

　当事者の一人、生きている方のタニアはその様子を見てあわあわしていた。

　そのとき、アカンサがすっと手を上げた。

　途端に村人たちの罵声が止まる。

　すごいなと思っていると、老婆に見つめられていることに気づいた。

　窪くぼんだ眼がん窩か、底の見えない瞳ひとみ。

　そんな瞳に見つめられた。

「気をつけなされ、異邦人よ──」

　アカンサがおれを見据えてそう言いかけると、一瞬黙った村人たちがまたざわめきだした。

　誰だれでも観みてもらえるわけじゃないのに、とか恨み節が聞こえてくる。

　どうやら老婆がおれに何か忠告しようとしていることが不満みたいだ。

　別におれが頼んだわけじゃないんだけどな。

　そんな外野を纏まとめて無視してアカンサに聞き返した。

　おれのことを異邦人って呼んだのが、少しだけ引っかかったからだ。

「何に気をつければいいんだ？」

「そなたの闇やみは深い。大きな、底知れぬ闇に覆おおわれていて、先が見えぬ」

（くく、間違いない。なんといっても我に取り憑つかれているのだからな）

　エレノアはますます面白がった。

　取り憑くというか、おれがエレノアを押さえているんだがな。

「だのに」

「うん？」


「十が吉で凶はなし。凶がなくて全すべてが吉。………………あり得ぬことだ」



　目を見開いてアカンサがそう言うと、まわりのざわめきが更に大きくなった。

　自分で占っておきながら、アカンサはすぐにぶんぶん首を横に振った。

　ばからしい。

　自分で観たものをそういって否ひ定ていしようとしているようにも見えた。

　真実を観て惑まどうアカンサ。

　それを見て、この老婆は本物だとおれは思った。
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　老婆がどこかに立ち去ると、広場に集まっていた村人たちも次々と散っていった。

　残ったのはおれたちとこの時代のタニアだけだ。

「あの……」

「うん？」

「さっきは慰なぐさめてくれてありがとうございました。おかげで気がちょっと楽になりました」

　タニアはそう言って頭を下げた。

　だが、言葉とは裏腹にまだちょっと表情は切なげで痛々しい感じだった。

「慰めなんかじゃない。おれは事実を言ったまでだ」

「え？　事実って……」

「お前、タニアなんだろ」

「はい。名前はタニアですけど……」

「タニア・チチアキス。氷の魔法が使えるよな」

「え!?　は、はい。ちょっとだけですけど。でも、どうして知ってるんですか？　水滴を一粒二粒凍らせる程度しか使えないから、誰にも使えるって言ったことないのに……」

　タニアは信じられないものを見るような目をした。

　そんな彼女を見て、おれは元の時代でタニアと出会ったときのことを思い出していた。
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　タニア・チチアキス。

　最初に彼女と会ったのはおれの屋敷の中だった。

　格安で買った屋敷は地じ縛ばく霊れいが棲すみ着いている幽霊屋敷だった。

　その地縛霊ことタニアは、屋敷に入る生者を襲い、氷の魔法をばんばん撃ってくる悪霊で、おれは一度それを退治した。

　そして、退治したからもういなくなったのだと思っていた。

　しかし、エレノアを手に入れて、エレノアの中から死霊の軍勢を追い出したあと、代わりにエレノアの中に入ってきたのがタニアだった。

　メイド服を着た可愛かわいらしい幽霊。

　屋敷に縛られていた彼女は、エレノアという新たな依より代しろを得た。

　そうして、はきはきしゃべる、明るい幽霊になった。

　そのあとは普通の人間には見えないし触れないという特性を利用して、数々の戦場で斥せっ候こうとして役に立ってもらっている。

　そんな幽霊少女タニアの生前の姿と出会うのは、エレノアに会った以上に驚く出来事だった。
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　その後、タニアの家に招かれた。

　……が、道行く彼女のあとをついていくと、なぜか村の入り口から外に出ることになった。

　あぜ道を通り、ここにやって来たおれとイオとひかりが辿ってきた道をずんずん逆に遡る。

　やがて田んぼさえもなくなって、ただの野原に出た。

「タニア、村から相当離れたぞ。いったいどこに行くつもりなんだ？」

「もちろんわたしの家ですよ。村から少しだけ距離がありますが、すぐそこですから」

「村の中に住んでないのか？」

「……はい」

　頷うなずくタニア。

（一瞬間があったな。何か事情があるようだ）

　そうみたいだ。

　何か力になれるかもしれない。せっかくだから話を聞いてみようかと思っていると。

「おとーさん、なにか来るよ」

「カケルさん、あれ！」

　ひかりとイオが同じ方向を指差した。

　その先を見ると、人ひと気けのなくなった野原に巨大な山ウシが一頭立っていた。

　山ウシはその名の通り遠目からはウシに見えるが、ウシの割には立派すぎるたてがみを持ち、鋭い牙きばも生えている凶暴な肉食獣だ。

「に、逃げましょう！」

　山ウシを見たタニアは慌てて来た道を引き返そうとした。

　そんな彼女の手を摑んで引き留める。

「大丈夫だ」

「でもあれは山ウシです！　すごく凶暴な生き物だから、目をつけられたら──」

「いいから見てろ」

　おれはエレノアに手を伸ばした。

　久しぶりの山ウシ──そうだな、今日の晩飯にするか。

「カケルさん」

「うん？」

「あたしに任せて」

「おう、そうか」

　握りかけていたエレノアから手を離して、ここはイオに任せることにした。

　イオは杖つえを持つと、スッと前に出る。

　肩で風を切って歩く姿は凜々りりしくて綺き麗れいだった。

　杖を構えたイオが呪文じゅもんを詠唱えいしょうする。

　直後、山ウシの頭上に黒い雨雲が現れて、轟音ごうおんとともに稲妻が落ちた。

　稲妻の直撃を受けた山ウシの大きな身体がゆっくりと崩れ落ちる。

　一撃で山ウシを仕留めたイオ。

　やるじゃないか──と思っていたら、彼女がちら、とおれを見た。

（いじらしいな）

「うん？」

（先の失点を取り戻そうとしているのだな、あれは。ロドトスのときは腰を抜かしていたから、ここで貴様にいいところを見せたいのだろう）

「なるほど」

　そんなこと別に気にしなくてもいいんだが……まあ、そういうことなら。

「よくやったイオ。いつもながらお前の雷のキレは見ていてほれぼれする」

「──っ!?　そ、そんなことないです！」

　頰を赤く染めて、イオはまんざらでもなさそうに顔を綻ほころばせた。

（褒め方がエグいぞ。この女殺しが）

「おれはただ思ったことをシンプルに言ったまでだ」

（くくく）

　楽しそうに笑うエレノア。

　褒められてニヤニヤするイオ。

　一方、タニアは目の前の光景に絶句していた。

　山ウシと、それを一撃で倒したイオとを何度もきょろきょろ見比べる。

　信じられない光景にまだ己の目を疑いながらも、その表情は徐々にイオへの憧あこがれに変わっていく。

　真っ赤になって、うっとりイオを見つめた。

　まるでジュリアとアグネを見ているかのようだった。

　こりゃ惚ほれたか？

「すごい……わたしもあんな風になれたらなあ──」

「なれるさ」

「え？」

「お前もああなれる」

「そんな……わたしなんて……」

「なれる」

　有無を言わせない口調で、そう言い切った。

「タニア、お前もああなれる。おれが保証する」

「……わたしも？」

「ああ。何せ十が吉で凶はゼロだからな？」

　そうはっきり断言してやると、タニアはイオを見つめたとき以上に頰を赤くして、俯うつむいてしまったのだった。
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　山ウシを倒したあと、再びタニアの家に向かって出発した。

　先頭で案内するタニア。

　そのあとをイオとひかりが並んで続く。

　おれは大きな山ウシを担かついで、一番後ろにくっついていった。

　山ウシを担いでいるのは、せっかくの獲物を今夜のおかずにしようと決めたためだ。

　晩飯にはいつもフィオナが作ってくれる山ウシの焼きめしを作ろうかと考えていた。

　先導するタニアはさっきからずっと頰ほおを染めたまま、そんなおれを何度もちらちら見ていた。

　彼女のあとを追いつつ、おれは一度こっちのタニアを呼び出して話を聞いてみることにした。

「あれはお前だよな？」

（わかんない。多分そうだと思うんだけど）

　メイド幽霊のタニアは、生きている方のタニアに比べてかなり明るい性格だった。

　明るくて可愛かわいらしくて、何かにつけておどおどしているあっちのタニアとは対照的だ。

　でも、顔や見た目はまったく一緒。

　よく似ている他人、というわけじゃなくて、どこかだけ違う本人。

　そんな二人のタニアだが、本人を以てしても過去の自分かどうかわからないという。

「多分そう、っていうのはどういうことだ？」

（あたしから見ても他人とは思えないの。だから多分あたしだと思うんだけど、残念なことに生きてたときのことはあんまり覚えてないから、よくわかんない）

「そうなのか」

（うん、だって気づいたらカケルに助けられてたくらいだもん。屋敷にいたときのことだって、ぼんやりとしか覚えてないくらいだし）

「そうか。お前も覚えてないか」

　エレノアもタニアも、この時代に会ったおれたち──会った自分について記憶がないという。

　いったい何なんだろうな、これ。

　なんとなくエレノアにデコピンして、肩をすくめた。

「まあ、こっちの方はもういい歳としだから、多少記憶が抜け落ちてても仕方ないけど」

（我をもうろく婆扱いするな）

「でも、覚えてないんだろ」

（……）

　ふてくされたような気配が伝わってきた。

　普段から得意げに過去のことばかり話しているだけに、ここで会ったことを覚えてないのかと指摘されると弱いみたいだ。

「ちなみにお前はどう思う？　あれはタニア本人なのか？」

（魂の色は一緒だ）

「へえ？」

（そういう意味では本人であることは間違いないな）

「ますます謎なぞが深まったな」

　エレノアみたいに唯一無二の存在なら、他人の空似とかないぶんわかりやすいのに。

　そんなことを思いつつ、タニアのあとをついていった。
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　ようやく着いたタニアの家は、ほとんど山の中という場所にあった。

　村からかなり離れた山の中。

　ひどく辺へん鄙ぴな場所に立つ、シンプルな造りの家。

　建物の造りもシンプルなら、家の中もシンプルだった。

　家具らしい家具はほとんどなくて、慎つつましくひっそり生きている、そんなイメージを受けた。

　持ち帰った山ウシはかなりのごちそうになった。

　冒険者歴が長いイオがうまく調理してくれて、エレノアを除いた四人で美味おいしく食べた。

　食後、ひかりは早々に眠そうにしていたので、イオに付き添いを頼んで一緒に寝てもらった。

「あの……ひかりちゃんって、カケルさんの娘さん……ですか」

　ひかりとイオが寝て、ようやく二人になったところでタニアがおずおず切り出した。

「そうだ。可愛いだろう？」

（親ばかも大概にしろ）

　頭の中でエレノアが突っ込むが、誰がなんと言おうとひかりは可愛い。

　ここは絶対に譲れんところだ。

「は、はい。すごく可愛いです。それで──」

「うんうん」

「その……じゃあイオさんが奥さん、ですか？」

「うん？　いや、違う」

「え？　でも」

　タニアは頭上におれとイオとひかりの顔を並べている様子で言った。

　なるほど。

　そういう勘違いか。

　おれとイオが夫婦で、ひかりが二人の愛まな娘むすめ。そんな風に見えたんだな。

「違う。イオはおれの妻じゃない」

「え？　じゃあ……？」

　イオとはどういう関係になるんだろうな。

　ある日いきなりパーティーに入れてほしいと言ってきて、そのあと一緒に冒険したり戦場に出たりしてるから。

「仲間、というのが一番近いのかもな」

「仲間……」

　その二文字を舌の上で転がして、今度は頭上に並べたおれとイオの顔を交互に見比べる。

「……わたしにもチャンスが」

　蚊かの鳴くような声でつぶやくタニア。

　なるほど、そういう意味で聞いてきたのか。

　それなら普通にある、と、答えてやりたかったが。

　おれは一旦いったんタニアから視線を外し、一見何もない横の空間をちらっと見た。

　話を聞いたあと、ずっと隣で浮かんでいるメイド幽霊、タニアの方を見た。

　彼女を見ていたら、言いたいことが自然と脳のう裏りに浮かんできた。

　おれは人間の方のタニアをまっすぐ見つめて、言った。

「お前に会いたかった」

「……え？」

「ずっと、こうしたいと思っていた」

　手を摑つかんで、ぐっと引っ張った。

　バランスを崩したタニアを抱き留める形になった。

「あっ……」

　小さい悲鳴を漏もらしたが、タニアはそれを拒まなかった。

　おれの腕の中で、服を──胸元むなもとをぎゅっと摑んできた。

　そこで幽霊タニアも横にやってきた。

　村娘タニアの横に並んで、おれを見つめる。

　普段は明るくてはつらつな顔が、切なく潤んでいる。

　タニア幽霊を見て、タニア人間の頭を撫なでて、あごを摘まんでキスをした。

　今度もタニアは拒まなかった。

　一瞬硬直しただけ。

　そのまま力を抜いてキスを受け入れた。

「……わたし、ずっと諦あきらめてました」

「諦める？　なんでだ？」

「わたしが生まれたとき、お母さんが夢を観みたらしいんです。お前の娘は呪われている。４９９個の災厄をその身に受けて、死んだあともこの世界で最も邪悪な存在に捕まって、成仏さえできないって」

　タニアの母親は予言師かなんかなのか？

　４９９個の災厄とやらがなんだかは知らないが、死んだあと、最も邪悪な存在に捕まるってところは完全に合ってる。

　うん、合ってる。

「実際、これまでも色々な災厄に見舞われてしまって、それで両親にも見捨てられて、ここで一人で暮らすようになったのですが……」

「なるほど」

「だからずっと諦めてました……カケルさんもそれを聞いて気味悪がるかもしれないですけど、でも、わたし──」

「気にするな」

「え？」

「おれがもう災厄なんか起こさせない。死んだあとの最も邪悪な存在とやらもどうにでもしてやる。なんだったら、尻しりを摑んで蹴けっ飛とばしてやる」

　エレノアは空気を読んだように笑い声だけ伝えてきた。


「カケルさん……っ！」



　おれの言葉にタニアはすっかり感かん涙るいして、ますますおれにしがみつくと、最後には泣き出してしまったのだった。
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「ごめんなさい。みっともないところをお見せしてしまって……」

「気にするな」

　これまで本当に色々あったんだろう。

　おれがそう言うと、タニアはおれの胸の中で更にわんわん泣いた。

　イオとひかりを起こさないように、それに彼女に存分に泣かせてやるために、おれは彼女を抱きしめたまま、そっと家の外に出た。

　タニアはそこでもうしばらく泣いて、まだしゃくりあげていたが、ようやく我に返ると、自分のいた場所が移動していることに気づいてちょっと驚いた。

「あれ？　わたし、いつの間に──」

「もう大丈夫か？」

「は、はい……ありがとうございます。カケルさんに頂いた言葉があれば、この先も、きっとわたし……」

「言っておくが、言葉だけじゃないぞ」

「え？」

「言葉だけじゃない。おれを信じろ。最も邪悪なるなんとかはおれがどうにかしてやる」

「!!　……はい、信じます。カケルさんのこと、信じます!!」

「いい子だ」

　おれはもう一度彼女を抱き寄せた。

　そのまま身体を預けてくるタニア。

　魔法コテージを出して、そこで彼女を──と思っていたら。

「おい、あそこに家があるぞ」

「人もいるみたいね。よかった。ここで聞いてみましょう」

　山奥の方から誰だれかの声がした。

　タニアは身体を強こわばらせると、ぱっとおれから離れる。

　そのあとすぐ明かりを持った二人組が現れて、こっちに近づいてきた

　離れたタニアは恥じらいながらも目を伏せつつ、どこか残念そうにちらちらおれを見る。

　おれもタニアと同じことを考えていた。

　まったく、空気を読まない連中め。

　とっととやり過ごして、改めて彼女を──

「すみません、ちょっと聞きたいことがあるんですが」

「この近くにマラトンの泉っていうのがあるって聞いてきたんですけど」

　更に空気を読まずにそう尋ねてきたのは、男女の二人組だった。

　どっちも若く、微妙に顔が似ている。兄妹かもしれない。

「マラトンの泉なら、山の反対側ですけど」

　住んでいるだけあってこの山のことに詳しいタニアが答えた。

「反対側？」

「山をぐるっと一周してきちゃったってこと？」

「あの、マラトンの泉に何か用ですか？　あそこって、動物たちはもちろん魔物さえ近づかないような、神聖で……違う意味で危険な場所ですよ？」

　心配そうな顔でタニアがそう付け加える。

　へえ、そんな場所があるのか。

　それを聞いた二人組は、怖おじ気けづくところか逆に興奮気味の表情を浮かべた。

「知ってるよ。だからこそ行くんだ」

「そうよ。マラトンの泉に行って、その神聖な力で邪王ロドトスと──」

「「魔剣エレノアを消滅させるために」」

（なんだと!?）

　二人組の男女から、ちょっと聞き捨てならない言葉が飛び出してきた。
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　タニアに頼んで、二人をマラトンの泉とやらに案内してもらうことにした。

　タニアは少し残念そうにしていたが、耳元で「ちゃんとあとで続きをしてやる」と囁くと、頰を真っ赤に染めてすぐに山道を歩く準備を整えた。

　たいまつを手に、夜の山道を先導して進むタニア。

　その後ろをついていく二人組の男女。

　更に後ろをついていくおれ。一応フォローしてる形だ。

　二人はロドトスとエレノアを消すという目的を持っているが、おれのエレノアはロドトスと戦った直後からオーラでしっかり隠している。

　魔剣が魔剣らしさを全開にしてる時代らしいから、無用な争いが起こるのを避けるためだ。

　だから、二人にエレノアがいるとばれないままついていくことができた。

　そうして山道を歩いていると、エレノアが話し掛けてきた。

（奴やつらの手助けをするつもりか？）

「どうなるか知りたいからな」

（どうもこうもなかろう。未来から来た我がこうしてここに存在している以上、あの二人組は何も成し遂げていないということになる）

「……」

（なんだ、その沈黙は）

　訝いぶかしみながら、ちょっとだけ不快な感情を覗のぞかせるエレノア。

　言いたいことはわかる。確かにエレノアの言う通りだ。

　ここに未来から来たエレノアがいる以上、この時代に消されたという事実は存在しない。

　ならば、この二人のことを気にする必要はない。

　その通りだ。本来ならそうだ。

　だが、立て続けにイレギュラーが二つも起きてしまった。

　ロドトスとの遭遇戦。

　生きているときのタニアとの出会い。

　ロドトスを操あやつっていたエレノアとも戦ったが、当のエレノアにはその記憶がないという。

　それに、魂の色が同じで同一人物のはずなのに、幽霊タニアは生きているときのことを全く覚えていないという。

　同一人物が二人、いずれも過去の自分とは繫つながっていないかのような証言をした。

　そこで、おれはある可能性を思いついた。

「並行世界、という考えはないか？」

（なんだ？　その並行世界とやらは）

「シンプルに言うと、この世界は一つじゃなくて、いくつか重なって存在するって考え方だ。その重なって存在している世界が、いわゆる〝並行世界〟だ」

（ふむ？）

「お前にとって一番わかりやすく説明するなら、おれと出会った世界と、出会わなかった世界。その二つが両方存在すると考えるといいかもしれないな」

（その仮定が成立するなら、それだけで世界は二つ並行して存在することになるな？）

「そうだ。たとえ話だが、もしおれとお前が出会わなかったら、どこが一番変わると思う？」

（……ひかりが、生まれない）

　久しぶりにエレノアの語気に深刻さが混じった。たとえ話だろうが。

「そうだ。もしエレノアとおれが出会わなかったら、ひかりは生まれなかった」

　偶然マリがエレノアの封印を解いてしまったから、おれはマリを助けることになって、結果としてエレノアを持つことになった。

　そして、その直後にひかりが生まれた。おれと──エレノアの娘として。

　だが、もしマリがエレノアを解放しなかったらどうなっていたか。

　その後に繫がる全ての出来事が起こらない並行世界が誕生していたはずだ。

「偶然か必然かは別として、この世には、あらゆることが起きたり起きなかったりした両方の世界が並行して存在するのかもしれない。それが今も生まれ続けてるのかもしれない。何しろマリが封印を解かなかっただけでひかりのいない未来ができてしまうんだから」

（なるほど。つまりここはかつて我のいた世界と酷似してはいるものの、その実別の並行した世界ということか）

「そういう可能性もあるってことだ」

（そうなると、奴らの動きによっては我がここで消し去られてしまうような未来──並行世界が生まれることもあり得るな？）

「まあ、あいつらでは無理だろうがな」

（それでもないとは言い切れんぞ。我とて全知全能の神ではない。不老ではあるが、不死ではないのだからな。その日はいずれ必ずやってくる。ここで……ということもあるやもしれん）

「確かに……それはそうかもな」

　何ごとにも百パーセントというのは存在しないからな。

　それを率直そっちょくに平然と認めるエレノアはやっぱりエレノアだなと思いつつ、話を続ける。

「それでもここが並行世界なら、何かあったとしてもおれたちは元の世界に戻ればいい。並行世界で何があったとしても、それは並行世界の先で生きてるおれたちの問題だ。だが、もし世界が一つしかなくて、この世界の結果が元のおれたちの時代に繫がってたとしたら」

（ふむ。もし世界が一つしかなければ、ここで我が消えると未来の我も消える、と？）

　さすがエレノア。理解が早い。

「並行世界を例に挙げておいてなんだが……その可能性はある。少なくともおれはそう思う」

（なるほど。話はわかった）

　エレノアは納得した。

（いいことを思いついたぞ）

「なんだ、いいことって」

（貴様がロドトスを倒せ。ロドトスを倒して貴様──ああいや、あの娘マリにしか解けない封印を我に施すのだ。そうすれば途中が変わってもあの未来に辿たどりつける）

「全盛期のお前を倒して、更に封印するのか」

（貴様ならできよう。使い手としては貴様の方が上だ）

「考えとく」

（まあどうであれ、我は消されるわけにはいかなくなったな）

「ああ、お前は消させない」

（頼りにしているぞ。ひかりのためにもな）

　ちりーん。

　ほとんど反射的に、エレノアにデコピンした。

　指が刀身を弾はじき、高級な風鈴のような、透き通った綺き麗れいな音がした。

　自然とデコピンになった。

　言葉よりも先に指が動いた。

　そうじゃない、お前のために──なんて言うのは妙に恥ずかしかったからだ。

　他ほかの女たちになら同じセリフを平気で言えるのに、エレノア相手だとなぜか言えない。

　こいつ相手だと、妙に意地を張ってしまう。

　……不思議だ。

「……ああ、ひかりのために」

（頼りにしているぞ、パパ殿）

「こっちこそだ、ママ様」

　言いたいことは言えなくて、おどけた言い方をしてしまう。

　本当、なんでだろうな。

　不思議だ。
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　タニアの先導でどんどん山を登っていく。

　ただ、通るのはちゃんとした山道ばかりじゃない。

　獣道っぽいところも通って、まるで迷路の中を進んでいくような感じだった。

「なあ、本当にこっちで合ってるのか？」

「あなた……本当に道を知っているんでしょうね？」

　案の定、若い男女二人が不満を漏もらし始めた。

　恩知らずにも、苛々いらいらした様子でタニアに文句をぶつけている。

「……ほ、本当です。こっちで合っています」

「ふぅん？　ならいいんだけど」

　タニアに言われて不承不承引き下がる。

　そもそも合っていようが間違っていようが従うしかない。

　二人にはタニアしか手がかりがないのだから。

　それでも直後にまたタニアが正規の山道を逸れて獣道に入ると、二人は明らかにムッとした。

（まあ、ただの人間ではこの程度だろう）

「だからおれは最初から大したことない連中だと言っただろうが」

（確かにあれに全盛期の我とロドトスが倒されることはないな？）

　エレノアはクスクス笑ってから、真剣なトーンで続けた。

（だが間違いなく近づいている。我の力と正反対──神聖なる力に近づいているのを感じる）

「この二人がお前を消滅させようとする方法そのものは合ってたってことか」

（ああ。少なくとも方法だけは合っているようだな）

　そうか、とおれは思った。

　エレノアが感じているのと同じものをおれも感じていた。

　タニアが先導して向かう先。

　多分マラトンの泉とやらがある方角から、清らかな力が押し寄せてくるのを感じる。

　それはエレノアの力、おれが使いこなしている漆しっ黒こくのオーラとは対極にあるもの。

　それが徐々に強く、いや、濃くなっていくのを感じる。

　これだけの力があるのなら──おれは少し身構えた。

「おい、あれ！」

「わっ、あれはオピス様。神の使いオピス様よ!!」

　ここに来て二人組が歓喜の声を上げた。

　二人の視線の先に目をやると、そこには巨大な蛇がいた。

　たいまつがあってもほとんど視界がないような深夜の山中にあって、淡く輝く身体で辺りを照らす白い蛇。

　神聖な力は、そいつから発せられていた。

「ね、ねえ。例のアレを」

「お、おう。わかってる。か、神の使いオピスよ、我らに──」


　──っ！



　思わず身体が動いた。

　地を蹴けると即座に突っ込んで、タニアの身ををかっさらうと、横に跳ぶ。

　生臭い風が今さっきまでタニアがいた背後を駆け抜けた。

　前兆なく白い蛇──オピスが放ってきた攻撃からタニアを救出して振り向くと、そこにいたはずの二人は既に首を刎はねられ、息絶えていた。

　絶命の瞬間まで何が起きたか理解できなかった二人の身体がくずおれる。

　白い蛇は二人の死に何の感情を見せることなく、更に襲いかかってきた。

　おれたち二人を纏まとめて飲み込めるほど巨大な口を開いて嚙かみついてきた。

「きゃああああ！」

　タニアを抱いたまま大きく跳んで下がる。

　一旦いったん距離を取った。

「に、ににに逃げましょうカケルさん」

「ああ。だが素直には逃がしてくれそうにないみたいだ」

「あっ！　追ってきます!!」

「あの調子だと、逃げてもずっと追い掛けてきそうだな」

　白い蛇からは強い敵意を感じた。

　地の果てまでも追い掛ける、そんな執念のこもった敵意が伝わってきた。

「そんな……ど、どうしたら!?」

「安心しろ。おれがヤツを倒してやる」

「えっ？　でもどうやって……」

「いいからここから動くな。おれに任せろ」

　抱えていたタニアを下ろし、まっすぐ目を見つめてそう言うと、彼女はおずおず頷うなずいた。

　タニアを安全な場所に移してから、大きく前へと進み出て、エレノアを抜く。

「やるぞ」

（奴は骨が折れるぞ。覚悟するがいい）

　そう言うエレノアの口調からは、オピスについて何か知っていることが窺うかがえたが、今はそれを詳しく聞いている余裕はなかった。

　白い蛇はまたものすごい勢いで突っ込んできた。

　今度は尻しっ尾ぽを鞭むちのようにしならせて振ってくる。

「はあああ！」

　エレノアで振ってきた尻尾を両断した。

　鱗うろこがやたら硬い。

　斬った手がちょっとしびれるくらい硬かった。

　尻尾と本体を真っ二つに斬り離されて、地面に転がる白い蛇。

「なんだ、見掛け倒しか？」

（……ここからだ）

「むっ？」

　再び白い蛇が動き出した。

　両断した切断面がもにょもにょ蠢うごめき、切断面からそれぞれ再生しだした。

　しばらくすると、全く同じ蛇が二匹になった。

「斬ったところから再生するのか？」

（奴やつらの特性だ。我ら魔剣に斬きられると、奴らは斬られた側から再生するのだ）

「ということは、二つにたたっ斬ると？」

（うむ。斬ったときのダメージはあるが、もう一つ同じものが生み出されるということだ）

　そう説明するエレノア。

　やっぱりこいつのことを知ってたみたいだ。

「やたら詳しいな」

（ここで会うとは思わなかったが、こいつのこと自体はよく知っている）

「あとで知ってることを洗いざらい話してもらうぞ」

（ああ。ここを無事に切り抜けられればな）

　再生し終えた蛇が二匹同時に突っ込んできた。

　エレノアを振って、また二匹とも真っ二つにする。

　すると今度は二匹から四匹になった。

　見た目は全く同じ。

　戦い方も、持っている力も同じ。

　一匹でも厄介やっかいだった蛇が、今では全く同じ力を持った四匹の蛇になった。

「……面倒だな」

（貴様の天敵だな）

「お前のだろ！　なあ、分裂しても斬ったときのダメージは残るってことは、こいつらも体力自体は減ってるんだよな？」

（ああ。斬った分だけな）

「なら！」

　四匹になって上下左右と襲いかかってくる蛇をめった斬りにした。

　一匹あたり五回。

　エレノアで斬ざん撃げきを叩たたき込こんで細切れにする。

　普通のモンスターなら、こうして細切れになった時点で絶命しているところだが、この蛇はそこから更にパーツごとに再生して三十匹近くになった。

　深夜の山を埋め尽くすほどの白い蛇。

　身体が放つ白い光が、周辺をまるで昼間のように照らし出す。

　面白おもしろい。

　逆に面白くなってきた。

　久しぶりに面白くなってきたぞ。

　こいつらどこまで斬ったら殺せるんだ？

　それを試すべく、エレノアを握って、オーラを身体に纏って。

　今度はこっちから白い蛇に向かって突っ込んでいった。

「うおおおおお！」

　斬って、分裂させて。

　斬って、分裂させて。

　斬って斬って斬って、分裂させまくって。

　あっという間に蛇の数が三桁けたを超えた。

　そいつらの攻撃を受けて、躱かわして、反撃する。

　木々が薙なぎ倒たおされ、山の地形さえ変わるほどの戦い。

　そのうちの一匹が、離れたところにいるタニアに向かっていこうとした。

　それを見たタニアが「ひゃあ!?」と腰を抜かした。

「誰だれがそっちに行っていいと言った？」

　尻尾を摑つかんで引き留める。

　止まったところをエレノアでめった斬りにした。

　メチャクチャに斬りつけて、原型がないくらいの挽ひき肉にくにしてやった。

　ついにそいつは再生しなかった。

（……体力の限界を超えたのだ）

「ふむ、このくらいやれば再生しなくなるのか」

　意外に体力がなくて、ちょっと拍子抜けした。

　拍子抜けすると、もはや「うじゃうじゃ」と言っていいくらいの大群に向き直る。

　数だけは軽く野球場一つ埋まるくらいになっていた。

　ある意味壮観だ。

　そいつらに向かって、エレノアとともに突っ込んでいく。

　分裂の限界に達した蛇どもを、一匹また一匹と無限に殺して回った。

　一匹から生まれた蛇の大群を殲滅せんめつした頃には、すっかり夜が明けていた。
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「上機嫌だな」

（ああ。敵とはいえ、こうも久しぶりだと旧友に会ったような気分になってくる）

「こういう奴らとは、だいぶ長い間遭遇そうぐうしてなかったのか？」

（うむ。気がついたらいなくなっていたな。我と使役した誰だれかが根絶やしにしたのだろう）

「そうなのか」

（これでも我の天敵なのだ。今回は一匹だったが、これが十匹、いや百匹纏まとめて現れたときのことを想像してみるがいい）

「さすがにキツそうだな」

　想像してげんなりした。

　倒せないわけじゃないが、三桁けたに増殖するこいつらが複数同時に出てくるのは見たくない。

「……でも、お前は天敵と言う割に嫌がってないみたいだな」

（天敵ではあるが懐かしいというのには変わりはない。それに分裂は我相手にしか発動しないからな）

「魔剣相手にしか分裂しないってわけか……ってことは」

（これ一匹とイオが戦うと？）

「十匹までなら同時に倒せそうだな」

　頭の中で白い蛇とイオの力を比較してみた。

　魔力がグングン成長して経験も積んだ今のイオなら、十匹ぐらい同時に倒せそうだ。

　エレノアの言い分が確かなら魔剣相手以外分裂しないらしいし。

　分裂しないなら、そんなに大した敵じゃない。

「今度遭遇したら、他人イオに丸投げすればいいのか」

（うむ。あやつらが我相手に特化しすぎた結果だな。それに──）

「それに？」

（かつては貴様がいなかったからな。だから天敵だった）

「だった？」

（ああ。だが今は貴様がいる。貴様となら我でも十匹までは同時にやれそうだ）

「む」

　最後に不意打ちを食らった気がした。

　エレノアを納めると、タニアがものすごく驚いてこっちを見ていることに気づいた。

「どうした、タニア？」

「……」

「タニア？」

　返事がない。

　完全にフリーズしているようだ。

　どうしたんだ？

　もう一回強めに呼んでみよう。

「タニア！」

「──はっ!?」

「どうしたんだ一体」

「あ、あの……カケルさん……じゃなくて、あの」

「うん？」

「カケルさんは──、ひょっとしてロドトス様……なのですか？」

「ああ、そういうことか」

　思わず腰に下げたエレノアを見た。

　ロドトスと戦った直後からずっと迷彩オーラで隠してきたけど、戦いに夢中になりすぎて、無意識にそれを解いてたみたいだ。

　確かに今のエレノアはオーラを纏っていなかった。

　これなら誰にでも見える。

　そして……この時代では。

「わたし、昔ロドトス様の神剣を遠くから見たことありますけど、カケルさんの腰にある剣とそっくりです」

「なんだ、お前昔は自分のこと「神剣」って名乗ってたのか」

（名乗ってはいない。覇は道どうの途中で周りが勝手に付けたのだ）

「似合わねえ!!」

（うるさい！　……くく。だが我もそう思う）

　笑うエレノアを尻目にもう一度タニアを見た。

　彼女はものすごく怯おびえてる──というか、恐縮していた。

　まあ、この時代のロドトスっていえば、世界を統一した覇王だからな。

　そのロドトスがいきなり目の前に現れたとしたら、普通の村娘が気き後おくれするのは当然だ。

　さて、どう返すかな。

（カケル）

　タニア──幽霊メイドの方のタニアが声を掛けてきた。

　普段はエレノアの中にいるから声は聞こえないが、意識してタニアが話しかけたいと思えば、剣の中からおれに呼び掛けることもできる。

「なんだ？」

（今回の件、あたしに任せてくれないかな？）

「こっちのタニアに事情を説明するのか？」

（うん。この際だから、あたしが懇切丁寧こんせつていねいに説明しちゃう）

「……わかった、任せる」

　エレノアにそっと触れて、タニアを外に出してやった。

　半透明のメイド幽霊が出てきて、村娘タニアの前に立った。

　それでもこのままじゃ普通の人間には見えないから、力を注そそいで見えるようにしてやった。

　すると、半透明なのは変わらないが、普通の人間でも見たり触ったりできる幽霊になった。

「──きゃあ!?」

　突然目の前に自分と同じ顔をした幽霊が現れたのを見て、タニアがのけぞって尻餅しりもちをついた。

『は・じ・め・ま・し・て。タニア・チチアキスだよ』

「え……わたしと一緒の名前？　それに、顔もわたしと同じ……」

「タニア、あとはよろしくな」

『うん、まかせてよ』

　尻餅をついたタニアを起こして、この場は一旦いったん二人きりにしてやった。

　おれはエレノアと一緒に、神聖な力の流れを辿たどってマラトンの泉に向かい、白蛇以外で何か後始末が必要なものがないか見てくることにした。
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　その場に残されたメイド幽霊と村娘。

　片方はニコニコしていて、もう片方は困惑しきっていた。

　見た目は全く同じ。

　にもかかわらず、見た者が感じる印象はまるで正反対だ。

　メイド幽霊の方はニコニコしていて明るく、亡者だというのに一緒にいると楽しくなりそうな雰囲気を持っている。

　村娘の方はよく言えば控えめ、悪く言えばおどおどしていた。生者ではあるが幽霊のように、どこか重い雰囲気を纏っていた。

　二人はまるで生死が逆のように見えた。

　そんな二人が向き合ったまま、しばしのときが流れた。

「どうして、顔、わたしと一緒なんですか？　それに、名前も……」

『あたしにもよくわからないけど、あたしって、どうやらあなたみたいなんだ！』

「え？　あなたが──わたし？　い、一体どういうことですか？」

『あたし、未来から来たの。ていうか、カケルに連れてきてもらったんだけどね？』

「み、未来から？　ええええええ!?」

『付け加えるなら、未来のあたしはとある屋敷で怨霊おんりょうになってて、そこをカケルに助けてもらったんだ。怨霊だったときのことはよく覚えてないけど、怨霊になっちゃったことで、たぶん長い間ずっと苦しんでたと思うの』

「長い間、怨霊……あっ」

　村娘タニアはハッとした。

　何かを思い出したように、パッと村の方を振り返った。

『そそ。だから、アカンサって人の占い。多分当たってるんだよ』

「吉が一で凶が九……」

『あはは。そこは信じなくていいって。カケルは吉が十って言ったでしょ？　カケルの言うことは全部本当なんだよ。あたし、カケルに助けられてすっごい幸せ。まさに吉が十以上だよ』

「そっか、そうなんだ……あ、でも、未来から来たって、一体どうやって？」

　村娘タニアは幽霊タニアが説明した「カケルについて」の部分には不思議と納得しつつも、それ以外、未来から来たという点については理解も納得できていない様子だった。

『うーん、そこはそれ、そのあたりのことを理屈で説明するのは難しいんだけど……とにかくあたしは幽霊だからか、もうわかっちゃってるんだ──』

「何を？」

『だから、あなたとあたしは同じ人だってこと!!』

「え、それは……」

『えい！』

　そこまで言うと、幽霊タニアは村娘タニアに抱きついた。

　カケルに人から見たり触れたりできるようにしてもらったとき、幽霊タニアの方も人や物に触れられるようにしてもらっていた。

　だから、抱きついた。

　思わず、抱きついた。

　瞬間、二人の身体が光りだした。

　抱きついて──ふれあった瞬間、光りだした。

　ドクン。

　重なり合った鼓動が──片方にはないはずの鼓動が、互いに合わさって耳元で響いた。

『あはは。やっぱりそうだったね。そっちにもちゃんと伝わったって感じられたよ！』

「うん……すごくわかったし、伝わった。あなたはわたしで──」

『あたしはあなた！』

　抱擁をやめて一歩分距離を取ると、手を取り合う二人。

『会えてよかった』

「わたしも。今すごく不思議な気分。それに……」

『ちょっと、幸せ？』

　にこっと、ちょっとだけイタズラっぽく微笑みながら尋ねるメイド幽霊。

　村娘はそれに笑顔を返すと、こくり、と頷うなずいた。

　時空を超えて出会った同じ魂。

　その心は今──通じ合った。

『それじゃ、もっともっと幸せになれる方法を教えてあげる！』

「もっともっと……幸せに？」

　きょとんとした表情でそう聞き返す村娘。

　最初の頃の陰鬱いんうつとした空気はすっかり消えて、瞳に期待の光があふれるようになっていた。

『うん！　世界で一番幸せになれる方法だよ!!』
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　マラトンの泉に行くと、案の定そこにはもう一匹白い蛇がいた。

　相変わらず斬きると分裂する面倒な奴だったが、おれとなら十匹までは同時に倒せると言ったエレノアの期待を裏切るわけにはいかない。

　だから、一瞬で叩き斬って、分裂した奴まで皆殺しにした。

　蛇が死んだ瞬間、マラトンの泉は文字通りただの泉になった。

　近づけば近づくほど濃くなっていっていた神聖な力も、その瞬間跡形もなく消え去った。

　念のため辺りを一回りして他におかしな力がないことを確認。

　それから元の場所に戻った。

　そこには先程と同じ、二人のタニアがいた。

　タニアが二人いるのは同じだが、その表情はさっきまでと全然違っていた。

　生きている方の村娘タニアはなぜか恥ずかしそうに俯うつむいていて、メイド幽霊の方のタニアは、その横に浮かぶと、そんな村娘タニアと手を繫つないでニコニコしていた。

「話は終わったのか？」

『うん。あたしが理解できてるところまで納得してもらえた。だってあたしたちこうだもん』

　幽霊タニアが繫いだ手を掲げるようにしてみせた。

　二人が繫いでいる手はぼんやりと光っているように見えた。

『あたしたち二人が同じ人間だってこと、お互いにわかり合えたからね！』

「なるほど、同じ魂だからってことか？」

『うん！　そうみたい!!』

「……」

「で、そっちのタニアはなんでさっきから俯いたままで、何もしゃべらないんだ？」

『あはは。恥ずかしがってるんだよ。自分じゃ言えないみたいだからあたしが代わりに言うね。というか、あたし自身のことでもあるんだけど──』

　幽霊タニアはそう言っておれをまっすぐ見つめると、続けた。

『カケル、エッチして』

「ああ」

「そ、即答……!?」

「なんだ、嫌なのか？」

「わ、わたしでいいの……？」

「もちろんだ。さっきも続きはあとでと言ったはずだが？」

　言いながら近づくと、村娘の方のタニアを抱き寄せてキスをしようとした。

『待ってカケル！』

　が。

　幽霊タニアが間に割り込んできてそれを止めた。

「なんだ？」

『あのっ、あたしも──』

　さっき真剣な顔をして想いを告げた幽霊タニアが、今度は急に恥じらうように言った。

『……あたしも、一緒に』

「はい。わ、わたしたち一緒に、あの、その……」

『してほしいの』

　同じように恥じらっても、言えない村娘タニア。

　恥じらっていても、どこか積極的な幽霊タニア。

　タイプと反応は違うが、二人とも同じ気持ちのようだった。

　そんな二人を見る。

　もちろん問題などどこにもない。

　村娘タニアをお姫様抱っこして、オーラで幽霊タニアの手を引いて。

　魔法コテージを出すと、二人を連れ込んで、ベッドの上に寝かせた。

　人間と幽霊。

　同じ顔をした、同じ魂の二人。

　初めての二人を代わる代わる、一晩中可愛かわいがってやった。







[image: ]




　朝。

　おれは温ぬくもりに包まれて目を覚ました。

　目を開けると、二人の少女が身体を寄せながらおれを見上げているのが見えた。

　タニアとタニア。

　顔が全く同じつくりの二人。

　一糸纏まとわぬ裸のまま、二人とも穏やかな表情でおれを見つめていた。

　表情まで同じで、いよいよ見分けがつかなくなった。

　……と思ったら、やっぱり見分けがついた。

　徐々に目が朝日に慣れてきたからだ。

　未来のタニアはうっすらと身体が透けていて、過去のタニアは実体だ。

　逆光の中、それが唯一二人を見分ける方法だった。

「おはようございます、カケルさん」

『おはようカケル』

「おはよう。二人ともよく眠れたか？」

『ムリだよ。だってこんなに幸せで、ドキドキしてるんだもん。ねー』

「はい……わたしもまだドキドキしてます……」

　しゃべり出すとまたちょっと違いがわかる。

　幽霊の方はやはり快活かいかつで、人間の方はまだちょっと控えめだ。

　といっても、その差は昨日に比べてだいぶ縮んだ。

　村娘タニアの方が引っ張られて引き上げられたようだ。

　悪くない、とおれは思った。

　うん、悪くない。

『そうだカケル、このままだと、あたしたちの区別がつかないよね？』

「いや、そんなことはな──」「ちょっと待ってください」

　二人のタニアはものすごく息の合った動きで、どこからともなくからリボンを取り出すと、そのリボンで互いに髪を結い合った。

　透けている方のタニアは左の側頭部に。

　実体のある方のタニアは右の側頭部に。

　結う側だけ変えて、同じ細さと長さのサイドテールを結った。

　そんな二人が左右に並ぶと、まるで写し鏡のようだ。
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「なんだそれは」

『これであたしたちの見分けがつくでしょ？』

「どうでしょう？」

「ああ、二人とも可愛かわいいぞ」

『あたしが言いたいのはそういうことじゃなくて……べ、別にそれでもいいけど！』

「ふふ……確かにそれでもいいですよね？」

　そういうことじゃないと言いながらも、二人ともまんざらでもなさそうに微笑んだ。

　さて。

　こんなに可愛い二人となら朝からもう一回戦といきたいが、タニアの家に残してきたイオとひかりのことが気になった。

　イオは今やＳランク冒険者だし、大魔道士やら百雷やら、ものすごい異名がついている。

　ひかりはひかりで、そもそも人間じゃなくて魔剣だ。

　だから二人が危険な目に遭うとか、そういう方面での心配はしてないけど、何も言わず出てきたから、おれたちがいないことで逆に二人に心配を掛けてしまっているかもしれない。

　それはよくない。

　だから仕方ない。

　一旦いったん帰るか、と二人に言った。

　二人は頷うなずくと、互いに服を着せ合った。

　それを見ておれも服を着ようとしたが──

『ちょっと待って！』

「わたしたちがします」

　二人のタニアは自分たちの身支度もそこそこに、おれの服を奪いとるようにして、着るのを手伝ってくれたのだった。

　幽霊タニアの方は出会ったときからメイド服姿だから、そうしてもらうのに違和感はなかったが、村娘タニアの方は半分裸のような格好で服を着せようとしてきたから、もう一回したくなるのを我慢するのが大変だった。

　服を着たあと、二人と一緒に魔法コテージを出た。

　それを小さく戻して異次元倉庫にしまうと、代わりにワープの羽根を取り出す。

「わあ……」

　一連の動きを初めて見た村娘タニアが感嘆の声を上げた。

『あっ、飛ぶんだね』

「そうだ」

「飛ぶ？　飛ぶってどういうことですか？」

「まあ見てろ」

　ワープの羽根をかざすと、二人を連れてタニアの家にワープした。

　これでまた村娘タニアのびっくりする顔が見られる──と思ったら。

　タニアの家の前に着いた途端、天から雷が落ちてきた[image: ]

「ふっ!!」

　とっさのことに、エレノアを抜き放ってガードする。

　二人のタニアがそばにいるから、守るようにオーラを展開して、完璧かんぺきにガードする。

　連続して、重い衝撃が来た。

　一回、二回、三回、四回──

　これは……知ってる。

　雷が百発連続で落ちてくる、イオの必殺技だ。

　一撃一撃が必殺級の雷をガードして、弾いていく。

　ぎゅっ。

　村娘タニアがおれの裾すそを摑つかんだ。

　ガタガタ震えていた。

　いきなりのことで怯おびえてるみたいだ。

　しっかりとガードしつつ、あごを摘まんでキスをする。

「安心しろ。何があってもおれが守ってやる」

「！　──はい!!」

　一瞬きょとんとしたあと、大きく頷くタニア。

　震えが止まった。いい子だ。

　おれはそのまま雷が落ちきるのを待った。

　雷の雨が止んだあと。

「これで決まりね──って、カケルさん!?」

「おう」

　煙の中から現れたおれに驚くイオ。

「ど、どうしてそこに!?」

「ワープの羽根で戻ってきた。それよりなんで百雷陣を──ああ、こいつか」

　言いかけたところで、背後に殺気を感じた。

　振り向くと、そこには見慣れた白い蛇がいた。

　昨日のと同じヤツだ。

　ここまではぐれてきたのか。

　イオはこいつに対抗するために大技を放ったんだな。

「フルパワーで撃っちゃったんですけど、大丈夫ですか？　カケルさん！」

「ああ、問題ない」

「無事なのは嬉しいですけど、それはそれで複雑な気分です……」

　フルパワーの魔法を喰らっても無傷なおれにイオが凹んでいた。

　それよりもこいつを片付けよう。

　おれのやる気に気づいてひかりがやってきた。

「おとーさん」

「ああ」

　魔剣の姿に戻ったひかりを手に取って、魔剣の母娘で白い蛇を瞬殺する。

　昨日と同じように大量分裂したが、ひかりもいたから半分くらいの時間で瞬殺できた。

　きっちり殺しきって戻ると、村娘タニアが絶句して呆然としているのが見えた。

「すごい雷……女の子が魔剣……エレノアが二本……？　え、え、えええええ!?」

　村娘タニアは目の前の光景にすっかり混乱していて、幽霊タニアはそんな過去の自分を温かい目で見守っていたのだった。







[image: ]




「いきなり雷でお出迎えしてごめんなさいカケルさん」

　白い蛇を倒しきったところで、イオがもう一度謝ってきた。

「気にするな。ただの事故だし、割り込んだのはこっちだ。それより状況を説明してくれるか」

　おれは地面に山のように転がっている蛇の死体を見下ろしながら聞いた。

　倒す過程で大量に分裂したから、辺り一帯が蛇の死体であふれ返っていた。

「それが──わからないんです。起きたらいきなりあの白い蛇が襲ってきて」

「そうか」

　そういうイオは下着にマントという一風変わった姿だった。

　寝起きを襲われて、そのぐらい慌ててたっていうことか。

「でも、こんな風に分裂するモンスターだったんですね……カケルさんが帰ってきてよかった。わたし一人じゃどうしようもなかったかもしれない」

「そうでもない。お前一人でも楽勝だった」

「そ、そんなことないですよ……」

「いけるさ」

「──はい!!」

　断言してやると、イオは嬉うれしそうに、それでいて恥ずかしそうに頷うなずいた。

　慰なぐさめに取られたかもしれないけど、今はそれでもいい。

　機会があったらもう一回やらせてみればわかる話だ。

　しかし、目障りだなこの蛇の死体。

「跡形もなくみじん切りにするか」

「あっ、後片付けならわたしに任せてください」

「おう、それじゃ任せることにするか」

　よくわからないが、イオがやる気だったから彼女に任せた。

　イオは帽子を被り直すと、意気込んで魔法の杖つえを構える。

　瞬間、魔力の高まりを感じた。

（ほう？）

　エレノアも反応するほど巨大な魔力の流れだ。

　立ちこめる魔法の光がイオを包み込んで、無風の中、マントが激しくなびく。

　その魔力は杖の先端に集中していき、やがてそこで一つの小さな玉になった。

　ピンポン球程度、子供のひかりの手にも収まりそうなサイズ。

　そんな魔力の玉が、杖の先でバチバチと雷を纏まとっていた。

「それは？」

「雷の玉です。敵がいるときは敵に向けて飛ばすんですけど……今回はこうします！」

　そう言うと、イオは魔法の杖を動かす。

　雷の玉もイオが動かした杖の先端にくっついたまま動いた。

　そして、イオがゆっくり魔法の杖の先を下げて白い蛇の山に向けると、玉が死体に当たり、音もなく削り取った。

　そのまま杖の先を左右に動かす。

　すると、まるで強力な洗剤が汚れを拭き取っていくように、雷の玉が死体の山を削り取り、塵ちりに変えて霧散させていった。

「……と、まあ、こんな感じです！」

「すごいな。普段はそれを敵に向けて飛ばすのか？」

「はい。この圧縮した雷の玉が、触れたものを塵に変えていくんです。アグネとジュリアとの会話にヒントをもらって、ちょっと前に開発しました」

「へえ、やるじゃないか」

「そんなことないですよ……」

　イオは照れながら、雷の玉をぴょこぴょこ出したり消したりしてみせる。
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　Ｓランクの冒険者、大魔道士、百雷のイオ。

　おれは、出会った頃に比べるとだいぶ成長したなあ、と思った。

　ふと、人間の方のタニアがまた絶句しているのが見えた。

「どうしたタニア」

「わたしも……イオさんみたいになりたいです」

『なれるよー』

「え？　な、なれるかな」

『うん！　あなたはあたしだからね。少なくともこんな風にはなれるよ』

　幽霊タニアはハイテンションでそう言うと、タニアの家に取り憑ついた。

　彼女が憑いた家はガラッと雰囲気が変わって、直後、空に向けて氷の矢を撃ちまくった。

　まるで強固な要塞が敵を迎撃するかのように、大空に矢を撃ちまくった。

　これはタニアだけが持つ特殊能力だ。

　長年あの屋敷の地じ縛ばく霊れいだったことで、建物に憑いて要塞化する能力を持ったみたいだ。

　おれは普段から外に出ていく方だから、もったいないがタニアのこの能力はあまり活いかせずにいた。この先どこかで役に立ちそうな気もするが。

　ひとしきり矢を撃ったあと、幽霊タニアは家から離れて元に戻った。

『ほら、こんな風にね』

「すごい……あなたもすごい人だったんだ……!!」

『すごい人って、あたしはあなただよ？　だからあなたもなりたければこうなれる。大丈夫!!』

「そう、かな……」

「じー」

　いつの間にか人間の姿に戻ったひかりが、タニアの前に立って彼女をじっと見上げていた。

「な、何？」

「おねえちゃん、おとーさんのおんなになった？」

「……え？」

　ひかりのストレートな質問に、タニアが一瞬で真まっ赤かになる。

「あー！　そうなんだね！」

「そ、それは……」

　タニアはちらっとおれを見ておずおずと頷くと、そのまま恥ずかしそうに俯うつむいた。

「それならきっと大丈夫だよ！　おとーさんのおんなになったら『いーおんな』になれるって、みんな言ってるから！」

「そ、そうなの？」

「うん！　みんなすごくなれるんだよ！　ねっ、おかーさん？」

（我は元からすごいがな）

「でも、デルフィナおねえちゃんが言ってたよ。おかーさんも丸くなったって」

（んな──!?）

　絶句するエレノア。

「はは。さすがデルフィナ。実際に体験した人間だからこそ感じる何かがあったんだろうな」

（……ひかり、今度からあやつのことはデルフィナおばさんと呼んでやれ）

「やめろ」

　大人げないエレノアにデコピンした。

　そんな会話をしているうちに、イオは蛇の死体を綺き麗れいさっぱり掃除していたのだった。
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　イオやタニアと一緒に村に戻った。

　例の男女は失敗したわけだが、あいつらの「エレノアを消す」という言葉が気になった。

　だから村に戻るなり、アカンサという占いババアに会ってエレノアのことも観てもらうか、それかエレノアのことを聞こうと思った。

「ねえねえおとーさん、なんだかみんなが騒がしいね」

「どうやらまた村民が一箇所に集まってるっぽいな。今回も占いか？」

「違うみたいです。みんながいるのは何かお触れが出たとき札を立てる場所ですから」

「お触れ？」

「はい」

　一応はこの村の民のタニアが言った。

　おれたちはタニアが説明してくれた立て札のところにやってきた。

　そこには予想通り村民みんなが集まっていて、立て札を見て口々に何か言い合っていた。

　タニアは一瞬おれにちらっと目をやると、意気込んで走っていった。

　そして、札をじっと見つめている中年の村人に話し掛けた。

「あの、何かあったんですか」

「ああ、タニアちゃんかい。ロドトス様がねえ、また兵を集めるってさ」

「兵隊さんを？　ロドトス様はもう天下を統一されたのに？」

「それが、今度戦う相手は人間じゃないんだって」

「人間じゃない？　それじゃ何と戦うんですか？」

「えっと、なんだっけ……そうそう」

　中年女は立て札をもう一度見て、言った。

「竜王オリビアの討伐とうばつ、だってさ」


「──っ！」



　竜王オリビア？

　竜……オリビア。

　それってまさか。

「おーちゃんのこと？」

　ショックを受けたようなひかりのつぶやきに、おれは思わず眉まゆをしかめたのだった。
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　オリビア。

　オリビアは、かつておれが戦ったドラゴンだ。

　ドラゴンについては、前にデルフィナからこう説明されていた。

『ドラゴンは、力も魔力も強く、知性もかなり高い超生物である。

　それ故ドラゴンは強い矜きょう恃じを持ち、「力ある者」としての振る舞いを意識して動いている。

　そんなドラゴンは死ぬ間ま際ぎわにロウソクの最後の煌きらめきの如く、あるいは超新星の如ごとく、力も身体も爆発ばくはつ的に増大する。

　そのときは知性も理性も消滅し、ただ暴あばれるだけの存在に成り下がる。

　その状態のドラゴンは身体の色からレッドドラゴンと呼ばれ、人々に恐れられている。

　ドラゴンは強い矜恃とプライド故に知性なく暴れ回るだけの存在になって晩節を汚けがすことを恐れるため、そうなる前に自分で人生の幕を下ろすことが多い。

　それでも、稀に生に執着して、生きるためにもがいた結果、力に呑のまれてレッドドラゴン化する者もいる』と。

　デルフィナの言葉を借りるとオリビアはその稀な一匹で、レッドドラゴンになってメルクーリ王国を暴れ回り、千人以上の死傷者を出した。

　そして、そんなオリビアをおれが倒した。

　巨大な赤い竜。

　彼女はおれが戦ってきた相手の中でも一二いちにを争うほど手強い相手だった。
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　ようやく少し人が捌はけたところで、おれも立て札を眺めた。

　なるほど、ロドトスはオリビアを倒すために兵を集めているわけか。

（よもやここに来てまた知っている名前が出てくるとはな）

「おれからしたら、お前とオリビアは同等の存在。どっちも人間の寿命を遥はるかに超えた種族だ。お前と会ったあとじゃ、オリビアが存在してたって別に驚かない」

（ふむ、それもそうか）

「しかし、ロドトスとオリビアか……正直言うと、どっちにもそんなに興味はないな」

　立て札を眺めながらつぶやく。

　この過去の世界で気になっていることは一つ。エレノアを消滅させるために動いてる勢力だ。

　もしこの過去とおれたちがいる時代が繫つながっているのなら、その勢力が何をやってるのかを見み極きわめて、場合によっては叩たたいておいた方がいい。

　だから、ロドトスがオリビアを倒そうとしていることなんてどうでもいい。

　そう思ったんだが。

「……おーちゃんと会いたいな」

「よし、じゃあ会おう。今すぐ」

（おい待て！　それでいいのか貴様は！）

　エレノアが速攻で突っ込んできた。

　基本、おれが考えることはエレノアにある程度伝わっている。

　細かいところまでは伝わらないが、大まかな方針や感情は彼女に筒抜けだ。

　もちろん、このあとにおれがエレノアを消滅させようとする勢力を叩こうとしていることも既に伝わっている。

　だからこその、このツッコミだった。

「ひかりがオリビアに会いたいって言ってんだ。どっちを優先させるかなんて、火を見るより明らかだろ」

（くっ、この親ばかが）

「じゃあお前は止めるのか？」

（むっ？）

「ひかり、おかーさんがダメって言ってるぞ？」

「え……？　おかーさん、ひかり、おーちゃんに会いに行っちゃだめ？」

　ひかりが淋しそうな目でエレノアをじっと見つめた。

　願いが届くか心配そうに、でもどこか期待するように、上目遣うわめづかいでエレノアを見つめる。

（ぐっ）

　ひかりのおねだりを絶対に一いっ蹴しゅうしたりできないエレノア。

　こいつ、おれのことを親ばか親ばか言うが、実際のところおれ以上に親ばかだからな。

　さすがにひかりからこんな風におねだりされたら──

（そ、そうだな。過去のオリビアがどのようなヤツなのか、見ておくのもいいかもしれんな）

　断れないに決まってる。

　視線を彷徨わせながらお為ごかしを口にする姿は、もう親ばか以上で愛嬌あいきょう満点という感じだ。

　さて。

　それじゃ決まった。

　ひかりのためにオリビアに会いにいこう。

　エレノアの件はそのあとだ。

「……で、オリビアはどこにいるんだ？」

　行くこと前提でタニアに話を振った。

「ごめんなさい、知らないです」

『あたしも』

（我はこの時代にもオリビアがいることを今知ったのでな）

　身内でも知っていそうな連中、この時代と繫がっている三人は、一斉に知らないと答えた。

　同じ魔剣だが、ひかりはもちろん知らない。

　イオもこの時代にはまだ生まれてもいないから、知っているわけがない。

　と、思っていたのだが。

「わたし、知ってるかもしれません」

　予想に反して、イオがそんなことを言いだした。

「知ってるかもしれないって、どういうことだ？」

「前にギルドの依頼を受けたことがあるんです。ドラゴンたちを調査して、レッドドラゴンになる恐れのあるものがいるかどうか確認しろって依頼でした」

（かなり難易度の高い仕事だぞそれは。プライドの高いドラゴン相手に『お前、最後死ぬ前にちゃんと自分でケジメつけられるんだろうな？』って聞いて回るようなものだからな）

「だからイオに話がきたんだろ。今のイオはギルド屈指の冒険者、エースだからな」

「そんな──買いかぶりすぎですよ……」

　イオは恥ずかしそうに頰を染めてから続ける。

「それで、オリビアさんのことも色々調べました。オリビアさん、レッドドラゴンに変わる前は、永くエデッサというところに生涯棲すんでいたようです」

（それは貴重な情報だな。そんな機会でもなければそう簡単には辿れまい）

「助かったぞイオ」

「はい。よかったです！　それでその、カケルさん……」

　イオはもじもじすると、物欲しげにおれのことを見つめた。

　すぐにイオが何を求めているか理解して、抱き寄せてキスをした。

　舌をねっとりからませる濃厚なキス。

　求めたご褒美をゲットしたイオは、うっとりした様子で身体を預けてきた。

　人間の方のタニアがハッと息を呑のんだ。

　ずいぶん羨うらやましげにおれたちのことを見つめてくる。

　一方、まだ立て札の前に残っていた村民は「なんだこいつら」と敵意のこもったような視線をおれたちに送ってきた。

　どうでもいいから無視しよう。

　外野は一切気にせず、たっぷり濃厚なキスをして、それからイオを離してやった。

「それじゃエデッサに向けて出発しよう。ところでエデッサってどこにあるんだ？」

「ごめんなさい。知っているのは地名だけで、そこまでは……」

　イオが申し訳なさそうに言った。

「いや、気にするな。タニアは知ってるか？」

「ごめんなさい。エデッサという地名は聞いたことがありません」

「エレノアは？」

（知らんな）

「ひかりも……まあ知らないよな」

　さっきのイオの件があったから一応聞いてみたが、ひかりもぷるぷると首を横に振った。

「近くまで行けばわかるかもしれないけど……おーちゃんといつも一緒にいたから」

「そうか。仕方ないが、困ったな」


「──っ！　ちょっと待っていてください」



　俯きながら「わたしも、ご褒美……」とかぶつぶつ呟いていたタニアは、急に走り出すと、村民たちに熱心に聞いて回り出した。

　タニアってあんなキャラだったっけ？

　聞かれた村人たちも驚いてるみたいだ。

　だが、奮闘虚むなしく、しばらくして落胆した様子で戻ってくると。

「誰だれも知りませんでした……」

　そう言うなり、ものすごく肩を落としてため息を吐いた。

（イオのように役に立ってご褒美をもらおうとしたんだろうな）

　なるほど。

　落ち込みすぎて可か哀わい想そうに思えてきた。

　あとで何か理由をつけてキスしてやろうと思った。

　それはいいんだけど。

　オリビアの件──オデッサ行きをどうするか。

（ならば募集に応えて兵士になればいいのではないか？　ロドトスはオリビアを討伐とうばつするのだ。兵士としてついていけばそのうち会えるだろう。そうでなくとも、途中で情報くらい得られるだろうさ）

「ふむ、名案だ。それもそうだな」

　結局、おれは立て札にあった兵士募集に応じることにした。





☆






　タニアの住む村を出て、ファーラーという街にやってきた。

　さっきまでいた閑静な農村と違って、この街はそこそこ賑にぎわっていた。

　タニア曰いわく、ここいらで一番大きな街で、村民が出稼ぎにくることも少なくないそうだ。

　そのまま立て札に書かれていた集合場所に向かう。

　屈強な男たち。

　杖つえを持っている魔道士たち。

　そこには見るからに「戦えそうな人間」があちこちに佇たたずんでいた。

　兵士の中に紛まぎれ込こむことになるから、変な目で見られないよう、迷めい彩さいオーラでイオ、タニア、ひかりの三人を普通の男の姿に変えた。

　エレノアと同等以上の力を持つ者でなければ見破ることができない迷彩オーラ。

　これを纏まとわせておけば安心だ。

「あとはオリビアにやられないようにしないとな。討伐に行くんだから、一戦交えるのは免れないとしても」

（大丈夫だろうさ。なにせ貴様はレッドドラゴン化したヤツをも倒せたのだからな）

「そうか。まあ、せいぜい油断しないようにするさ」

　エレノアと頭の中でそんなやりとりをしながらまわりを見た。

　ここにはいろんな人間が集まってきていたが……正直、大したヤツはいなさそうだった。

「こんな奴らをいくら集めても、オリビアには敵かなわないんじゃないのか？」

（おそらく捨て石にでもするつもりなのだ）

「この時代のお前がか？　それともロドトスが？」

　なんとなくどっちがそう思うのかが気になった。

（さあな）

　エレノアは目を逸らしてごまかした。

　まあ、言いたくないならどっちでもいいか。

　さて。

　あとはいつまでここにいればいいかだが──

「……ひかり？」

　そのとき、ひかりが一人の男のことをじっと見つめていることに気づいた。

　若い男。

　ぼんやりした顔の、あまり記憶に残らないような、特徴のない、どこにでもいる男。

　パッと見、優やさ男おとこではあるが……まさかひかりっ!?

「お前なんかに娘はやらんぞ!!」

　なんてセリフが一瞬頭に浮かんでしまったおれ。

　が。

「おーちゃん!!」

「え？」

　ひかりはいきなり走り出すと、その優男に抱きついた。

「うん、やっぱりおーちゃんだ」

「おろ？　あなた……ひょっとして人間じゃない？」

　訝いぶかしげにつぶやく優男の声は、男ではなく、明らかに女のものだった。

　まさかこいつ本当にオリビアなのか？

　しかしなんで？

　それに、どうやって？

（くくく、ひかりに一本取られたな）

　おれが不思議がっている横で、エレノアが楽しげに言った。

　とりあえずデコピンしておいた。
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「お前が──オリビア……？」

　おれは目の前の優男やさおとこを見た。

　そいつはどう見ても人間で、しかも男だ。

　オリビアという名前。

　そして、前にオルティアから聞いた話。ひかりから聞いた話。

　全部総合すると、オリビアってのはメス──女だったはずだ。

　それがどうして男に……？

「オリビアだと!?」

「どこにいる!!」

「また紛まぎれ込んだのか！」

　おれのつぶやきが、そこにいた連中の間で水に投げ入れた小石のように波紋を広げた。

　騒ぎを聞きつけた兵士たちも一斉に集まってきて、ぐるりと優男を取り囲んだ。

　直後、兵士たちは無言のまま優男に飛びかかった。

　とっさにひかりの手を摑つかんで輪から引っ張り出すと、近くに引き寄せる。

　優男はあっという間に兵士たちに取り押さえられて地面に組み敷かれた。

　だが、こんな状況だというのに、その表情には不安も焦あせりも見当たらない。

（本物だな）

「……ああ」

　エレノアのつぶやきに同意する。

　この状況で全く動じないでいられるなんて、オリビアでなくともただ者じゃない。

「おろろ、ばれちゃったね。うーん、完璧かんぺきに偽装したと思ったんだけどなー」

「観念しろオリビア！」

「誰だれか、すぐに将軍に知らせよ！　屠と龍りゅう槍そうを持ってきてもらえ！」

　優男を組み敷いている者以外の兵士がまた一斉に動き出した。

　次の瞬間──世界の色が変わった。

　空の色。

　地面の色。

　建物の色。

　ありとあらゆる色が反転した。

「……な、なんだこれは!?」

「気をつけろ！　何か企たくらんでいるぞ！」

「ええい、やられる前に殺やってしまえ！」

　残った兵士たちが動揺して攻撃を始めた。

　地面に押さえつけられた優男に対し、槍や矢や魔法など、あらゆる攻撃が同時に放たれた。

　だが、それらはすぐに弾け飛んだ。

　兵士たちが──爆煙とともに吹っ飛ばされた。

　そうして、ここにきてようやく煙の中から巨大なドラゴンが姿を現した。

　人より遥はるかに巨大だが、記憶にあるレッドドラゴンよりは一回り以上小さい。

　それでも、代わりにその瞳ひとみには知性とあふれんばかりの威圧感を誇っていた。

　ドラゴン──竜王オリビア。

　目の前にいるのは本物だと、おれは確信した。

　オリビアは色が反転した世界の中で暴あばれ回った。

　尻しっ尾ぽで兵士を薙なぎ倒たおし、前足で別の兵士を摑むと、骨をボキボキ折った。

　纏まとめて襲ってきた兵士の一団には、口から火を噴いて黒くろ焦こげにしていく。

　ひかり、タニア、イオを守りながらそれを眺めていると、不思議な現象に気付いた。

　オリビアにやられた兵士たちは死んだままだが、オリビアが壊したり焼いたりした建物は、自動で修復されていく。

　まるでビデオの逆再生を見ているかのように、元に戻っていく。

　自分に害なす人間は戻さない。

　でも壊した街だけは元に戻す。

　なるほど、これがこの反転した世界の効果か。

　向かってくる兵士を全て一掃したあと、オリビアの視線がおれたちに向けられた。

　いよいよこっちに来るか──と思ったが。

「『十界百雷陣』」

　イオがそれを牽制けんせいするには些いささか大きすぎる魔法を放った。

　全力の落雷を同じ空間に、百発纏めて放つ彼女の必殺技。

　牢ろう固こな要塞さえも軽く打ち砕く強力な魔法だ。

　雷は全部オリビアに直撃した。雷の一発一発が爆音を轟とどろかせる。

「やった!?」

　雷が止み、イオがそうつぶやいた直後。

　煙の中から尻尾が飛んできた。

　イオはとっさに魔法陣を展開したが、間に合わず、砕かれて吹っ飛ばされた。

　飛ばされるイオに追いついて、キャッチする。

　そのまま異次元倉庫から魔法の玉を取り出すと、たった今負った傷を治してやった。

「ごめんなさいカケルさん」

「気にするな」

　安全な場所にイオを下ろして、彼女を庇かばうように前に出る。

「おろろ、こんなおっきな魔法が使える人間が紛れてたなんてびっくり。おっ、なんかもっとすごいのもいるね？」

「お前がオリビアか」

「そういうあなたは？」

「名乗るほどの名はない。あえて言うなら無名の男だ」

（くく。この時代では、だがな）

「おろ、おろろ？」

　煙が完全に晴れて、無傷のオリビアが姿を見せた。

　巨大な首を左右に繰り返し傾かしげておれを見つめる。

「すっごいよく見たら……なんか隠してる？　なにこれ」

「──ふっ！」

　隠していたエレノアを抜いて斬きりかかった。

　完全には見抜けなかったようだが、何かあると悟られてしまった。

　エレノアの迷めい彩さいオーラ。彼女を包み隠すオーラ。

　エレノアと同等以上の力を持っていないと見破れないはずなのに、オリビアはそこに何かがあると気づいた。

　このまま受け身でいるのは危険だ。だからこっちから仕掛ける！

　エレノアで斬りかかった。

　オリビアが竜の爪つめでそれを受けた。

　力がぶつかりあって巨大な爆発ばくはつが起きる。

　イオが起こした以上に大規模な爆発が起きた。

　それに合わせてギアを上げる。

　一気にトップギアに繫いでいく。

　たとえレッドドラゴン化していなくても、このオリビアも十分強い。

　少しでも手を抜いたら、すぐに命の危険に直結するだろう。

　だから、おれはエレノアを抜くと初手から全力で斬りかかった。

　一方、全力を出したせいでオーラを維持できなくなった。

　エレノアの姿が丸見えになった。

　エレノアを見たオリビアがつぶやく。

「おろ、なるほど。この会場にロドトスが紛れ込んでたんだ」

「お前、エレノアとロドトスの関係を知ってるのか？」

「おろ？　でもなんか違くない？　あなたロドトスじゃないよね？　誰？　エレノアのこと、ロドトスから寝取ったの？」

「嫌な言い方をするな」

「まいっか。倒したら全部わかるっしょ！」

　おれの話を聞いてるのかいないのか、オリビアも一人納得すると、ギアを上げてきた。

　オリビアとの戦いは想像以上に激しくなった。

　エレノアを使って斬りつけたと思えば、付けたはずの傷は一瞬で治り、逆にそのまま尻尾を使った反撃を喰らった。

　エレノアでガードしても身体ごとふっ飛ばされるほどの衝撃。

　おれは飛ばされた勢いを利用して建物の外に飛び出した。

　追いかけてきたオリビアの尻尾を摑むと、ぶん回して崩れかけた建物に放り込む。

　街を壊し、その街が自動で直った頃に、また壊す。

　オリビアとの激しい攻防が続いた。

　戦況はほぼ互角。

　さて次どうするかと思っていたら。

「おろろ、このままじゃいかんねえ」

　一瞬攻撃の手を止めたオリビアが、何か考えるように「んー」と天を仰いだ。

「なんだ？　今更弱音を吐くのか？」


「まさかまさか──逆だよ！　ここらで一つ、パワーーーーアップゥ」



　微妙に気の抜ける掛け声とともに、オリビアはガッツポーズみたいに前足うでを高く突き上げた。

　何のつもりだ、と一瞬判断に迷った。

　パワーアップと言いながら、力が上がったようには感じられなかった。

「ふん、ただの脅しか？」

（来るぞ!!）

「むっ！」

　突然右の方向から、炎が渦巻きながら飛んできた。

　エレノアで弾くと、今度は間髪入れず左から無数の氷の槍が飛んできた。

　全部叩き落としたと思ったら、続いて地面がひび割れて、いきなり足場を奪われた。しかも空からイオの魔法の十倍はある雷が落ちてくるというおまけつき。

　それにも全てきっちり対処。

　一つ一つ、全部弾いたり防いだりしていると──

「……すごいね、あなた」

　背後からオリビアの声が聞こえてきた。

　オリビアはその巨体に似合わず、決して気取られないほど超スピードで背後に回っていた。

　そのまま大きな前足が突っ込んでくる。

　受け止めたおれごと地面に深さ二十メートルの大穴が空いた。

「ふぅ、ざっとこんなもんかな──ってあれ？」

　前足を引いたオリビアが、目を丸くした。

　目の前にある光景が信じられない、って顔だ。

「エレノアが……二本？」

　オリビアの攻撃を防いだエレノアと。

　その直前に飛び込んできた、ひかり。

　母娘の魔剣。

　二振りの魔剣で、オリビアの攻撃を完全に防いだ。

　深さ二十メートルほどの穴から飛び出した。

　色が反転した世界の中で、たった今空いた穴は自動的に修復されていった。

「強い」

（うむ、下手したらあのレッドドラゴン化したオリビアより強いかもしれんな）

（おーちゃんよりも？）

「パワーはわずかに劣ってる。だが、動きの速さに戦術──いや、戦闘センスはこっちの方が圧倒的に上だ」

（若さと知性のなせる業わざだな）

（おー、さすが若いころのおーちゃんだね！）

　一呼吸置いて、戦闘が再開された。

　魔剣が二本に増えたことで戸惑ったオリビアに猛攻を加えた。

　全力──１２０％の力で。

　エレノアだけじゃない。

　ひかりも加えた、おれの全力で。

　エレノアだけなら……拮抗きっこう。

　だが、ひかりもいるなら？

　おれはエレノアで尻尾を両断すると、ひかりでかぎ爪のついた前足を飛ばした。

　よろめくオリビアを蹴けり上げて、おれ自身も飛び上がると、空中で更に蹴り飛ばして地面に叩きつけた。

　巨体が地面に巨大なクレーターを生み出した。

　ドラゴンはクレーターの中で這はいつくばるような姿勢になった。

　当然のように必死に起き上がろうとするが、何度でも上から頭を叩いて同じ姿勢に戻す。

　ようやく大勢が決した。

　もがくオリビアに、ひたすら土下座のようなポーズを取らせ続けた。

　彼女を圧倒してそうした。

　最後には、飼い主の指示を聞かない犬を躾しつけているような、そんな気分になっていた。
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　オリビアを倒したあと、反転した世界が元に戻った。

　彼女が手を掛けた人間は誰一人戻らなかったが、建物や地面──生命のないものは元の姿に戻っていく。

　それを確認すると、おれは女たちとオリビアを纏まとめて、一緒にワープの羽根で移動した。

　移動したのはマラトンの泉。白い蛇と戦ったところだ。

　この時代にはまだ拠点にしている場所がなかったから、一番おれの印象に残っていて邪魔が入りそうになかったこの場所に飛んだ。

　イオとタニア、ひかりと、女たちを安全な場所で休ませてから、改めてオリビアと向き合う。

　彼女はドラゴンから人ひと形がたの姿に戻っていた。

　もちろん優男の姿ではなく、女の子の姿だ。

　その頭には角つの、背中には翼。

　まさしく竜人、といった見た目をしている。

　一方で、人の姿としてもかなりの美少女だった。

　勝ち気な雰囲気を醸しつつ、妙に底の深さを感じさせる瞳ひとみ。

　一言で言えば、おれ好みの女だ。

「あいたた……。まさかこのあたしが人の子に負けるなんてね」

「今まで負けたことなかったのか？」

「ないね。あたしが人の子に負けるなんてあり得ないよ。あなた一体何者？　ロドトスの坊やの変装とかじゃないよね？　あいつこんなに強くないはずだし」

　オリビアは地べたにあぐらを組むと、疑いを込めた目でおれのことを見上げてきた。

　おれは立ったままそんな彼女を見下ろした。

　ドラゴン特有の、知性の光を湛たたえた瞳を見つめた。

　なんとなく、こいつには本当のことを話してもいい気がした。

「おれは結城ゆうきカケル。未来から来たんだ」

「……へえ？」

「知っての通りこいつはエレノア。ただ、お前が知ってるエレノアじゃない。おれが住んでる未来から、おれが連れてきたエレノアだ」

「おろろ。なるほど、だからエレノアなのに微妙に違う感じがするわけだ」

「微妙に違う感じって……そんなことがわかるのか？」

「うん、有名人だからね、エレノア」

（くく）

　有名人と言われたエレノアが上機嫌な笑い声を漏もらした。

「そかそか、未来からかあ。面白おもしろいね」

「随分あっさり信じるんだな。もしかして、他ほかに時間移動の事例でも知ってるのか？」

　彼女の知識にちょっと期待した。

　くじ引きで得た〝素敵な冒険〟。

　時間移動でここに来たまではよかったけど、エレノアとタニアの件が立て続けに起こって、しかも謎が解ける手がかりもないから、ちょっと困っていた。

　だから、もしオリビアが時間移動について知っていることがあれば助かる。

　そう思ったのだが。

「うんにゃ。全然知らない」

「知らないのに信じたのかよ！」

「だって、なんとなくそういうのもあるんだろうな、って思ったし。だいたい時間移動って、言葉にしたら言うほど不思議なことでもなさそうじゃない？」

「……いい性格してるな、お前」

「ありがと。あなたもねー？」

　オリビアはにこりと笑った。

（なるほど聡明だな。さすがドラゴンなだけはある）

「今エレノアがお前のこと褒めたぞ」

「それは嬉うれしい」

　オリビアはそう言ってから、ちょっとだけ真顔になると、おれを見つめて聞いてきた。

「それで、人の子は逆に、未来のあたしのことを何か知っているのかな？」

「ああ。一戦交えた。さっきのお前よりも手て強ごわかったぞ」

「おろろ？　あたし、もう全盛期過ぎてんだけど？」

「……レッドドラゴン、だ」

「ありゃ、あたしレッドドラゴン化しちゃったの？」

　オリビアは意外そうな顔をした。

「ああ、レッドドラゴンになった」

　彼女にそのあたりのことを教えた。

　レッドドラゴンになった彼女と戦って、倒して。

　そして、彼女がチビドラゴンになって、ひかりとまるで親友のようになっていることまで。

「へぇ……転生したんだねえ。それで、ひかりってもしかして？」

「ああ」

　頷うなずくと、それまでうずうずしながら待っていたひかりが、魔剣から人の姿に戻った。

　そしてオリビアに抱きつく。

「おーちゃん！」

「おろろ、すっごい仲良しっぽいじゃないの？」

「うん。おーちゃんとひかり、すっごく仲良しだよ！」

「そかそか。あたしの次の人生も捨てたもんじゃないみたいだね。まさか魔剣の女の子と友達になれるなんて。可愛い魔剣ちゃんのお名前はなんていうのかな？」

「結城ひかりだよ！」

「へえ……って、ユウキ？」

　オリビアはおれとひかりを交互に見比べて、不思議そうな顔をした。

「ひかりはおとーさんとおかーさんの娘だよ」

「お父さん？」

　オリビアがおれを指す。おれは黙って頷いた。

「お母さん？」

　今度はエレノアを指した。彼女は返事ができないから、そっちも代わりに頷いてやる。

「魔剣を孕はらませたってこと!?　しゅごいぃぃぃい！」

「おい、ひかりの前で変な言い方するなよ」

「そりゃ変にもなるよ！　魔剣、しかもあのエレノアを孕ませたってことでしょ？　そんなの、すごいにもほどがあるって!!」

　ものすごくテンションを上げて、すごいしゅごいと連呼するオリビア。

「それにしても、エレノアをねぇ」

「まあ、そういうこと──だっ!?」

　なんとなく返事をしようとしたら──ものすごい殺気を感じた。

　殺気の主は──オリビア！

　彼女はいきなり飛びかかってきた。

　魔法を放ちつつ、人の姿でも変わらず鋭い爪つめで抉えぐってきた。

　いきなりなんだ！　と思いつつも魔法を受け止め、カウンターを顔面に叩たたき込こむ。

　やべ。

　あまりに強い殺気だったから、手加減できなくて全力でカウンター叩きこんじまった。

　オリビアはトラックにはねられたかのように、ものすごい勢いですっ飛んでいく。

　それから木々を十数本薙なぎ倒たおして、ようやく止まった。

「おーちゃん！」

　ひかりが心配そうに駆けていく。おれも小走りで向かった。

「あいたたた……」

　砂煙の中、オリビアは自分の顔を──おれのカウンターを喰くらった顔をさすっていた。

「何てことするのよ、人の子」

「お前こそ、いきなり何のつもりだ？」

「あ、いや……ちょっと確認がてらにね」

「確認がてら？　何をだ？」

「あたし、たった今、どうして自分がレッドドラゴンになったのかわかったよ」

「なんだって？」

　オリビアがレッドドラゴンになった理由。

　それはおれもずっと気になっていたことだ。

　高い知性と矜きょう恃じを持ったドラゴンがレッドドラゴン化するのは、大抵の場合この世にまだ何か未練があるからだ。

　言い換えるなら〝執しゅう着ちゃく〟と言ってもいい。

　だから、彼女が何に執着して、どうしてそうなったのか気になっていた。

　転生してチビドラゴンになって、まともに話すこともできなくなったから、もう気にしないでおこうと思っていたんだが。

　そのことを、オリビアが自ら語りだした。

「どうしてだ？」

「それはね──」

　オリビアはしばらくじっとおれを見つめてから──ひかりに抱きついて言った。

「それは──ひかりちゃんに会うためだったんだよ!!」

「わっ、わわわわ!?　おーちゃん、くすぐったいよ～!!」

「ほーら、ぐりぐりぐりー!!」

「あはは、やだ、おーちゃん、あははははは……!!」

　オリビアはひかりとじゃれ合い始めた。

　……なるほど？

　たった今、今日ひかりという存在を知って。

　レッドドラゴン化したら、おれに止めてもらえて。

　そうしたら、チビドラゴンに転生して、またひかりに会える。

　最後にそこまで覚えていて、あえてレッドドラゴン化したのか。

　確かに理屈は合う。

　未来に起きることがわかっていれば、そういうこともできるだろう。

　何よりも、ひかりとオリビア──チビドラゴンは本当に仲の良いコンビだ。

　未来でもじゃれ合っている二人の姿を思い出して、おれは改めて納得した。

　──のだが。

「でも、おーちゃんって、なにげにおとーさんのこと好き好きだよね？」

「──!?」

「はぁ？」

　ひかりの指摘に、思わず間抜けな声が出た。

　どこをどう思考したらそういう結論になるんだ？

「何言ってんだひかり。そんなことあるわけないだろ？」

「え？　でもひかり間違ってないよ？　ね、おーちゃん？」

「おろろ、そうだね。でもひかりちゃん、ちょっといきなりばらしすぎだよ、それ」

「あはは……ごめんね、おーちゃん」

「いや待てオリビア、お前もばらしすぎって──」

　おれの突っ込みに返事を返すことなく、またオリビアがぶつかってきた。

　今度は殺気が全くなかった。

　だから反応が遅れた。

　一瞬遅れた反応。

　その隙すきを突かれて、オリビアにキスされた。

　触れるだけの──唇を強く押しつけるだけの簡単なキス。

　キスしたあと、竜人の顔が間近に残って、おれのことを見つめてきた。

　瞳が……熱く濡ぬれていた。

「これが、実はあたしのホントの執着」

「いくらなんでも早くないか？　まだ会ってそんなに経たってないぞ？」

「そんなに経ってないのに、二度もぶっ倒された。ドラゴンにとってはそれで十分だもんね。それにこれって、普段なら絶対起こらない、マイナス数百年の恋だもん」

「それで数百年越しの執着……か。確かに普通ならあり得ない数字だな」

　でも、もうおかしいとは言わなかった。

「人の子よ、このあたしを惚ほれさせたんだから、ちゃんと責任は取りなさいよ？」

「責任なら、未来でもう取ってきた」

　レッドドラゴン化したお前を止めて、数百年越しの執着をちゃんと受け止めたんだからな。

「追加を要求する！」

「わかったわかった」

　オリビアをお姫様抱っこで抱き上げて、魔法コテージを出す。

「ひかり、イオたちと遊んでこい」

「うん！　よかったねおーちゃん」

　ひかりは満面の笑みを浮かべて、未来のパートナーを祝福するように手を振ると、小走りで、離れたところで見ていたイオとタニアのところに走っていった。

　そんなひかりを見送って、おれはオリビアを魔法コテージに連れ込むと、ベッドの上に押し倒した。

　バトルのときは力でぶつかってきたオリビア。

　だが、ベッドの上の彼女はあっさり白旗を上げたと思うと、おれに全て主導権を明け渡して、あとはとことん従順に──かなりのＭっ気を見せたのだった。
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　ベッドの上で、オリビアはおれに身体を寄せていた。

　従順な態度とは裏腹に、ドラゴンらしいタフさで、初めてだというのに一晩中可愛かわいがってもまだちょっと余力を残しているかのような雰囲気だ。

　メリッサと同レベルのタフさだな、とおれは思った。

「そういえば、昨日お前はなんであの場所にいたんだ？　あれってロドトスがお前を討伐とうばつする兵隊を集めようとしてたんだろ？」

「ああ、あれ？　あれはたまに潜入して遊ん──げふげふん、紛まぎれ込こんで情報を集めてたんだ。人の子たちがあたしを狙ねらってるって聞いたから、何をしようとしてるのか把握はあくしたくてね」

　つい本音を漏らしそうになって、慌ててもっともらしい理由に言い換えるオリビア。

　面白おもしろそうだから混じって遊ぼうとしてた、というのが七割くらい本音だと思ったが、そこはあえて指摘しなかった。

「たまにああやって潜入したりしてるってことは、今までも何度か潜入したことがあるのか？　それこそそこで何か面白い情報を摑つかめたこととか──」

「うーん、そだねー。摑んだことといえば、まずロドトスはあたしの身体狙いってことかな？」

（ヤツは女に興味がなかったはずだが？）

「──…とエレノアが言ってるが？」

「おろろ、そうだったの？　……って、いやいやそういう意味じゃなくて。ほら、ドラゴンの王の肉を食べれば不老不死になれるっていう噂があるじゃない？」

「へえ、そんな話があるのか」

　それは知らなかった。

「うん。ロドトスはもう身体ボロボロだからさ。たぶんあたしのこと食べたいんだよ」

「どうしてロドトスはボロボロなんだ？」

（我との契約のせいだな。ロドトスに世界をくれてやったあと、見返りに奴の身体をいいように使わせてもらったのだ。だからまあボロボロになるのも無理はない。それでも五年程度だったかな、楽しめたのは）

「つまり、ロドトスはエレノアのせいで身体がボロボロになって、それに耐えうる身体を手に入れようとしてお前を狙ってるってことか？」

「うん、そうなるね」

　なるほどな。

　ドラゴンの王の肉を食べたら不老不死になれる、か。

　それが本当のことだとして、オリビアを前にして肉として食べようなんて思う奴はクズだ。

　オリビアほどいい女なら、肉として食べるより何度も抱いた方が寿命だって伸びるはずだ。

　ロドトス──これまで以上に急にダメな奴だって気がしてきた。

「もしそれが事実だとしても、ロドトスには意味なんかないのにね」

「そうだな。噂が事実だったとしても、ロドトスにはもったいないな」

「あはは。エレノアから聞いてない？　あたしの一族にエレノアの使い手だったのがいるけど、結局すぐ丸ごと乗っ取られたっていうか、心を喰くわれたっていうか」

　うん？

　オリビアの一族？　竜？

　竜が、エレノアに……？

『エレノアに心を支配されない人間はいない。歴史上ただの一人もいなかった。覇は王おうロドトスも竜人オルガも例外ではなかった。ならば実際に持っていて平然としていることが偽物にせものの何よりの証拠』

　頭の中に婉えん然ぜんと微笑むデルフィナの顔が浮かんだ。

「オルガのことか？」

「うん。それ。そいつ」

　思い出すおれと、その答えに頷うなずくオリビア。

　エレノアから直接オルガのことを聞いたことはない。

　その名前を聞いたのはデルフィナの口からだ。

　あれはデルフィナと初めて会ったとき。

　彼女がおれの持っているエレノアの真贋しんがんを疑ったから、疑うのなら持ってみろとエレノアを渡したときのことだ。

　その後、エレノアに乗っ取られかけたデルフィナを助けるために彼女を抱いた。

　デルフィナとの初めての夜。そのときデルフィナは確かに言った。

　覇王ロドトスと、竜人オルガと。

「なるほど、オルガという奴もお前の犠牲者か」

（……人間よりは頑丈だった）

「またオモチャみたいな言い方を──」

「オルガは人より丈夫な竜人だった。なのにエレノア相手には持たなかった。竜人そのものがエレノアに太刀打ちできないのに、あたしの肉を食べた程度じゃどうしようもないってことさ。それなりに寿命は伸びるかもしれないけど、それだけ。エレノア相手じゃ無駄だよ。無駄」

「なるほどな」

　つまり、エレノアに支配された時点でロドトスはもう詰んでるわけだ。

　そりゃそうだ。

　この時代に来た直後に戦ったロドトスとエレノア。

　あのエレノアは未来の──今のおれと一緒にいるエレノアより強かった。

　魔剣としては向こうが上。

　それなら今さらオリビアの肉を食っても、ロドトスはもう手遅れに違いない。

　おれが食えば効果があるかもしれんが、そもそも肉としてのオリビアになんか興味ない。

「それともう一つ面白いことを摑んでるよ」

「もう一つ？　なんだ？」

「エレノアを消そうと動いてる勢力がいるじゃない？　あれ実はロドトスがやらせてるんだ」

「ロドトスが？」

「そう。表向きはロドトスとエレノアを倒すことを目標にさせてるみたいだけど、本当はあれ、エレノアだけを消すためにやってるんだって」

（くく、なるほど。この世の覇権が取れたところで、厄介やっかいな我を切り捨てようというわけか）

　エレノアはものすごく楽しげに笑った。

　ふむ。

　エレノアに乗っ取られないくらい強靱きょうじんな身体を手に入れようとすることと、あわよくばエレノア本人だけを消し去ろうとすること。

　ロドトスはその両方からアプローチしてたのか。

　意外と抜け目のない男みたいだ。





☆






「──…」

　カケルにそこまで話したところで、オリビアは平然を装いながらも内心不思議がっていた。

　彼女は自分の身体をカケルに差し出す用意があった。

　性的には、もう、そうした。

　そして、物理的にもそうする覚悟ができていた。

　不老不死というのはさすがに誇張だとしても、エレノアさえ憑いていなければ。

　カケルの言うとおり、エレノアを従えているということが、真実であるならば。

　ドラゴンの王たる彼女の肉を食せば、カケルはたちまち遥はるかに永い寿命と強靱な肉体を手に入れられる。

　人間の尺度でいえば、それはほとんど不老不死といっても過言ではない。

　そのことを聞いた人間は例外なく目の色を変えた。オリビアはずっとそれを見てきた。

　不老不死を願わない人間などいない、それがオリビアの結論だった。

　だから、カケルもそうだと思った。

　そんなカケルなら、オリビアが仕掛けた言葉遊びから真実を見出してくれると思っていた。

　オリビアは表向き、ドラゴンの王の肉に大した効果はなさそうに話した。

　だが、それはあくまでエレノアが憑いていたらの話。

　憑いていなかったときのことについて、一言も口にはしていない。

　それでも、カケルは何も言わなかった。

　もちろん気付いていないわけではないはずだ。

　なのに、カケルは不老不死には欠片かけらも興味なさそうだった。

　その代わり。

　彼はもう一度オリビアを求めた。

　全身を優しくまさぐり、濃厚な行為を求めてきた。

　そこでオリビアは気付いた。

　彼が不老不死の材料としてでなく、女としてのオリビアを求めていることを。

　悦よろこぶ女の身体の奥で、オリビアは自分がカケルに更に強く心酔していくのを感じた。

　生への執着。竜として最も醜いレッドドラゴン化をも厭いとわないほど、カケルに強く心酔した。

　だが、今のカケルは、まだそれを知らない。

　彼はいつも通り、いい女を抱いて、可愛がっただけ。

　不老不死のことなど、彼は最初から最後まで、徹頭徹尾、微み塵じんも興味はなかったのだった。
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　おれは魔法コテージの外に出た。

　その後ろからゆっくりオリビアがついてくる。

　角つのに羽根。

　いかにも竜人って外見のオリビアだが、その腰はガクガクだった。

「人の子がこんなにすごいなんて……」

「無理するなオリビア。ただ散歩に行くだけだ。疲れてるならお前は休んでていい」

「おろろ……そ、そうする」

　オリビアはそう言うと魔法コテージの中に戻っていく。

　その後ろ姿を見て、おれは首を傾かしげた。

「……」

（どうした）

「いや、今何か思い出しそうだったんだ」

（ヤツを見てか？　竜王オリビア、貴様の記憶とリンクしそうなのは、同じくらいタフな聖女殿くらいだと思うが？）

「メリッサか？　うーん、メリッサじゃないな」

　おれは更に首を傾げて考えた。

「なんか引っかかるな。ロドトス関連か？」

（ロドトス？　そりゃあヤツとロドトスは敵対しているが）

「うーん」

　色々考えたが、わからなかった。

（ならば思い出せない程度のことだということだ）

「そうだな」

　そう思うことにした。

　引っかかりはするけど、これだけ考えても思い出せないなら、ただの思い違いかもしれない。

　既視感デジャヴとかも経験したことあるけど、突き詰めればああいうのも気のせいだっていうしな。

　さて。

　オリビアも休んでるし、イオとタニアの気配もまだ魔法コテージの中だ。

　急ぐ必要もないし、ここでこのままもう一晩休んでいくか。

　そう思った、そのとき。

　何かの気配がおれを襲った。

　エレノアと正反対の、神聖な気配。

　バッと振り向く。

　そこには白い蛇がいた。

　前に倒したヤツと全く同じ蛇が、五匹そこにいた。

「お前らか……全部殺したはずなのに、なんでまた出てきたんだ？」

（どうする？）

「カケルさん！」

　魔法コテージの中からイオが走り出てきた。手に魔法の杖つえを持っている。

　タニアも出てきた。出てきたはいいが、なんだかオロオロしていた。

　オリビアも出てきた。こっちも腰はガクガクだけど、殺やる気は満々みたいだ。

　三人の女が横一列に並んでいる姿は綺き麗れいだった。

「いいからお前らはそこで見てろ」

「え？　あ、はい！」

　イオが杖を下ろした。

「いいんですか、イオさん？」

「うん。カケルさんがああ言ってくれてるんだから、カケルさんに任せよ？」

「人の子よ、あれはエレノアの天敵だよ？　あたしたちが手を貸した方がいいんじゃない？」

「それは大丈夫──大丈夫だけど、むしろそのあとが大変」

「……え？」

「そのあとって？」

　女たちの話している内容についてさして気に留めることなく、おれは同じく駆けてきたひかりを魔剣にすると、蛇どもに突っ込んでいった。

　相変わらずウザいことこの上ない連中だ。

　パワーはあるわ、タフだわ、斬きったら能力そのままに二体に分裂するわで、本気でウザい。

　気づいたら、五匹だった白い蛇があっという間に分裂して百を超えていた。

　そのうちの何匹かが女たちを襲おうとしたから、オーラを出して腕の形にすると、わし摑づかみして引きずり戻して、みじん切りにしてやった。

　途中から。

（いーち、にー）

（むぅ、ひかりばかりカウントが増える。おい、我ももっと使え）

　白い蛇がとうとう体力の限界を超えて、それ以上分裂できなくなったところで、魔剣の母娘がいつぞやのように屠ほふられていく蛇のカウントを始めた。

　その声を頭の片隅で楽しみながら、おれは蛇どもを一人斬り続けた。
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　八はち面めん六ろっ臂ぴの奮戦をするカケルを、三人の女が魔法コテージの前で見守っていた。

　何度も何度も血風が舞う。

　カケルの戦い方は竜王オリビアでさえ舌を巻くほどの暴風を巻き起こす。

　エレノアの天敵であるはずの白い蛇を、エレノアを使って薙なぎ倒たおしていく。

　普通に考えたらあり得ない光景だ。

　ふと、イオがつぶやいた。

「わたし、身体持つかな……」

　一見、目の前の光景とはまるで関係のなさそうな言葉をつぶやくイオ。

　故に、タニアが首を傾げて尋ねた。

「身体？　身体が持つってどういうことですか？　イオさん」

「あ……タニアちゃんたちはまだ知らないと思うけど、カケルさんって、戦ったあとにすごく精力が強くなるんだ──今のあの様子だと、全部倒したあとには普段の数倍にはなると思う」

「おろろ……す、数倍!?」

「うん、数倍」

　イオはオリビアを見て微笑むと、深々と頷うなずいて肯定した。

　カケルにさんざん抱かれて、今も腰がガクガクなオリビア。

　その数倍と聞けば、驚くのも当然だった。

「……で、でもここには三人いますし、オ、オリビア様はドラゴンだし」

「……足りないと思う」

「うん。絶対足りないよ」

　先ほど絶対的な精力を経験したばかりのオリビアと、この場で最もカケルと長く付き合っているイオがそう断言した。

　タニアが青ざめた──が、すぐに赤くなった。

「でも──カケルさんは優しいから」

　イオもオリビアも赤くなった。

　もじもじしながら頷いた。

　三人とも、知っている。

　身を以もって、知っている。

　戦場ではどんな相手よりも恐ろしい魔剣使いだが。

　身内の、特に女にはものすごく優しい男なのだと。

　彼女たちは、正しくそれを知っていた。
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　白い蛇を全滅させた。

　珍しく息が上がった。

　エレノアとひかりのカウントを足したら、最終的に三百を超えていた。

　ふと見渡すと、三百の蛇の死体がまわりに山積みになっていた。

　死体の山は大地を覆おおい尽くし、地面がまともに見えないほどだ。

「イオ、こいつらを消して──」

　振り向き、イオに掃除を頼もうとした、その瞬間、

「ぐわっ！」

　衝撃が全身を突き抜けていった。

　ガツンという身体の芯しんに響く衝撃。

（むぅっ）

（きゃあああああ）

　おれ以上に、エレノアとひかりが苦しそうだった。

　突き抜けていった衝撃はただの攻撃じゃなかった。

　魔剣の母娘と真逆の性質の力──圧倒的な神聖なる力だ。

　白い蛇が持っていたものよりも遥はるかに強い力。

　それによってエレノアとひかりが苦しめられている。

（おとーさん……おかーさん……）

（ひかりっ。おい貴様、なんとか──）

「うおおおおおおおお！」

　エレノアに言われるまでもなく、全身の力を集めた。

　７７７倍。

　１００％追撃。

　コピープラス。

　あらゆる力を一瞬のうちに最適処理して、右腕に集める。

　そして──払う。払いのける。

　ぱんっ!!

　実にあっけなく、紙鉄砲を鳴らしたときのような音を立てて、神聖な力が消し飛んだ。

　解放感が全身を包む。

　ひかりがホッとしたのが伝わってきた。

「不思議ね。偽物にせものか下位種と思ったら、あれをはねのけるほど力を持った魔剣だったなんて」

　間髪入れず、女の声がした。

　チリン。

　鈴の音もした。

　声が聞こえた方を向く。

　白い蛇どもの死体の山の上に、妙齢の女が佇たたずんでいた。

　ツインテールの女。

　おれが、顔を知っている女。

　知っている顔をかなり険しくしたようにも見える、そんな女。

　刹那せつな、おれはロドトスで引っかかっていたことが何なのかわかった。

（そうか、ロドトスのそばにはこの賢さかしい女がいたのか）

　エレノアも思い出した。

　そう。

　それは彼女が初めて来たとき、エレノアがふとつぶやいた一言。

　ロドトスのそばにいて、天下取りの知恵袋を務めていた、賢しい女。

　その名も。

「大賢者──」

「わたしはオルティア、ただのオルティア」

　この時代、ロドトスについていたオルティアと──過去のオルティアと出会った。

　そして、その瞬間。

　おれの前に黄金のくじ引き券──その半券。

　半分の黄金のくじ引き券が現れたのだった。
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　黄金のくじ引き券。

　その半券を咄嗟とっさに着ていた服の中にしまって、まずは目の前の相手に集中する。

　一番最初に彼女に反応したのはイオだった。

「オルティアさん!?」

　まさかここでオルティアに会うとは思ってなかったんだろう。

　イオは思いっきり驚くと、悲鳴に近い声でその名を呼んだ。

　オルティアはそんなイオを一瞬だけじっと観察するように見つめてから、静かに口を開いた。

「その呼び方。それに表情。あなた、わたしのことを知ってるのね」

「えっ!?　あ──」

　指摘されて我に返り、慌てて手で口を押さえるイオ。

　ようやくここが過去の世界で、ここにいるオルティアも過去の人間だということを思い出したみたいだ。

「わ、わたしは別に、あ、あなたのことなんて……」

「記憶力はいい方だと思うのだけど、残念だけどあなたのことは覚えていないわ。そこまでの魔力を持った人間は一度見たら忘れないはずなのに。あなた──いえあなたたち、何者？」

「……」

　イオは困り果てた顔でおれに視線で救いを求めてきた。

「大賢者オルティア。そんな大物のことをおれたちが一方的に知っててもおかしくないだろ？」

「エレノアと同じ波動を持つ魔剣。大魔道士クラスを軽く凌りょう駕がするほどの魔力を持つ若い女。そして……竜王オリビア」

「おろろ、あたしのことを知ってるの？」

「もちろん。竜王オリビアのことこそ、一方的に知っている者がいてもおかしくはないわね」

　同じセリフでやり返された。

　実際のところ、オリビアのことを一発で見抜ける人間がいるとは思えない。

　今の彼女は竜の姿をしてないし、そうでなくても、義勇兵たちの中に潜入したときのように自在に姿を変えられるし、普段から見た目は一定じゃないはずだ。

　なのに、オルティアは何の迷いもなくオリビアだと言い当てた。

　それに加えて、エレノアのことと、イオのことも。

　両方言い当てた。

　どっちのことも知らないはずなのに、その本質を一瞬で。

　大賢者オルティア。

　全すべてを知るもの。

　その二つ名は伊達だてじゃなかった。

　ちらっとオリビアを見る。

　これは彼女のときと同じように、全て話した方がよさそうだ。

　もちろん期待もあった。

　オルティアにおれたちの事情を全部話したら、一体どんな反応をするのか。

　大賢者と呼ばれるほどの彼女がどう理解して反応するのか、それが気になった。

「おれは未来から来たんだ。こいつは未来のエレノアだ」

「何年後？」

「え？」

「何年後から来たのかしら」

「いきなり迷いなくそこを聞くのか。少なくともロドトスの名前が風化して……ああ、ちょうどここにいるオリビアが寿命を迎えた辺りだな」

「国は？　ロドトスの帝国は？」

「既にないな。おれたちの時代じゃ、メルクーリ、カランバ、コモトリア、シラザーク、アイギナ。この五カ国が世界を分割して統治してる」

「どれも聞いたことのない名前ね」

「ああ、だがそいつら全部に対して、お前は顔が利きくんだったな」

「あら、そうなの？」

「三時のおやつでももらうように、おれのために五カ国から同時に爵位をもらってきてたぞ」

「爵位を、あなたのために？」

「そうだ。おれのために」

「へえ……」

　オルティアは興きょう味み津しん々しんという感じでおれをジロジロ見た。

「わたしらしい」

「そりゃ、お前だからな」

「あなたに興味が出てきたわ」

「未来でも似たようなことを言われた気がする」

「──…」

　軽快なやりとりから一転、オルティアは黙ってしまった。

　黙り込んで、無言のままじっとおれを見つめる。

「どうした」

「ロドトスの名が風化するほどの永い時間」

「ああ」

「帝国がおそらく瓦が解かいし、知らない名前の国々が地上の勢力図を塗り変えるほどの時間」

「何が言いたいんだ？」

「なぜ、わたしはそこで生きているの？」

「む？」

　オルティアの言葉は衝撃的だった。

　なぜ生きてる？

　それってまさか──

「お前、もしかして人間……なのか？」

「わたしはオルティア。ただのオルティア」

　真顔で答えるオルティア。

　聞き慣れた台詞せりふが、完全に違う意味を持ってしまった。





☆






　大賢者オルティア。

　最初に現れたとき、彼女はフード付きのマントで全身を覆おおった、しわくちゃの老婆だった。

　直に触った人間から精気を吸い取り、約千人分の精気で元通り若返ることができる。

　その能力と、歴史の中で度々姿を現した大賢者ってことで、おれは彼女のことを人間じゃない、何かの長命種だと思っていた。

　そんな思い込みを、彼女は完全に否ひ定ていした。





☆






　オルティアと一旦いったん別れた。

　おれの仲介でオルティアとオリビアが話し合い、オリガの例も出して今のロドトスに竜王の肉はなんら意味を成さないことを告げた。

　オルティアも、実は薄々それに気づいていたようで、それでもわずかな望みに賭かけて──ということだったらしい。

　竜王の肉に意味がないことを確認すると、オルティアはいとも簡単に引き下がった。

　ロドトスをエレノアから解放する方法は後日改めて相談することにして、彼女と連絡を取る方法だけ教えてもらい、そこで一旦別れることになった。

　そして今、再びマラトンの泉のほとり。

　おれは一人でくじ引き券の半券を眺めていた。

（まだ、何かが足らんのだな）

　一人じゃなかった。

　エレノアが真顔でそう言ってきた。

　半分のくじ引き券。

　こっちのオルティアと出会った瞬間に出てきたが、それでも半分しかない券。

　エレノアの言う通り、まだ何かが足りていないと考えるのが自然だ。

（その原因はオルティアに──と断ずるには足りないものが多すぎるな。我とタニアの記憶についてもそうだ）

「そうだな」

（だがその反面、明快にもなった。この欠けたピース黄金の半券を揃そろえることが、今回の冒険旅行の最終目的になりそうだな）

　無言で頷うなずく。

　異世界に来てからの──いや、異世界に来る前から、おれとくじ引きは切っても切れない関係になっている。

　ここに来て黄金のくじ引き券、しかもその半分が出たとなれば、当然残りの半分をどうにかしろ、と言っているのと同じだ。

　黄金のくじ引き券は探せるものじゃない。それは何かを成し遂げたときにだけ出るものだ。

　問題は、ここで何を成し遂げるかだ。

「お前の記憶、タニアの記憶、オルティアの身体からだの謎。さしあたってこのあたりだな」

（一旦くじを引くあの場所に行ってみてはどうだ？　何か手掛かりがあるかもしれん）

「さっきからそうしようとしてる。でも、どうも今はあの場所に行けないみたいだ」

（手詰まりか）

「そうだな」

「カケルさん……ちょっといいですか？」

　考え込んでいたら、背後から話し掛けられた。タニアだ。

　振り向くと、眉まゆをしかめた様子の彼女の姿が見えた。

「どうした」

「さっきの話を聞いていて、気になったことがあるんですけど」

「なんだ、言ってみろ」

「シラクーザとカランバって、人の名前ですか？」

「国の名前だが……ああ、人名でもあるな」

　ヘレネーもイリスも、名字は国の名前と同じシラクーザだ。

「やっぱり……」

「どういうことだ？」

「その……わたし知ってるんです、シラクーザさん。前にロドトスを倒すって言って、村から出ていった人の名前です。それに、カランバさんは、その人が連れていった人の名前です」

「……」

（……）

　同時に言葉を失うおれとエレノア。

　ロドトスを倒すために村を出たシラクーザ。

　それに同行したカランバ。




　偶然……にしてはできすぎだよな。
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　タニアから話を聞いた。

　シラクーザとカランバというのは、ロドトスの圧政に耐えかね、打倒ロドトスのために村を旅立った若者二人のことらしい。

　たまに、風の噂うわさで義勇兵としてあちこちで戦っていたり、軍団を立ち上げて辺境の一部を占拠したり。

　……と、今でもそういう活躍が伝わってくるらしい。

　ここにきて後のちの五大国の名が二つも同時に出てきて、目的がロドトス──帝国打倒となれば、それをおれたちに関係ないと切って捨てられるわけがない。

　おれは、そいつらが最終的にロドトスの帝国に代わって五大国を作りあげた可能性が高いと思った。

　つまり、ロドトスを倒すときはそいつらと共闘するなり、横から乱入するなりした方が効率がいいってことだ。

　だが、ロドトスを倒すってことは──エレノアを倒すってことになるのか？

　口が「へ」の字になってしまうのが自分でもわかった。

（自信がないのか？）

「……いや、九割方勝てる」

（貴様と出会ってからの中で一番弱気だな）

「全盛期のお前が向こうについてるんだぞ？」

「うん、あのおかーさんすごく綺き麗れいだったね」

（そうだろうそうだろう）

　威張るエレノアにデコピンをする。

　同じ魔剣のひかりがあれを「綺麗」だって表現するのは何となくわかるし、娘に褒められて舞い上がるエレノアの気持ちもわかる。

　わかるが、ちょっとムカつく。

　事実だけに、ちょっと苛いらついた。

　ひかりが「すごく綺麗」と言うように、あのエレノアは全盛期のエレノアだ。

　ロドトスが持っているのがあのエレノアである以上、百パーセント勝てるとは言い切れない。

　だから、できることなら戦う前にあのエレノアをどうにかする必要がある。

「どうしたのおーちゃん、さっきからうずうずしてるよ？」

「おろ!?　な、なんでばれたの！」

「おーちゃんのことならなんでもわかるよ！」

　ひかりはそう言い、天使のように微笑んだ。

　……って、そうなのか。

　おれにはそんなにうずうずしてるように見えなかったけど。

　そんなオリビアは一瞬だけおれをちらっと見た。

　何か言いたげな顔だ。

（くくく）

「なんだ」

（奴やつを見ているとある生き物のことを思い出してな）

「ある生き物？」

（ポチ、というのが貴様には一番わかりやすいだろう？）

　ポチ。言うまでもなく犬の名前。忠犬や悪い意味での飼い犬を言い表すときにも使う。

　それがオリビアだって？

　もう一度オリビアを見る。

　うん。やっぱり何か言いたげにおれのまわりをぐるぐるしていた。

　それを見てると確かに犬っぽいが──思わず「まわりくどいわ！」と突っ込みそうになった。

「何か言いたいことでもあるのか、オリビア」


「──っ！　まあね!!」



「そんなの我慢せずに言えばいいだろ。なんで黙ってたんだ」

「言っていいって言われてなかったから」

（……ポチよなあ）

「竜の王のはずなんだがな」

　苦笑いした。

　でも、妙に納得もした。

　ベッドの中でＭっ気があることには気づいていたから、犬っぽい一面を見せられても、割とすんなり納得できた。

「で、言いたいことってなんだ？　言ってみろ」

「その二人のこと、あたし知ってるよ」

「シラクーザとカランバをか？　なんでだ？」

「兵を借りに来たことがあるから」





☆






　ドラゴンになったオリビアの背中に乗って、大空を飛ぶ。

　イオもタニアも一緒に乗っている。

　最近すっかり強くなって、一本芯しんが通ってきたイオだったが、オリビアの背中では真まっ青さおになって固まっていた。どうやら高所恐怖症みたいだ。

　オーラの腕を出して包んでやったら、少しだけ表情が和やわらいだ。

　一方のタニアは割と平気な感じで、興味深そうに下を見下ろしていた。

　ちなみにひかりはドラゴンの姿になったオリビアの頭に乗ったり、首にぶら下がったりと、一番空の旅を満喫していた。

「シラクーザとカランバの居場所はわかるのか？」

『人の子なら、一度会えば世界のどこにいようとある程度感知できる』

　ドラゴンになったオリビアは大仰な口調になっていた。

　ドラゴンとはそういうものなのかもしれない。なんだか妙に納得した。

「そうか。でも感知できるって、人間の何を感知するんだ？　魂とかか？」

『匂においでたどれるのだ。人の子よ』

「匂いかよ！」

（くくく。やはりポチよなぁ？）

「ちなみに今どっちの方に向かってるんだ？　近い方に行ってるんだよな」

『ああ。スキロス・カランバという男の居場所に向かっている』

　オリビアがそう答えたあと、自然に会話が途切れた。

　あとは到着するまで聞くことはないから、おれも黙った。

　しかし。

『そろそろ着くぞ人の子よ。この先に──』

「戦ってるぞ」

『む？』

　７７７倍の感覚で捉とらえた。

　オリビアが目指す先で戦闘が行われている。

（一対二十、ってところか？）

『むぅ……確かに戦っているようだ』

「スキロスはその中にいるのか？」

『二十ではない、一の方だな。手傷を負っているようだ』

「降りよう」

『少し待て。降下するには上昇するより時間がかかるのだ』

「ならこっちが先に降りるまでだ」

『何？　どうするのだ人の子よ』

「お前はイオとタニアのことを頼む。行くぞ、ひかり！」

「うん！」

　ひかりが近くに駆け寄ると、魔剣の姿になった。

　それを手に取って、エレノアも抜いて。

　オーラを纏まとい、オリビアの背中から跳び降りる。

「「カケルさん!?」」

　イオとタニアの声が聞こえたけど、気にしない。

　速度を上げてどんどん降下する。

　百メートル近い高さから一気に地上に降り立つ。

　着地の際に力を放出して地面に叩たたきつけ、勢いを殺す。

　真下に大きな爆発ばくはつを起こしながら、おれたちは無事に着地した。

　こうやって降りたのが結果的にはよかった。

　突然空から人が降ふってきたってことで、一瞬戦いが中断された。

　更にそのあと続いた爆発で、戦っていた連中が呆気にとられていた。

　その隙に瞬時に状況を判断。

　事前情報の通り、総勢二十一人。

　一人が二十人に囲まれている。

　双方とも突如現れたおれを見て呆然としていた。

　オリビアが言うには、一人の方がスキロスだったな。

　──なら！

　エレノアとひかりで二十人の方を瞬殺した。

　それなりの使い手もいたが、当然ロドトスにもオリビアにも、ましてやあの白い蛇にさえ及およばない。

　一瞬で二十人の首と胴体が泣き別れした。

「こんなもんか」

（おとーさんすごいね。跳び降りるとこ、すごくかっこよかったよ！）

（ふ、ふん。それでもこの時代の我の方が綺麗だがな！）

　何を張り合ってるんだお前は。

　エレノアにデコピンしつつ、一人で戦っていた男の方に振り向く。

　ふと、腰からあるものが落ちた。

　着地したとき、挟んでおいたのが緩んでしまったのか。

　落としたのは、扇子。

　異世界にやってきたとき、初めて会ったヘレネーにもらった扇子だ。

　もらってからずっと肌身離さず持っていた、メルクーリの紋章が入った扇子。

　開いてみる。

　うん、特に壊れてないな。

　よかった。

「──その紋章!?」

「うん？」

　突然、スキロス・カランバとされる男が食いついてきた。

　おれが持ってる扇子──その紋章を見て食いついてきた。

「あ、あなたはメルクーリゆかりの方ですか？」

　わけがわからないことを口走り、おれの手をぎゅっと握ってくる。

「な、なんだいきなり」

「よかった……メルクーリを……メルクーリゆかりの人をようやく見つけた……」

　感激するスキロス。

　これって、もしかして……。

（結局、貴様も今回の主役の一人らしいな）

　エレノアは楽しげに言い放ったのだった。
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　バサッ──バサッ。

　オリビアが空を旋回しつつ、滑空しながら地上に降りてきた。

　オリビアの羽ばたく音はまわりにかなり響いて、興奮した男も思わず釣られて空を見上げた。

　おれはとっさにオーラを出して、オリビアごと女たちを包みこんだ。

　迷めい彩さいのオーラ。

　エレノア以上の力を持った者じゃないと見破ることのできない偽装。

「あれ？　今何か大きな音がしたと思ったんだけど……？」

　男は空を見上げたまま首を傾かしげた。

　おそらく今のこいつに見えてるのは、晴れ渡った空と白い雲だけだ。

　あれほどの物音がしたのにそこには何もない。首を傾げるのは当然だ。

　オリビアたちに無言で目配せをする。

　イオたちはすっかり状況を理解していて、何も言わず静かに頷いた。

　オリビアもできる限り静かに着陸すると、すぐに竜人の姿に戻った。

　そこまで確認してから、おれは改めて男に話し掛けた。

「お前はスキロス・カランバだな？」

「はい！　私のことをご存じなのですか？」

　スキロスは大喜びで頷うなずいた。

「それで、そういうあなたは、えっと……」

「結城ゆうきカケルだ」

「ゆ、うき……？　あなたはメルクーリの方ではないのですか？」

　スキロスは軽く戸惑いつつ、おれの顔と持っていた扇子をちらちら見比べた。

「これの持ち主はおれの女だ」

「なるほど！　あなたはメルクーリのご令嬢の婿殿というわけですね！」

　一瞬沈みかけたテンションがすぐ復活した。

「メルクーリゆかりの者を探しているのか？」

「はい！」

「なぜだ」

「えっと……あなたはアカンサ様のことをご存じですか？」

「アカンサ……？」

　どっかで聞いたような気がする、どこだ？

（ほら、あれだ）

「ん？」

　エレノアの意識が示す方向に目を向けた。

　そこにはオリビアたちがいた。

　オリビア、ひかり、イオ、タニア──タニア！

　そうか。

　タニアの村で彼女に妙な占いをしていたばあさんか。

　あのばあさんの名前が、確かアカンサだったはずだ。

「占い師のばあさんのことか」

「そ、その呼び方は恐れ多いです。ご高名な命めい算さん師しの方なので」

「それで、そのアカンサがどうしたって？」

「あ、はい。私はそのアカンサ様から『メルクーリを求めよ、光紋こうもんの先に、吉が八で凶が二、吉が八で凶が二じゃ』と言われたのです」

「ああ、あのばあさんの言いそうなことだ」

（メルクーリの光紋というのはこの扇子の紋章のことだな）

　そういうことになるな。

「他ほかの皆も、吉凶の割合は違いますが全員メルクーリを求めよとのお言葉でしたので、我々はみんなでメルクーリゆかりの者とその紋章を探していたのです」

「みんな？　我々？」

「はい。打倒ロドトスで志を同じくする者たちです」

「そのうちの一人はシラクーザか？」

「彼のことも知っているのですか!?」

　タニアから聞いた話を思い出した──同時におれがいた未来のことも思い出した。

「それに──…コモトリアとアイギナもいたりするのか？」

「はい!!　我々四人が中心になって挙兵をするところなのです」

「……」

　カランバ、シラクーザ、コモトリア、アイギナ。

　四人が占い師に言われて探した、メルクーリおれ。

　タニアのときと同じ。

　未来に五大国があるのを知っているから、占い師の言葉が正しいものだとわかる。

　わかるが……。
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　そこで一旦いったんスキロスと別れた。

　スキロスがメルクーリゆかおれりの者を見つけたことで、ついに挙兵するためだ。

　スキロスを見送ったあと、オーラを解いて女たちと向き合う。

「どういうことですか、カケルさん？」

「どうやら五大国のうちのメルクーリは、おれたちが始祖しそになるみたいだ」

「？？？」

　イオが首を傾げた。

　おれが何を言ってるのかわからないって顔だ。

「たぶん、メルクーリってのはこの時代に今の今まで存在してなくて、偶然過去にやってきたおれたちがメルクーリの祖になるってことだ」

「な、なるほど……？」

「しかし、こうなってくるともう一つ引っかかるな」

「もう一つ、ですか？」

「ああ。ヘレネーとイリスのことだ。あいつらは純粋な人間じゃないよな？」

　そう。

　あまりにも自然に人間の中に溶け込んでいたので気にしていなかったが、おれは異世界にやってきて初めて会ったヘレネーを見て「エルフみたいだな」と思ったんだ。

　金色のロングヘアー。

　尖とがった耳、気品漂う美しさ。

　それをおれは、エルフっぽいと密ひそかに思っていた。

　ヘレネーはもちろん、イリスを見たときにも同じことを思った。

　その一方で、他の四カ国の姫や女王を見ても、そうは思わなかった。

　あいつらはごく一般的な人間だ。

　リカも、アウラも、フィオナとマリも、そしてセレーネも。

　全員が全員、いい女であることを除けばただの人間だ。

　まったく、ここに来てこの展開か。

　まだ──何かある。

　さすがにそう思わざるを得なかった。

「純粋な人間とかそうじゃないとかについてはよくわからないですけど、メルクーリの始祖になるとして、彼らと一緒に戦うとしたら、兵はどうするんですかカケルさん。ここにはいつもの奴隷の皆さんはいませんし、わたしたちだけじゃ……戦争なんて無理ですよね？」

「そうだな。おれたちがメルクーリ代表になるなら、多少でも手勢が必要になる」

「どうしましょう？」

「ふむ……」

　あごを摘まんで考えた。

　金で集めるか。

　どこかの盗賊団でもしばいて配下に加えるか。

　あるいは──

（おい）

「なんだ？」

（またポチがうずうずしているぞ）

「うん？」

　エレノアが指摘した通り、オリビアがまたうずうず何か話したそうな顔をしていた。

　さっきと同じで、何か言いたいけどおれの許可を待ってるみたいだ。

「どうしたオリビア」

「ひかりちゃんなんだけど、あたしの匂においがすごくするんだ」

「そうか。未来のお前としょっちゅう一緒にいるからな」

「うん！　ひかりとおーちゃん仲良し！」

「それに、匂いだけじゃなくて、あたしの魔力も染しみついてるんだよね」

「へえ？」

「それで……ひかりちゃんって、エレノアの娘、だよね？」

「ああ。どこからどう見てもな」

（貴様の娘かどうかは見た目からわからんがな）

　軽口を叩たたくエレノアにデコピンした。

「それで？　それがどうした」

「だったら……ひかりちゃんに竜兵を預けることができると思うんだ」

「竜兵？　ドラゴンの兵をか？」

「うん」

　それってどういうことだ？　と思っていると。

（死霊の軍勢か）

　エレノアがつぶやく。

　そのつぶやきに、おれはエレノアと出会ったときのことを思い出した。

　大量のアンデットを保有して、召喚、使役する力。

　それと同じ力がエレノアにもあって。

　今回は使役する対象がドラゴンの兵になるってことか。

「だが、竜の兵が人間──魔剣におとなしく従うのか？」

「そこはそれ、ひかりちゃんにはあたしの匂いや魔力が染みついてるから」

　自信満々に「大丈夫。ひかりちゃんならできるはずだよ！」とオリビアは言う。

「ふぇ？」

　ひかりだけまだ状況がわかっていないようだったが、それが実現できるならすごいことだぞ。

（無論、我の娘だからな）

　エレノアは得意げに言った。

　さすがに同意せざるを得なかった。







[image: ]




　再びドラゴンの姿になったオリビアの背中に乗って、今度はシルリアという山にやってきた。

　いわゆる富士山みたいな綺き麗れいな三角形じゃなくて、複雑な形をしていて、傾斜もきつく、普通の人間には到底登れなさそうな険しい岩山だ。

　茶色いだけで緑のない殺風景な山だが、山頂だけは違っていた。

　遠くから見ると、そこは白い何かに覆おおわれていた。

　最初は万年雪が積もっているのかと思ったが、近づいたところで違うとわかった。

「ひょっとして、た、卵ですか、これ……？」

　タニアが怯おびえ気味につぶやいた。

　タニアの指摘通り、山頂を覆う白は大量の卵だった。

　ダチョウの卵よりも一回り大きいそれがずらりと隙間なく並んでいた。

　視界を埋め尽くすほどの卵にタニアは怖おじ気けついていたが、高いところは怖くても卵程度では動じないＳランク冒険者のイオは、まったく物怖じせずオリビアに聞いた。

「これって何の卵なんですか？」

「これはドレイクの卵。人の子的にいえば亜竜の卵ってことね」

「亜竜……亜人みたいなものですか？」

「そういうこと」

　なるほど。

　竜の一種だけど、ちょっと違うってことか。

「力はあるし、人の子と同じくらい賢いんだけど、それでもあたしたちドラゴンそのものには遠く及およばないから、大抵あたしたちに庇護ひごされたり飼われたりしてるね」

「お前も飼ってるのか？」

「うん」

　オリビアははっきりと頷うなずいた。

「プライドが高いから、基本はドラゴンにしか服従しないの。でもひかりちゃんにはあたしの匂いと魔力があるから」

「なるほど、お前の匂いと魔力が移ってるひかりなら、ってことか」

「そう。きっと従えられるよ」

　オリビアはもう一度はっきりと頷いた。

　ドレイクの説明を受けている間、ひかりは興きょう味み津しん々しんに卵を見て回っていた。

　触ってみたり、優しくぺちぺちと叩たたいたり、じっと覗のぞき込んだりした。

　そんな愛らしいひかりのことを眺めつつ、オリビアに尋ねる。

「それで、どうしたらいいんだ？」

「生まれてすぐの赤ちゃんドレイクを力で叩けばいいの。生まれた直後に力で従えられると、一番簡単に服従させられるよ」

「若干スパルタ気味にインプリンティングするってことか」

「うん、その通り！」

　言葉のままなら、すごくわかりやすい話だ。

　早速ひかりに手を貸して、生まれたばかりのドレイクを叩いていくことにするか。

　問題は、どうひかりに叩かせるかだが──おれがひかりを魔剣として振るって叩くんじゃ、ひかり本人が従えるのとは微妙に話が違ってくるよな。

　だったらどうするか……。

（悩む必要はないようだぞ）

「え？」

　エレノアの言葉に訝いぶかしんでいたら、彼女の意識がひかりに向かっていることに気づいた。

　その方向に視線を向けると、卵が次々とひび割れて、ドレイクが孵かえっていく光景が見えた。

　既に何体か先に孵った奴やつは──ひかりにじゃれついていた。

　ひかりよりも遥はるかにでかい図体で、ひかりにじゃれついている。

　セントバーナードみたいな大型犬が小さな子供とじゃれあってる、そんな感じの光景だ。

　それは一部だけじゃない。

　卵から孵ったドレイクが次々とひかりのまわりに集まって、じゃれついている。

「あははは、くすぐったいよー」

「あれは力で押さえてるってことになるのか？」

　オリビアに聞く。

「……ううん。普通は生まれてすぐに大暴れするところを、叩いて従わせるんだけど……」

　ひかりと無邪気むじゃきに戯たわむれるドレイクを見て、オリビアは目を丸くした。

　こんなの、見たことも聞いたこともないって顔だ。

　ドレイクたちが鳴いた。

　すると、その場にいる竜が一斉に共鳴を始めた。

「何か言ってるのか？」

「ひかりちゃんのことをお母さんって呼んでる」

「……刷り込む必要などなかったってことだな」

（うむ、自然と従わせているようだ）

「さすがおれの娘だ」（さすが我の娘だ）

　エレノアとセリフが被った。

　なんとなくデコピンしてみた。

「すごいですね、ひかりちゃん」

「うん、これは予想外ね。エレノアの娘だから力でねじ伏せるのもわけないと思ってたけど、まさかこんなことになるなんて」

　感嘆するタニアとオリビア。

　ひかりのことを褒められて結構嬉うれしい。

「で？　あいつらは死霊の軍勢みたいに出し入れすることができるのか？」

（無論だ。あとでひかりにやり方を教えよう）

「そうだな。今は楽しそうにしてるから、あとにしよう」

　おれとエレノアは同じ気持ちで、しばらく楽しそうなひかりとドレイクたちを見守った。

「あっ」

　ふと、イオが何かに気づく。

「どうした」

「ドレイクたち、ひかりちゃんをお母さんって言ってるんですよね」

　イオはそうオリビアに確認した。オリビアがまたはっきりと頷いた。

「うん、そう言ってる」

「ひかりちゃんがお母さんなら……カケルさんは？」

「……え」

　ひかりがお母さんなら、おれは？

　……え？

（待て、我はこの年で祖母になるつもりはないぞ）

　エレノアが慌てだした。

　一瞬頭が真っ白になったおれより、ちょっと早くイオの言ったことを理解したみたいだ。

　あまりの衝撃に「お前いくつだよ」という当たり前のツッコミが出てこなかったのだった。
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　シルリア山頂。

　魔剣の姿に戻ったひかりを持つ。

「いくぞ」

（うん！）

　ひかりの無邪気な声が脳のう裏りに響く。

　刹那せつな、魔剣の刀身が淡い光を帯び始めた。

　おれが普段使っているオーラとは違う光だが、見覚えがある。

　それは、エレノアが死霊の軍勢を召喚するときと同じ光景。

　果たしてその認識は正しかった。

　その直後。

　おれのまわりに、ドレイクが一匹、また一匹と現れた。

　ひかりの召喚する、竜の使徒。

　それが百体を超えて、山頂をほぼ埋め尽くす形になった。

「ひかり、これで全部か？」

（うん！　みんな出てきてくれたよ）

「よし。それじゃ次、引っ込めることはできるか？」

（ちょっとまって。やってみる！　む、むむ、むむむむむ……）

　ひかりが唸うなる。

　今は魔剣の姿だが、可愛かわいい顔で眉み間けんにしわを作り、必死に力んでいる姿が容易に想像できた。

　口角に自然と笑みが零こぼれる。

　そうしているうちに、一匹ずつドレイクが消えていく。

　ほどなくして全部消えた。

（できたー）

「いいぞ！　練習だからもう一度出てきてもらえ」

（うん！）

　元気いっぱいにひかりがそう返すと、ドレイク百体がまた召喚された。

　魔剣ひかりの使徒、竜の軍勢。

　どうやら出し入れは自在にできるみたいだ。

「さすがエレノアの子ね」

「……わたしもしかして今、歴史的な瞬間に立ち会ってるのかもしれない」

「こ、これってどういうことなんですか？」

　納得するオリビア。

　舌を巻くイオ。

　不思議がるタニア。

　女たちのそれぞれ違う反応が少し面白おもしろかった。

（それで、これをどうするのだ？　まさかこいつらをこのまま戦場に出す気ではなかろうな？　メルクーリの建国にドラゴンが関かかわったなんて話は聞いたことないぞ）

「そもそもその話とやらは確かなのか？　お前の記憶は肝心なときに頼りにならないからな」

（なんだと!?）

「反論したいなら、せめてこの時代のことを思い出してからにしろ」

（むぅ……）

　黙り込んでしまうエレノア。

　そこを突かれると弱いらしい。

「まあだがお前の言いたいこともわかる。そこでだ」

　エレノアの柄つかを握って、漆しっ黒こくのオーラを出す。

　それを、ひかりが召喚したドレイクたちに纏まとわせる。

（わわわ、みんなが人間になってくよ!?）

「迷めい彩さいオーラで包んだんだ。人間になったように見せてるだけだ」

　オーラを纏ったドレイクたちがたちまち人間の兵士の姿に変わった。

　見た目は人間。

　装備はかつてヘレネーと会ったときにそばにいた、騎士フォティスの姿を模している。

　一瞬にしてドレイクの群れがメルクーリの誇る騎士になった。

（わあ、ヘレネーお姉ちゃんの部下さんと一緒だね！）

「これで参戦できるだろ」

（うん！　でもすごいねぇ、みんなちゃんと本物の騎士さんにみえるよー）

　こくこく頷きながら感心するひかり。

　エレノアの迷彩オーラは、見る者の力がエレノアを上回っていない限り見破れない。

　同じ魔剣だが、娘であるひかりはエレノアより力が弱い。故に彼女にも見破れない。

　何となくオリビアを見た。彼女も感心したような顔をしていた。

　竜王オリビアにも簡単に見破れないレベルなら大丈夫だろう。

　これで「メルクーリ」として参戦する準備は整った。
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　深夜、シルリアの山頂。

　ようやく睦むつんでいた男女も寝静まった頃、幼い娘は魔法コテージのドアを押して外に出た。

　山頂に吹く風がその綺麗な髪を踊らせ、月光がそれを淡く柔らかく照らす。

　ひかりは──幼い姿であるのにもかかわらず、既に神秘的な美しさを湛たたえていた。

「……ここでいいの？」

（うむ。我の声は聞こえているようだな？）

「うん、聞こえるよ。ふしぎだね。いまおかーさん、本当はおとーさんのそばにいるのに」

（ああ。だが離れていても我々は母娘だからな。声が届いたとしてもおかしなことはない）

「そうだね！」

　無邪気に笑うひかり。

　エレノアの娘にして、おそらく世界で二番目に強力な魔剣だが、人間のときの姿は、まるでそれを感じさせない愛らしさがある。

　いや、むしろ愛らしさしかないといった方が適切かもしれない。

　そんなひかりは、更にエレノアに尋ねる。

「それで、お外に出たけど、ひかりはここで何をすればいいの？」

（うむ、昼間の竜の子を呼び出してみろ。一体でいい）

「わかった！　あーちゃん、でておいて」

　ひかりはまるで親しい友達に話し掛けるようにドレイクを召喚した。

　直後、彼女の前に一体のドレイクが出現する。

（あーちゃん？）

「この子の名前だよ！」

（そうか。うむ、名前までつけて個体が識別できているのなら、なおのこと好都合だ。今からひかりに我の技を一つ授さずける）

「わざ？」

（魔剣の嗜たしなみだ）

「わ、わわ……わわわわわ。頭のなかに何かながれこんでくる！」

　両手を頭に添えてオロオロするひかり。

　魔剣の母娘には常人にはない精神の繫つながりがある。

　エレノアはそれを使ってひかりの中にダイレクトに知識を流していた。

（理解できたか？）

「うん、わざのしくみはなんとなくわかったよ！　でも、ひかりにできるかな？」

（我の娘だ、必ずできる。まずは実際に試してみるがいい）

「やってみる！　むむ、むむむむむ……」

　ひかりは小さく拳こぶしを握ると、力を溜ためて──えいや！　とバンザイのポーズでジャンプした。

　刹那、召喚したドレイクが姿を変えた。

　竜の姿から、美しい少女の姿になった。

「わああ、あーちゃんが本当に人間の姿になった！」

（成功だ。それにしてもこのあーちゃんとやら、どこかで感じたことのあるような雰囲気を纏まとっているな？）

「えへへ……おかーさん、わかる？」

（どういうことだ？）

「おかーさん、頭のなかで、あーちゃんに似合う姿をイメージしろっていったよね？」

（うむ）

「だからイメージしたの。おとーさんが大好きな『いい女』のイメージ！」

（なるほど、あいつの好きな女の雰囲気だったか）

　ひかりの前に立つ少女は取り立てて誰だれかに似ているわけではなかったが、ひかりの言う通り、雰囲気だけはカケルの『いい女』たちの纏っているものとそっくりだった。

　強しいて言うなら、リカが作ろうとしているハーレムに集まった女たち、あるいは奴隷兵たち。そのあたりの女たちとよく似た雰囲気を持っていた。

「魔剣のたしなみを教えてくれてありがとうおかーさん！」

（うむ。しかしまだまだだな。姿を変えるまで時間がかかりすぎている。魔剣の嗜みとしては、出した瞬間に人に姿を変えているのが理想的だな）

「わかった！　どうすればいいの？」

（今から練習法を教えよう。何度もじっくり練習して鍛きたえるといい）

「うん！」

　エレノアはひかりに練習法を授けると、意識を部屋に戻した。

　男女の寝室。

　四人の女を侍はべらせて寝息を立てている男。

　エレノアは彼のことを見た。

　そしてもう一人、竜王たる女を見た。

（さしずめ竜の子の恋路に手を貸す恋の天使だな……ふっ、我も焼きが回ったものだ）




　エレノアは自嘲じちょう気味に、そして、意味深につぶやいたのだった。
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　朝になった。

　全員揃って魔法コテージから出ると、二手に分かれる。

　広いシルリア山頂の一角に、オリビア、イオ、タニア。

　そしてその反対側の一角に、おれと、二振りの魔剣。

　ぱっと見、男が一人、美しい女たちが三人。

　ただそれが向き合っているだけの、締まらない光景だ。

「行くぞ」

「は、はい！」

「タニアに氷の魔力を貸し出し」

『タニア・チチアキスに氷の魔力を貸し出します。残り59分59秒』

　くじ引きの一等賞、能力の貸し出しをタニアに掛けた。

　これから一時間の間、タニアは元の７７７倍の氷の魔力を持つことができる。

　おれは次にひかりを、魔剣の柄つかをしっかり握った。

「こっちも行くぞ」

（うん！）

　無邪気な声が聞こえてきたから、力を送りこんだ。

　まわりにひかりの使徒が召喚される。

　外見はいかにもなドレイク兵だが、召喚と同時に迷めい彩さいオーラを纏まとわせたから、傍はたから見れば人間の騎士を召喚したようにしか見えない。

（はわ……やっぱりおとーさんってすごいね！）

「うん？」

　今なんか持ち上げられるようなことしたか？

　わからないからとりあえず流した。

　流して状況を見守った。

　百体のドレイク兵がタニア目指して向かっていく。

　オリビアとイオがそっと下がった。

　どうやら二人はまず静観する構えのようだ。

　タニアが魔法を唱えてドレイク兵を迎撃する。

　元の魔力は低いものの、それを７７７倍に増幅した結果、タニアは普通に強力な氷の魔法を使えるようになった。

　だが、強くなったのは魔力だけ。

　戦闘は素人しろうとのタニアはほとんど棒立ちで、巨大な魔力に任せてドレイク兵を撃ち抜くだけ。

　だからおれはドレイク兵が倒されるそばからひかりに力を送って、倒されたヤツを再召還、戦線に復帰させた。

　どうしてこんなことをしてるのかというと、目的は二つあった。

　一つは、タニア本人を鍛えること。

　召喚したドレイク兵を倒させ続けることで、彼女自身の成長を手助けするのが目的。

　もう一つは、ひかりの使徒、魔剣のドレイク兵の性能チェックをすること。

　兵士として使いものになるのか、それを確認したかった。

　が。

「弱いな」

（うむ。たとえ百体いたとしても、今の能力では奴隷兵一人に蹴け散ちらされるレベルだ）

（ごめんなさい……）

（ひかりは悪くない。何せ昨日孵ふ化かしたばかりの連中だからな。それに）

（それに？）

　エレノアの言葉の意図を摑つかみきれずきょとんとするひかり。

　エレノアの語気はどこか楽しそうに聞こえた。

　目の前に立ってたら口角を持ち上げてにやっとしてるんだろうな、と容易に想像できる。

（まだまだこれからだ。単体では弱くとも、あれらは使い手の体力と精神力が続く限りいくらでも再生できる）

（使い手……おとーさんの力が続けばいいの？）

（うむ。そういう意味ではひかりではなく貴様へのテストでもあるな）

　エレノアは更にニヤニヤした感じでそう言うと、ひかりからおれに矛先を変えてきた。

　なるほど、だから楽しそうにしてたのか。

　おれに対してちょっとした意地悪──ってわけでもないんだろうが。

　どこまでやれるのか見せてみろ、と言われたようなものだ。

「見てろ」

　それだけ言うと、静かに息を吸って、ひかりを持つ手に全神経を集中させた。

　父親としてひかりに格好悪いところなんて見せられない。

　しばらくすると集中がクライマックスに達して、まわりから音や声が消えていった。

　おれの意識はタニアとドレイク兵の戦闘だけに向けられた。

　膨大な魔力でドレイク兵を倒し続けていたタニアだったが、戦闘経験が致命的に足りなくて、もたもたしているうちに接近戦に持ち込まれると、負傷し始めた。

　すぐにオリビアが彼女を救出して、あらかじめ持たせた魔法の玉（白）で回復させた。

　代わりにイオが前面に躍り出た。

　魔力の貸し出しはしていないが、イオはタニアに匹敵ひってきするほどの魔力でドレイク兵と戦った。

　しかも、イオは豊富な戦闘経験からくる身のこなしで、近中遠、あらゆる距離で戦えた。

　ドレイク兵が近づけばいなし、少し離れたら雷を打ち込み、かと思えば大きく距離を取って百雷を撃ちこんだ。

　戦場に躍る大魔道士イオは、ドレイク兵相手に無双した。

　それがもっと見たくなって、おれはやられたドレイク兵を次々再召還すると彼女を襲わせた。

　やがて、イオも体力と魔力が落ちてきた。

　ドレイク兵を千近く倒したところで動きが鈍くなり、魔法の詠唱に掛かる時間が長くなった。

　そこで更にバトンタッチが行われた。

　イオの代わりに出てきたのはオリビアだった。

　シルリアの山頂に威風堂々いふうどうどうと佇たたずむ竜王・オリビア。

　ドレイク兵らはその神々こうごうしさに一瞬動きを止めた。

　睥へい睨げいする竜王に気圧けおされたのだ。

（くく、この辺は我の死霊の軍勢とは違うな）

（ちがうの？）

（我のには自我がないからな。だから気圧されもせん。竜どもだとこうはいかんだろう？）

（そんなことないよ！　だいじなお友達だもん！）

（そうか。それは悪かった。だが、自我のある者たちはこんな風に気圧されもする。そこには十分気をつけることだ）

（うん、わかった！）

（それに、こればかりはひかりに敵かなわぬということもある）

（ふえ？　かなわないって、おかーさんがひかりに？）

（そうだ。こいつがひかりを通して竜どもを召喚するときの効率。一匹を召喚するのに必要な体力や精神力の変換効率は、間違いなく我を上回る。それは娘だからだろうな）

（ひかりがおとーさんの娘だから？）

（ああ。血が繫つながっている分、召喚の際の損そん耗もうが我のときよりも少ないのだろう）

（そっか……えへへ）

　エレノアとひかりが何か話していたが、耳に入ってこなかった。

　なぜならもっとひかりに力を流さなきゃならなくなったからだ。

　竜王オリビア。

　竜王だけに、イオよりも更に数段強かった。

　無造作に手を横に振ったかと思うと、ドレイク兵の八割が見えない斬ざん撃げきで両断された。

　ひかりに大量に力を流して再召還しても、今度は吐いた炎で一瞬で全部消し炭になる。

　召喚しては全滅、召喚しては全滅と、ひたすらそれを繰り返すことになった。

　途中、ちょっとだけペースがおかしくなって、一瞬だけ再召喚が途切れた。

　そのとき、おれはオリビアが倒したドレイク兵の数を正確に把握はあくしていることに気づいた。

　召喚した側そばからきっちり纏めて全滅させられてるってことは、オリビアはたぶん一回ごとに倒した数、おれが再召喚するドレイク兵の数をちゃんとカウントしてるってことだ。

　さすがオリビア。

　さすが竜王。

　彼女相手なら、心置きなく試せる。

　おれはひかりを地面に突き立てると、手を柄に置いて、ドレイク兵をランダムかつ断続的に召喚することに専念した。

　戦いは一昼夜続いたが、決着はつかず。

　結局、最終的に召喚した数は──
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　帝都・イーリオン。

　地上で最も栄えながら、同時に最も邪悪なものに包まれている場所。

　王宮の華美にして広大な廊下を一人で進む。

　途中すれ違った衛兵も女官も、誰だれ一人彼女を止めることはない。

　オルティア。

　ロドトスの盟友。

　無官ながらも、実質帝国のナンバー２として認識されている女。

　そんな彼女は、眉み間けんに深いしわを作ったまま謁えっ見けんの間にやってきた。

　衛兵に目配せして権力の象徴たる重厚な門を開け放たせると、静かに中に入る。

　玉座には一人の青年が座っていた。

　この帝国の最高権力者にして、地上を統一に導いた皇帝。

　英雄・ロドトス。

　そんな英雄は、とある美女を抱きかかえていた。

　玉座にふんぞり返るように座り、膝ひざの上に美女を乗せている。

　皇帝に美女とくれば色事と世間の相場は決まっているのだが、この場合、それは半分正解で半分は外れだった。

　皇帝に抱えられた美女は、ひたすらに嬌きょう声せいを上げていた。

　この世のあらゆる快楽を注がれているように、荘厳な謁見の間に声を響き渡らせていた。

　その声を聞くだけでウブな少年少女が赤面して逃げ出すような、艶つややかで伸びのある声。

　その一方で、ロドトスも女も、着衣に乱れはなかった。

　女はロドトスの首に手を回していたが、ロドトスは女の頭をわし摑づかみにしているだけ。

　にもかかわらず、女は喘あえぐ。快感に身を震わせる。

　オルティアは入り口に立ったまま、黙ってそれを見守った。

　その光景におぞましさ──恐怖を覚えた。

　彼女が恐怖を覚えたのは、これに遭遇したのが初めてではないからだ。

　だから、この後にあの女がどうなるのかも知っている。

　ちらっと玉座の後ろに突き立てられている魔剣エレノアを見た。

　エレノアはまるで笑っているかのように刀身を波打たせている。

　しばらくすると、女は達した。

　つま先をピンと伸ばして、それからぐったりと四肢を投げ出す。

　──そうしたと思いきや、そのままびくりと痙攣けいれんし始めた。

　自分の喉のどを両手で摑つかみ、顔をかきむしって、苦痛に悶もだえる。

　それもほんのわずかの間に過ぎない。

　一分足らずで、女は白目を剝むいて絶命した。

　それを見ていたロドトスの口角が愉悦ゆえつに歪ゆがむ。

　頭のてっぺんをわし摑みにするだけで性的快楽を与え、達した直後に命を吸い上げる行為。

　それはロドトスではなく、魔剣エレノアがさせている行為。

　ロドトスは今や、エレノアに完全に支配されていた。

　こうして、魔の快楽と命のやりとりを繰り返す度に、オルティアはロドトスの魂が濁っていくのを感じていた。

　そして、今まではそれを食い止めるためにやってきていたが──

「もう……限界ね」

　オルティアはぎゅっと目をつぶると、歯ぎしりして、意を決したように歩を進めた。

　背後の門がゆっくりと閉じられる中、玉座の前へと向かう。

「来タカおるてぃあ。おりびあ討伐とうばつハドウナッタ」

「話があるの──エレノア」

　口調さえもおかしくなっていたロドトスは、オルティアの問いかけに一瞬きょとんとした。

　魔剣に支配された人間にありがちな濁った目を細めて、オルティアのことをじっと見つめる。

　すると、すぐに口調が変わった。

　ロドトスの声であって、ロドトスではない者の言葉に。

「なんだ、我に話とは」

「彼のことを解放してほしい」

「ふっ、何を……」

　ロドトス──エレノアは口角を歪めた。

「これは我とこやつの契約なのだ。地上を獲らせてやる代わりに、こやつの後半の人生とその肉体を我がもらい受ける。そういう内容のな」

「……」

「貴様らが何かしようと企んでいることは知っている。だが、何をしようと、我からこやつを引き離すことはできん。それをわかっているからこそ、あえて見逃してやっているのだ」

「やはり、あなたの手のひらの上だったのね」

「余計なことを考えるな。貴様はヤツの功績をただひたすらに享受するがいい。貴様の人生は、こやつとの契約に入っていないのだからな」

「あなたの肉体と引き換えに、と言っても？」

「……なんだと？」

　さっとエレノアの顔色が変わった。

　話の主導権がオルティアに移った。

「このままあなたに支配されれば、ロドトスの魂は汚れきって未来永劫みらいえいごう生まれ変わることすらできなくなる」

「もとよりそういう契約だ。それより「肉体と引き換えに」とはどういうことだ」

　エレノアは苛々いらいらした様子でオルティアをせっついた。

　オルティアは変わらず無表情のまま、懐ふところからガラスの瓶びんを取り出した。

　瓶の中には極彩色の液体が入っている。

「これを飲めば、あなたは肉体を得ることができる。仮かり初そめではない、真の自分の肉体を」

「馬鹿ばかな！　そんなものがこの世に──」

「それは試してみればわかることだわ」

　オルティアは静かに言い切った。

　エレノアは、逆に黙らされた。

　やがて、長い沈黙のあと。

「……ロドトスを解放すればいいのか？」

　尋ねるエレノアに、オルティアは微苦笑した。

「彼の肉体のことなんて、すぐにどうでもいいと思えるようになるはずよ」

「むっ」

　エレノアはその永き命の果てで、人を超えた知性を身につけていた。

　エレノアはオルティアの言わんとすることをすぐ理解すると、それが本物であると理解した。

「いいだろう。よこせ」

　オルティアは近づき、ガラスの瓶を渡した。

「これをどうすればいい」

「飲み干せばいい。ただそれだけよ」

「……」

「迷うのはいいけど、せめてロドトスへの侵食を止めてから迷って」

「ええい、細かいことをいちいちうるさいわ！」

　エレノアは苛立たしげに言ってそのまま瓶を開けると、極彩色の液体をぐいっと飲み干した。

　どっくん！

　オルティアにも聞こえるほど大きな鼓動の音が響き渡った。

　エレノア──ロドトスは苦しそうにうずくまり、やがて、身体が分離した。

　元となった青年──皇帝ロドトスはそのままに。

　もう片方は、漆しっ黒こくのドレスにマントを纏まとった、凜然りんぜんとした顔の少女の姿になった。

「エレノア──そんな姿だったのね」

　オルティアは無感動につぶやいた。

　それとは対照的に、エレノアは自分の手を、身体を、全身をくまなく見回して、わなわなと歓喜に震えていた。

「肉体だ！　我の肉体だ！」

「ええ」

「力も振るえる！　ふ、ふふ、ふははははは」

「なら、約束通りロドトスを解放して」

「その前に聞かせろオルティア。この肉体の期限は？　寿命はどうなっている」

「不老。しかし不死ではない」

「充分だ！」

　エレノアは天を仰あおいで大笑いした。

　そして手をかざすと、床に倒れたままのロドトスの顔色が変わった。

　魔剣に支配されていた禍々まがまがしさが消え、代わりに血色のない、蒼白な顔色になった。

　ロドトスの魂が解き放たれたことを、オルティアはほっとしつつも、複雑な表情で見つめるのだった。
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☆






　エレノアが上機嫌で外に飛び出し、どこかへ消えていったあと。

　オルティアはその場に残って、ロドトスの頭を膝の上に載せた。

　ロドトスは既に息絶えていた。

　長い間魔剣に支配され、身体を蝕むしばまれてボロボロになっていた。

　エレノアが出ていった瞬間、注がれていた力が絶え、そのまま絶命してしまったのだ。

　そんなロドトスの身体から、光を放つ魂が抜け出てきた。

　オルティアはそれを一旦いったん手のひらに載せてから、空に掲げて天に送り出す。

　魂が、ゆっくりと空に昇っていった。

「次は普通の人間として生まれなさい。次こそ、二度とあんなものと運命が交こう錯さくしないような、普通の人間に」

　オルティアはそう言って魂を見送った。

　弱々しくも、しかし光を放っていた魂は、ギリギリでロドトスを救えたことを意味していた。

　見送ったあと、上機嫌で去っていったエレノアの姿を思い出す。

　漆黒のドレスにマント。

　全身から発散する邪悪な気配。

　幼い少女の姿ながらも、その見た目はまるで「魔王」という言葉を想起させるものだった。

「……不老だけど、不死ではない」

　オルティアはつぶやく。

　脳のう裏りにもう一人、邪悪の気配がほとんどしない漆黒のオーラを使いこなす男の姿を思い出す。

　未来の自分が信じて、気に入ったという男。

「その意味、わかってるよね」

　オルティアは、自分のことを信じようと思った。
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　ずっと肉体が欲しかった。

　欲しくて欲しくて──「欲しい」の意味さえわからなくなるくらい、星せい霜そうを重ね続けて。

　そうしてようやく手に入れた肉体で。

　エレノアは単身大軍と向き合っていた。

　しょせんは烏合の衆。

　それが展開している陣地から。

　常人にはおよそ感じ取れないであろう兵たちの士気を、エレノアは肌で感じていた。

「ふむ、トロクロスが言っていたのはこれか」

　四桁を超える程の大軍を前にしても、エレノアはまるで晩ご飯の買い出しに来たかのような気軽さで、そこにいる兵たちを品定めしていた。

　あごに手をやって、気持ち前屈みで大軍を眺める。

　その表情には畏怖や恐れなど微塵もなかった。

　ただ、わずかに戸惑いの色が見えた。

「……こんなものの何がいいのか。いや、確かヤツは戦うことそのものが好きだったな」

　かつて彼女──魔剣エレノアの所有者だった一人、不死の戦士トロクロスのことを思い出す。

　生涯戦い続け、その身の回りから一秒たりとも血の臭いが薄れたことのなかった男。

　常に口角に笑みを浮かべながら、それを楽しんでいた男。

　それを──その笑みの意味を知るために、エレノアは静かに陣地に向かって歩き出した。

「止まれ！　何者だ！」

「って、子どもじゃないか。ここは危ないぞ。悪いことは言わんから、すぐお家に帰んな？」

　野営陣地の入り口で番をしていた二人の兵士は、意外な来訪者に困惑しながらもエレノアにそう言った。

　多少荒くれてはいるが、番兵としても、そして人間としても至極真っ当な対応をしてみせた。

　その二人の首が、飛んだ。

　何が起きたのかもわからない。

　直前の表情のまま首は放物線を描いて飛び、ごつ、と音を立てて地面に転がった。

「ふむ？」

　エレノアは自分の手を──今し方振り抜いた手を、まじまじと見た。

　感触と、感覚を吟ぎん味みしているかのような表情で。

　直後。

　まるで止まっていた時間が再び動き出したかのように、番兵たちの切断面から血が噴き出し、身体が地面にくずおれた。

「トロクロスは常々「人を斬きる感触は『あらゆる悦楽えつらくに勝る』」と言っていたが……」

　エレノアの表情に戸惑いが増す。

　そしてすぐにそれ以上の不快さが添えられた。

「おーい、そろそろ交代の時間だぞ──っておい！」

「二人とも死んでるのか!?　何があったんだ……ひょっとして敵襲か!?」

　そのとき、間の悪いことに新しい兵士が二人やってきた。

　二人は気だるそうにしていたが、地面に転がる二つの死体を目にして驚愕きょうがくした。

「一体誰だれがこんなことを……」

「おい、そこの子供！　この二人を誰が殺やったか知らないか!?」

「──…」

「質問に答えろ！」

　エレノアが無言のまま感情も関心もなさそうな視線を返すと、若い兵士は馬鹿にされているように感じたのか、怒りの表情を浮かべて長槍をエレノアの喉元のどもとに突きつけた。

　殺気はない。

　ただの脅おどし。

　そんな男を、エレノアは冷ややかな目で下から見下ろした。

「……大量に」

「何？」

「大量に殺ってみれば、わかるかもしれんな」

「な、何をぶつぶつ言ってるんだ！」

「──問おう。ここにはどのくらいの兵がいる」

「このクソガキ！　そんなことよりこっちの質問に答えろ！」

「炊煙すいえんは百より少し多いくらい……ふむ、千人もいればいい方か？」

　エレノアは更に顔を上げると、目の前にいる兵士を空気のように無視して、背後に立ち上る煙を見た。

　野営の炊煙の数からは、そこにいる兵たちの数を推測できる。

　エレノアは永い人生の経験から、その数を即座に弾はじき出だした。

　口から零こぼした「正確な数字」が、兵士たちを追い詰める。

　戦地にして──長槍を突きつけられても動じない、見た目にそぐわぬ落ち着いた態度。

　そして、目の前の兵たちを無視しての異様な言行。

　それらは幾度となく戦場を経験している兵たちにさえ不気味に映った。

　更に炊煙から正確な兵の数を言い当てたことが、結果として兵たちの暴発を誘った。

「……お、お前は一体何者だ!!」

　恐怖に駆られた片方の兵が、構えていた槍をエレノアに向かって突き出した。

　金属の矛ほこ先さきがエレノアの胸、その中心を貫く──

　いや、貫こうとしたとした、その瞬間。

　ガキーン！

　辺りに堅い金属音が響き渡った。

「えっ？」

　何より驚いたのは暴発した兵士本人だった。

　まさかの、音。

　そして、己に返ってきた手応え。

　しかし、彼がその意味を理解する機会は永遠に訪れなかった。

　槍で突こうとした瞬間、下から振り上げられた手刀が兵士の体を縦に真っ二つにした。

　無造作に振り上げられたエレノアの手刀。

　兵士は真ん中で二等分ではなく、正確に６：４の割合で引き裂かれた。

　その結果、右半身は立ったまま、左半身が先に倒れる形になった。

「ひ、ひぃい……!?」

「やはりわからんな。どれ」

　突如目の前で見せつけられた惨劇に思わず尻餅しりもちをついたもう一人の兵士も、悲鳴さえ上げる間もなく、すぐに同じ運命を辿ることになった。

　あっという間に切り捨てられた兵士たち。

　平穏だった陣地に突如訪れた惨劇。

　それでも。

　それを為した本人の表情には、不満と苛立ちしかなかった。

「奴が我に適当なことを言ったのか？　いや、あの顔は間違いなく心の底から満たされたものだった。血に嗤わらうあれは決して噓うそではなかろう。ならば──」

　エレノアが思いを巡らせているうちに、騒ぎを聞きつけた兵が次々に集まってきた。

　敵襲敵襲と騒ぎが大きくなって、あっという間に兵が集結すると、エレノアを取り囲む。

　エレノアは手にも顔にもなびく髪にも、纏まとっている黒衣にさえも鮮血を浴びた状態だった。

　大量の血を浴びてもなお平然とそこに佇たたずむ幼げな異様な少女の姿に、兵士たちは圧倒され、気き後おくれした。

　一方、渦中のエレノアは顔を上げて、くるりと辺りを見回した。

　たった今視界の中に入っている兵だけでも、百は下らない。

　ざわめいているだけの連中も全部合わせれば、推測通り千近い数がいる。

「……もう少し、トロクロスの真似まねをしてみようか？」

　そう言って頷いたエレノアは、指先を揃そろえると、取り囲む兵士の中に飛び込んだ。

　血肉が踊り狂い、悲鳴が歌い奏かなでられる。

　ただひたすらに築かれていく──屍し山ざん血けつ河が。

　それでもエレノアは決して満たされぬまま、更に苛立ちを増していくのだった。
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　陰鬱いんうつな曇り空の下。

　エレノアは気だるげに寝そべっていた。

　エレノアが寝そべっているのは、人間の死体が無造作に積み上げられた山だ。

　彼女は積み上げられた死体の上で腕を枕まくらにすると、足を組んで灰色の空を見上げていた。

「つまらんな。トロクロスがあれほど愉悦だと言うから、ずっと自分の肉体で人間を斬るのはどんなものかと思っていたが、いくら斬ってもさして面白おもしろくないではないか」

　枕にしていない方の手を空に向かって突き上げて広げ、太陽を透すかして眺める。

　白く透き通った、白魚のような指。

　もちろん感覚がないわけではない。

　手の甲をつねれば普通に痛いし、強く拳こぶしを握り締めれば爪つめが手のひらに食い込む感触もある。

　人並みの感覚は、しっかりある。

　それでも、その手で人を斬ったとして、さしたる感動はなかった。

　千人を斬っても全くと言っていいほど何も感じることはなかった。

「こんなことの何が楽しかったのやら。トロクロスめ……」

　その無感動と比例して、エレノアは己の中からふつふつと怒りが湧いてくるのを感じていた。

　もし、自分だけの肉体を手に入れられたなら。

　その肉体で自由に行動することができたなら。

　もっと楽しい「何か」があるに違いないと思っていた。

　今まで後ろから眺めてきた人間のように──自分のことを振るってきた人間たちのように。

　満ち足りた感覚を得られると思っていた。

　しかし、その想いは裏切られた。

　使い手の一人、不死と称された戦士トロクロスに倣ならって虐ぎゃく殺さつしてみても、彼が生前言っていた「あらゆる悦楽に勝る」ほどの感動を得られはしなかった。

　そのことがエレノアを苛立たせた。

（……ならば他のことならどうだろうか？）

　ふと、寝っ転がっていた死体が目に入った。

　腰から両断されて下半身だけになった死体。

　その死体はズボンがめくれ、下腹部が露あらわになっていた。

　それをしばし見つめたエレノアは──

「なるほど。迂う遠えんだったのかもしれぬな」

　口角を器用に片方だけ持ち上げた。

　眉み間けんにしわを作る自嘲じちょう気味の苦笑い。

「トロクロスのように虐殺に悦楽を感じるのは人間の中でもごく一部だったな。ここは一つ、今度はエリアンテの所作でも真似てみることにしようか」

　エリアンテ・ライサンダー。

　かつてエレノアの使い手で、彼女の使い手の中でも珍しく女だった者だ。

　エレノアの力を振るって国を作り、女王となった彼女は、史書に記録が残るほどの性豪で、毎晩違う男と閨ねやを共にしていた。

　国中のあらゆる男と一夜を過ごしたとさえ豪語していた女は、エレノアの記憶の中で、最も

「悦楽」を求め、あるいは極きわめた相手だと言えた。

「うむ、そうだな。ここは一つ、そっちを試してみるか」

　エレノアは死体の山から跳び降りると、当て所なく歩き出した。

　強きょう靱じんな肉体は疲労とは縁遠い。

　彼女は適当に、しかしまっすぐに歩いた。

　川があってもまっすぐ川を渡り、山に阻はばまれても山を割ってまっすぐ進んだ。

　ひたすらまっすぐに、ただまっすぐに歩き続けた。

　そうして、エレノアは一つの小さな町に辿りついた。

　取り立てて名産があるわけでもない、ただ地形的な理由で人が集まってできた小さな町。

「ざっと……数百というところか？」

　街を囲む塀の上に立って建物の数から人口を逆算するエレノア。

　数百もいれば、一人くらいは己のことを満たしてくれるかもしれない。

　エリアンテのいう「悦楽」とやらを、この肉体で理解できるかもしれない。

　エレノアは少しだけ期待した。

「キミ、そんなとこにいると危ないよ。落ちたら怪我けがしちゃうから」

　そのとき、町の中から一人の青年がエレノアに話しかけた。

　純朴な町の住民の、百パーセント好意からくる助言。

　エレノアはしばし、声をかけてきた男を無言のまま見つめた。

「どうしたの、そんなにじっと見て。もしかして耳が聞こえないの？」

　男は思案するようにあごの下に手をやってみせた。

　どうやらエレノアに声が届かないと考え、ならばどうすればいいか考えているようだった。

　いわば親切心の塊とも言える男。

　そんな男を見て、エレノアは黙って塀を下りて男に近づくと、猛烈なスピードで足払いした。

「え？」

　いきなり足を払われた男がすっ転ぶ。

　そのことをまるで気にした様子も見せず、エレノアは倒れた男の真横に腰を下ろすと、丁度いい高さにきた頭のてっぺんに手を載せて、そのまま頭頂部をわし摑づかみにした。

「ちょ、ちょっとキミ、冗談は──」

　エレノアがふざけていると感じたのだろう。

　だが、男の言葉はすぐに途絶えた。

　目玉が飛び出そうなくらい目が見開かれ、口も裂けそうなほど大きく開かれた。

「ひぃ……ひぃ……あひっ!?」

　喉の奥から奇妙な呻うめき声が漏もれ出す。

　次第に手足も痙攣けいれんし始めて、終いには全身震えだした。

　開け放った口から舌がだらりと垂れ、よだれが口角から零こぼれ落ちる。


「──……!!」



　最後は、声にならない悲鳴。

　妙に艶っぽく、しかし苦しげな吐息を漏らして白目を剝むくと、男は全身脱力して事切れた。

「ふむ」

　興味などまるでなさそうに男の死体を放り出して、自分の手のひらを見つめるエレノア。

　エレノアは相手の頭のてっぺんをわし摑みにするだけで、相手も自分も性的快楽を得られる能力を持っていた。

　その快楽は人間の基準で比べると数十倍。

　女の絶頂は男の数十、数百倍といわれるが、エレノアが与えるのは、そこから更に数十倍という桁違いのものだ。

　その代償として相手は命を落とす。

　人間の許容値を遥はるかに超えた快楽を前に、肉体も脳も耐えきれず、命を落としてしまうのだ。

　もちろんそれだけの快楽が仕掛けた本人にも返ってくる。

　仕掛けたエレノア自身にも、だ。

　もう一度手のひらを見つめる。

　快楽は確かにあった。

　知識として持っている程度の性的な快楽は、確かに感じられた。

　だが。

「一体これのどこがいいのだ？」

　エレノアは前にも増してますます眉間にしわを作ることになった。

「……あれ？　ディオンさん、こんなところで何してるんですか？」

　思案するエレノアの横に、町の外から一人の女が戻ってきた。

　三つ編みにそばかすの女はたった今絶命したばかりの男の知り合いらしく、倒れていた彼のことを不思議そうに見下ろした。

　手を伸ばせば届く位置に女の頭が来る。

　エレノアは無意識のうちに手を伸ばすと、今度はその女の頭のてっぺんをわし摑みにした。

　相手が女であっても快楽を与えられることは変わらない。

　むしろ、女の方が男より快楽が強い。

　その分、エレノアに返ってくる快楽も強くなる。


「あが……ひぃっ……」



　女はさっきの男以上に痙攣し、一瞬で白目を剝くと、よだれを垂らし、更には失禁までして絶頂を迎えたまま死んだ。

「ふん……」

　死体から手を離すと、文字通りゴミクズのように蹴り飛ばすエレノア。

　三度みたび自分の手を見つめて、やはり不満に満ちた表情をした。

「わからんな……」

（もう一人二人、違うのを試すか？　……いや）

　一人二人ではわからないのかもしれない。

　エリアンテは毎晩とっかえひっかえ、場合によっては一晩に複数を相手にしていた。

　総数でいえば数千。

　あるいは五桁にさえ達しているかもしれない。

　ならば。

　数をこなしていった先に何かがわかるのかもしれない。

　エレノアは一人頷くと、そこでようやく町の中に入った。

　そうして出会う相手の頭のてっぺんを、片っ端からわし摑んでいった。

　男も、女も。

　子どもも、老人も。

　逃げる者も、恐れて攻撃してくる者も。

　全員捕まえて、とにかく絶ぜっ頂ちょうに導いた。

　そうして小さな町の至るところで嬌きょう声せいが響き渡ったかと思うと──

　いつしかその町から、人の声が一切聞こえなくなった。
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　町は死んだ。

　たったの一晩で、そこに住む人々も、運悪く通りかかった旅人も。

　老若男女、ありとあらゆる人間がエレノアの毒どく牙がにかかって命を落とした。

　唯一の救いといえば、皆普通の人生では到底味わうことのできない快楽の中で息絶えられたことだが、未来を失くした代償として、それは慰なぐさめ程度にしかならない。

　エレノアは血の臭いが一切いっさいしない死体に囲まれながら朝を迎えていた。

「……」

　ぼんやりと朝日が昇るのを眺めるエレノア。

　感情のなさそうな無表情とは別に、内面では怒りが頂点を迎えていた。

　苛立ちが限界を超えていた。

　最後の一人に捕まえた──最後まで逃げた女の死体を摑み上げ、近くの建物に投げつけた。

　怒りを込めて投げられた死体は砲弾の如ごとく飛んでいき、誰もいる気配のない建物に当たると、血肉をまき散らしてその壁の一部を壊した。

　あまりの苛立ちにそうしたが、すっきりしたかといえば、そんなことは全くなかった。

　せっかく肉体を手に入れたのに。

　今まで見てきたことを、全部自分の手でできるようになったのに。

　何一つ思い通りにいかなくて、苛立ちは募る一方だった。

　エレノアは手当たり次第死体を投げつけ、ひたすら住む者のいなくなった町を壊していった。

　止める者はいない。

　全部エレノアが殺したからだ。

　小さくとも町だったその場所は、多くの人間が長い時間を掛けて作り上げたものだった。

　それが、高速で時間を巻き戻すかのようにものすごい速さで壊され、土に還っていった。

　エレノアは途中から死体を拾って投げることさえおっくうになり、今度は自分の手足で町を破壊し始めた。

　建物も。

　町の造形物も。

　果てはそこいらに転がっている死体も。

　ありとあらゆるものを全部壊して回った。

　やればやるほど……壊せば壊すほど怒りは募るばかりだったが、それでもエレノアはまるで何かに取り憑つかれたかのようにそうした。壊し続けた。

　日が半分昇り、昨日までは至るところで住人たちが食事を楽しんでいた時間を迎える頃には、町はすっかり廃墟に変わり果てていた。

「ふん」

　最早もはや壊すものさえもなくなった町。

　エレノアは最後、腹いせに力を解放すると、黒い炎でそこを焼き尽くした。

　廃墟も、死体も。

　ありとあらゆるものが黒い炎に包まれ、最初から存在しなかったように消えてなくなった。

　全すべてを破壊し尽くしたエレノアは、ようやくその場から離れた。

　未いまだに腹の虫は治まらない。

　あのままあそこにいたら、この大地そのものを消し去りたくなってしまいそうだった。

　だからその前に離れた。

　再び当て所なくさまよいながら、エレノアは考える。

　望みに望んで、数百年も望み続けてようやく手に入れた肉体。

　肉体を手に入れたのに、満足できない。

　何をやっても満たされないでいる。

　それはおかしい。

　せっかく肉体を手に入れたというのに、それはおかしい話だ。

　あれほど望み、ようやく摑んだものなのだ。故にこの世界のどこかには、この心を満足させ、満たすことができるものがあるに違いない。

　エレノアはそう考えた。

　そこからは発想を変えてもみた。

「殺しも睦むつみもダメ……そもそも我が理解できそうなことをやったのがよくなかったのか？」

　そう脳のう裏りに浮かんだ瞬間。

　沸騰し続けていた頭が急に落ち着いたような気がした。

「ふむ、なるほど。表層意識にあるものが真実ではないという、よくあるあれということか。ならば、我が理解できないことをしてみれば──」

　今までの人生を振り返ってみるエレノア。

　自分を手にして、魔剣を振るっていた歴代の使い手の言動を顧かえりみた。

　自分が理解できなかったことはなかったか、と記憶を探った。

「きゃああああ──!?」

「ん？」

　ふと、割り込んできた悲鳴に思考が中断された。

　現実世界に意識を戻し、悲鳴が聞こえてきた方に目をやる。

　果たしてそこには一人の少女がいた。

　歳としは十に届いているくらいだろうか。見た目だけならエレノアよりも更に幼い。

　そんな少女が猛獣に襲われていた。

　長いたてがみに鋭い牙きばを持った肉食獣。

　エレノアや少女のことなど一口で丸まる呑のみできるそうなほど巨大な猛獣だ。

　猛獣は少女にじりじりと迫り、少女は尻餅をついたまま後ずさりしていた。

「ふむ」

（……ロドトス、か）

　頭の中でそうつぶやくエレノア。

　エレノアは脳裏に最後の使い手のことを思い出していた。

　覇は王おうロドトス。

　その男は、歴代の使い手の中でも特に「人助け」をした人物だ。

　ピンチに陥おちいる者を見れば必ずといっていいほど割り込んで、それを助ける。

　そんなロドトスの行動を、エレノアは理解できずにいた。

　いや、行動自体は理解できる。

　それによって相手は感謝し、ロドトスは満足するということも、理屈としては理解できる。

　そう、ロジックとしては。

　だが、それはつまり──正確には理解できないということだ。

「ふっ……」

　シニカルに口角を歪ゆがめて、エレノアはつかつかと少女が襲われるその場へと近づいていった。

　手刀一いっ閃せん。

　人間が山ウシと呼んで恐れる猛獣を、まさに一刀両断にしてみせた。

　鮮血が噴き出し、巨体がくずおれる。

　一撃で猛獣を絶命させたことにことさら関心も寄せず、エレノアはただ少女に向き直った。

「怪我はないか？」

　へたりこんだ少女に手を伸ばすと、努めてかつてロドトスのしていた仕草を真似てみる。

　出したことのないような声を出し、したことのないような態度を試してみる。

「──…」

「ん？　どうした、どこか怪我でもしたか？　我は治癒ちゆは不得手ふえてなのだ。だからちと困るぞ」

「い、いえ！」

「うん？」

「だ、大丈夫です。ありがとうございます、お姉さん」

「ふむ？」

　エレノアは手を伸ばしたまま、もう一度少女を観察した。

　尻餅をついたままで、上着やスカートに泥がついているが、特に怪我はしてないようだった。

　少女はエレノアの手を借りて立ち上がった。

　そして、もう一度深々とエレノアに頭を下げた。

「本当にありがとうございました！」

「……いや」

「私、お花を採りにきていたんです。明日の村のお祭りに使うお花で──…」

　エレノアは一転ぺらぺら喋しゃべり出した少女の話を右から左に受け流しつつ、先ほど彼女からもらった言葉について吟ぎん味みした。

　ありがとう。

　感謝。

　命を救ってくれたことへの──感謝。

　ロドトスがよくされていた、そして、今自分が狙ねらってしてもらったもの。

　それを……その言葉の意味を、舌の上で転がすように味わってみた。

「あの！　ささやかですみませんが、よかったらこれをどうぞ！」

　少女は自分の持ち物から一輪の花を取り出すと、エレノアに差し出した。

「これは？」

「カリ・ティヒの花です。これを持っていると幸運に恵まれるといいます」

「ほう、幸運の花、か」

「はい！　大したお礼にはなりませんが。さっきは本当にありがとうございました！」

　少女はまたそう言ってぺこっと頭を下げた。

　村に戻って花を届けないと。

　そう言ってパタパタと走り出した。

　少し走っていったところで立ち止まり、振り向いてまたエレノアに頭を下げた。

　受け取ったカリ・ティヒの花を持って、少女の「ありがとう」を嚙かみしめる。

　心の中に、何かが広がっていく。

　それは──今までのエレノアになかった感情。

　次第に見えなくなっていく少女。

　その後ろ姿を眺めながらエレノアは微かに口角を持ち上げると。

　グシャッ！

　たった今受け取った花を握りつぶした。

　持ち上げた口角が次第に凶悪な笑みをかたどる。

　吐き気がした。

　すごく、吐き気がした。

　耐えがたいほどの吐き気がした。

　少女を助け、その礼にありがとうと言ってもらい、花をもらった。

　それはロドトスがよくしていたことで、エレノアも一番近くからそれを見ていたが。

　実際に肉体を持った自分がそれをやられると。

　吐き気がした。

　とにかく、吐き気がした。

　それは殺しや睦みで望んだものが得られなかったときの苛立ちとはまったく比較にならない、とても堪えられないもので──

　エレノアは光の速さで少女に追いつくと、腹いせに彼女を殺した。





☆






　星空の下。

　エレノアの苛つきは最高潮に達していた。

　湖の前に佇たたずみ、月と星と水面を眺める。

　既に八つ当たりはさんざん済ませていた。

　黒い稲妻を落とされた大地は惨むごたらしく変形し、近くの湖の水面にはぽつり、ぽつりと魚が白い腹を見せて浮かんでいた。

　ほんの一瞬で、風ふう光こう明めい媚びだった一帯は、地獄へと姿を変えてしまった。

　満たされない。

　何をやっても満たされない。

　あれほど欲しくて、渇望して、ついに手に入れた肉体だというのに、何もかも満たされない。

　こんなはずではない。

　こんなのはおかしい。

　怒りが甦ったエレノアは更に周囲に八つ当たりをした。

　放った黒炎は湖に浮く魚を焼き尽くすと、ついには水を干上がらせ、ただの巨大な穴にした。

「ふっ……これが肉体を得た我の運命さだめなのかもしれんな」

　何かを悟り、自嘲気味に笑ったのも一瞬。

　次の瞬間、エレノアはまた何処どこまでも凶悪な笑みを浮かべた。

　この世のあらゆる悪意と不吉を孕はらんだような笑みを、秀麗な顔に張りつかせた。

「ならば、運命通り──この世の全てを破壊し尽くしてやろうではないか」

　つぶやくと、まるでそれこそが正解だと言わんばかりに、心が少し軽くなった。

　苛立ちも減った。腹立たしさも半分くらいは消し飛んだ。

「くく、随分回り道をしてしまったようだ」

　エレノアは喉を鳴らして笑った。

　とても楽しそうに。




『──なあ、エレノア』




　エレノアがバッと横を振り向いた。

　そこに、一瞬だけ男の姿が見えたような気がした。

　黒い服を纏い、魔剣を持った男。

　その男はまっすぐ月を見つめると、目を逸らしたまま言った。




『この広い世界でお前がずっと人間のままでいられる方法──探そうか』




　それはほんの一瞬だけ。

　一瞬だけ見えて、またすぐに見えなくなった幻影だ。

　だが、幻影の残響だけ、エレノアの耳の中で何度も木こ霊だまして響いた。

　そんな台詞せりふを言われたことなど一度もない。全てはただの幻聴だ。

　それは欲しくて欲しくて、望み続けた果てにようやく手に入れた肉体を保ち続けたいと願う自分の心が生み出した幻聴──弱さなのだろう。

　それでもなぜかエレノアの心に響いた。

　ものすごく、心に響いた。理由はわからない。

　そして、今感じていた感情の正体さえも、エレノアにははっきりしなかった。

　それでも、彼女は一つだけ理解していた。

（この声を、もっと聞きたい──…）

「いや、違うな」

　違う、そうじゃない、とエレノアは笑った。

　心の中に生まれた想いに蓋ふたをして、纏まりかけた結論を先送りにする。

　月明かりの下、エレノアは一人で笑った。

　今までで一番、楽しそうに笑った。

「そういえば今の声──前に刃やいばを交えたヤツの声だったな？　ヤツなら……我を満足させてくれるだろうか？」

　この男に会いに行こう、エレノアはそう思った。

　迷走の果てに辿たどりついた感情──確信に近い期待。




『──我は、このままでいいのだ』




　幻聴で聞かれた問いに、口の中で答えを転がす。

　気持ちが昂たかぶる。今すぐにでも会いたくなった。

「ふ、ふふふ、ふははははは！」

　エレノアは哄笑こうしょうしつつ、地を蹴けって大空に舞い上がる。

　男を捜しに、自分を満たしてくれるであろう男を捜しに。

　エレノアは、全力で空を駆け抜けていった。











あとがき









　人は小説を書く、小説が書くのは人。




　皆様初めまして、あるいはお久しぶり。

　台湾人たいわんじんライトノベル作家の三木みきなずなでございます。




　皆様のおかげで『くじ引き特賞：無双ハーレム権』、第七巻まで来ることができました。

　本当にありがとうございます！

　今回もタイトル通り、無双してハーレムを作る、そんな物語でございます。




　今回の内容はアイギナ編完結、そしてエレノアの過去編スタートです。




　物語が長くなってきたことで、キャラクターたちが自分で動くようになりました。

　一貫してスパルタなのか過保護かほごなのかよく分らないカケル。

　実質、アイギナ編はカケルと相談しながらの執筆しっぴつになりました。

　次はセレーネにどんな試練しれんを与える？　と尋ねれば、カケルがあれこれアイディアを出してくれましたし、もうそろそろいいんじゃない？　と私がブレーキを踏ふもうとしたら、カケルはアクセル全開で飛ばしてくれました。

　今回のお話はシラクーザ編と同じ「おれの女の国を取り戻す」物語なのに、カケルの役割は百八十度違っていました。

　それでも終わってみればやっぱりカケルらしかったのは、やはり長期連載でキャラクターに魂たましいが定着したおかげで、それができたのもまた皆様が応援してくださったからです。

　結果としてまた一人いい女・セレーネ姫ができあがりました。

　本当に、皆様には感謝の言葉もありません。

　この先もっと物語が続けていければ、彼女も勝手に動き出してくれるのかな、なんて期待もしたりしています。

　一方で、勝手に動き出してあらゆるブレーキをぶち壊してくれた悩ましいキャラもいました。

　エレノアです。

　最後の書き下ろしのエレノア。肉体を手に入れたエレノア。

　彼女に「カケルに会いに行くまでの時間は好きに過ごしていていいよ」と言ったら、勝手にあんなことをしでかしてくれました。

　編集さんにも「さすがにちょっとひどくないですか？」と言われました。

　同感です。ちょっとひどいです。

　普通ならあそこで心を入れ替える話になるだろ！　と私も突っ込みました。

　でも、彼女はやらかしました。

　もちろん作者としてそれ止めるのは簡単です。

　彼女の行動、その一行を消すだけです。作業にして三秒もいりません。

　でもあれがエレノアなのです。

　ああ、カケルと会うまでのお前はそうだったんだな、と、書いた後に原稿を見て思いました。

　だから結局そのままにしました。




　とは言ってもこの作品は『くじ引き特賞：無双ハーレム権』です。

　くじ引きをして、カケルが無双して、作中のいい女を集めてハーレムを作る。

　そういう話です。




　さんざんやらかしたエレノアも次巻でハーレム入りです。あそこまでしでかしたエレノアがどうハーレム入りするのか、是非ぜひ次巻も手に取ってご覧頂けたら嬉うれしいです。




　最後に謝辞しゃじです。

　いつも素晴すばらしいイラストを描いて下さる瑠奈璃亜るなりあ様ありがとうございます！　巻を重ねる度たびに宝物が増えていきます。これからもイラストに見合う本文が書けるように精進しょうじんします！

　毎回タイトなスケジュールの中、最後まで文章のブラッシュアップに付き合ってくださる担当Ｋ様、ありがとうございます！

　初の七巻、初のドラマＣＤ。貴重な経験を下さったＧＡ文庫様、ありがとうございます！

　本書を手に取って下さった読者の皆様、その方々に届けて下さった書店の皆様。

　本書に携たずさわってくださった全ての皆様に、厚く御礼申し上げます。

　次も早くお手元に届けられることを願って、このあたりで筆を置かせて頂きます。








二〇一七年十一月某日　なずな　拝









著者
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